
度
 
 
 

年
 
 
 

7
 
 

5
 
 
 

昭
 
 

書
 
 

告
 
 

報
 
 

査
 
 

調
 
 

財
 
 

ヒ
 
†
 
 

文
 
 

会
 
 

員
 
 

委
 
 

育
 
 

教
 
 

市
 
 

橋
 
 

前
 
 
 



昭
和
五
十
七
年
度
は
史
跡
整
備
や
文
化
財
普
及
事
業
を
は
じ
め
と
し
て
、
埋
蔵
文
化
財
の
発
相
調
査
等
、
多
岐
に
亙
る
事
業
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。
埋
蔵
文
化
財
 
 

の
発
鋸
調
査
は
、
継
続
事
業
と
し
て
西
大
量
地
区
の
土
地
改
良
、
飯
土
井
地
区
の
工
業
団
地
造
成
に
伴
な
う
も
の
が
終
了
し
、
新
規
事
業
と
し
て
小
神
明
、
端
気
地
区
土
 
 

地
改
良
に
伴
う
訓
査
と
、
区
画
整
理
に
先
立
っ
て
元
総
社
地
区
で
追
跡
確
認
調
査
が
着
手
さ
れ
た
他
、
公
共
、
民
間
の
開
発
事
業
に
伴
っ
て
一
〇
遺
跡
に
及
ぷ
発
拙
調
査
 
 

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
開
発
事
業
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
調
査
の
中
で
、
赤
城
南
麓
に
延
々
一
〇
数
㌔
に
一
日
一
っ
て
開
削
さ
れ
た
「
女
堀
」
の
国
指
定
史
跡
答
巾
 
 

は
、
消
滅
す
る
追
跡
の
保
存
に
大
き
な
一
石
を
投
じ
た
事
と
評
価
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
 
 
 

文
化
財
の
保
存
整
備
は
、
史
跡
総
社
二
子
山
古
墳
を
は
じ
め
と
し
て
、
県
指
定
史
跡
天
神
山
古
墳
、
金
冠
塚
古
墳
、
宝
坊
山
古
些
か
実
施
さ
れ
、
市
民
の
憩
い
場
と
し
 
 

て
も
活
用
さ
九
る
事
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
前
橋
広
域
市
町
村
圏
で
、
文
化
財
め
ぐ
り
五
コ
ー
ス
、
－
耳
設
け
、
道
腔
、
案
内
板
を
詔
恋
し
、
併
せ
て
パ
ン
フ
レ
ッ
 
 

ト
の
作
成
を
行
莞
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
が
見
学
に
活
用
さ
れ
る
事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
 
 
 

前
橋
市
内
に
伝
承
さ
れ
る
郷
土
芸
能
の
大
会
も
昭
和
四
十
八
年
に
開
催
さ
れ
、
今
回
十
周
年
を
迎
え
、
落
成
し
た
市
民
文
化
会
館
に
お
い
て
盛
大
に
記
念
大
会
が
催
さ
 
 

れ
、
更
に
比
刀
祢
双
書
第
1
集
「
前
橋
の
郷
土
芸
能
」
に
ほ
民
俗
芸
能
伝
承
者
が
直
接
執
筆
に
あ
た
ら
れ
、
上
梓
の
運
び
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
文
化
肘
 
 

普
及
講
座
の
冥
施
や
、
蚕
糸
記
念
館
開
館
、
文
化
財
地
図
の
改
訂
と
学
校
教
育
・
社
会
教
育
に
資
す
る
と
共
に
、
皆
様
に
お
お
い
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
田
心
い
ま
 
 

す
。
 
 
 

こ
の
調
査
報
告
書
に
は
総
合
調
査
・
発
掘
調
査
の
概
要
並
び
に
昭
和
五
十
六
年
度
新
指
定
史
跡
等
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
改
め
て
関
係
各
位
の
ご
協
力
・
ご
援
助
に
 
 

対
し
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
報
告
書
が
文
化
財
保
護
行
政
に
少
し
で
も
役
立
て
ば
幸
甚
と
存
じ
ま
す
。
 
 

昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
日
 
 

前
橋
市
教
育
委
員
会
 
 

教
育
長
 
金
 
 
井
 
 
博
．
之
 
 

．
h
■
 
 
 

ド
し
 
 

過■  

■  



は
 
じ
 
め
 
に
 
 

言
 
 

例
 
 

1
 
本
書
は
、
酒
井
家
史
料
調
査
・
妙
安
寺
総
合
調
査
・
昭
和
五
十
六
年
度
指
定
文
化
財
・
昭
和
五
十
七
年
度
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
 
 
 

査
に
つ
い
て
の
報
告
で
あ
る
。
 
 

2
 
酒
井
家
史
料
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
前
橋
市
文
化
財
調
査
委
員
で
あ
る
山
田
武
暦
氏
・
中
沢
 
 
 

右
吾
氏
・
丸
山
知
良
民
・
松
島
栄
治
氏
・
梅
沢
重
昭
氏
に
調
査
し
て
い
た
だ
い
た
。
 
 

3
 
妙
安
寺
総
合
調
査
は
、
昭
和
五
十
二
年
度
に
前
橋
市
文
化
財
調
査
委
員
の
方
々
に
調
査
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
、
昭
和
五
十
 
 
 

二
年
度
文
化
財
調
査
報
告
書
（
第
8
集
）
か
ら
引
き
続
き
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

4
 
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
に
前
橋
市
教
育
委
員
会
で
実
施
し
た
一
〇
遺
跡
に
つ
い
て
、
そ
の
概
 
 
 

要
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

5
 
古
文
書
は
大
胡
町
立
大
胡
小
学
校
教
諭
で
あ
る
川
崎
 
姶
氏
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
丸
山
知
良
氏
に
校
閲
し
て
い
た
だ
い
た
。
 
 
 

表
記
ほ
原
則
と
し
て
旧
漢
字
を
新
湊
字
に
改
め
た
。
ま
た
平
出
は
二
字
あ
け
、
欠
字
ほ
一
字
あ
け
と
し
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
 
 
 

に
読
点
を
つ
け
た
。
 
 

6
 
本
書
の
執
筆
に
つ
い
て
は
担
当
者
が
分
担
し
文
責
を
文
末
に
記
し
た
。
ま
た
本
書
の
編
集
は
二
章
を
木
暮
 
誠
が
当
た
り
、
そ
 
 
 

他
に
つ
い
て
は
の
前
原
 
豊
が
行
っ
た
。
 
 

第
三
類
－
明
治
以
降
家
政
記
録
等
－
…
…
…
・
…
＝
…
・
H
…
…
＝
＝
＝
…
…
…
＝
・
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
3
 
 

第
四
類
－
明
治
以
降
絵
図
類
－
‥
‥
‥
・
…
…
・
…
…
…
…
＝
＝
‥
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
4
 
 

妙
安
寺
総
合
調
査
報
告
（
六
）
 
…
…
…
…
‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
＝
…
＝
＝
＝
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
＝
‥
‥
…
…
‥
‥
5
 
 

昭
和
五
十
六
年
度
指
定
文
化
財
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
＝
…
…
…
…
・
＝
・
＝
…
＝
＝
＝
…
…
…
…
…
…
・
・
「
・
・
9
 
 
 

酒
井
家
史
料
諷
査
報
告
…
…
…
…
…
…
…
こ
…
…
＝
・
＝
・
…
…
・
…
・
…
…
…
書
こ
 
 

1
 
酒
井
家
史
料
目
録
…
…
…
…
…
…
…
＝
＝
＝
…
…
…
…
…
…
…
・
■
…
・
…
…
＝
＝
＝
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
＝
l
 
 

第
一
類
－
絵
 
図
－
…
…
…
…
…
…
‥
…
…
＝
・
…
・
…
・
・
・
…
…
＝
・
…
…
▲
＝
…
…
…
…
＝
…
…
…
…
…
…
…
・
1
…
…
…
…
…
＝
l
 
 

一
谷
山
記
録
（
三
）
 
 

第
二
類
－
酒
井
家
記
録
－
…
…
‥
…
‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
＝
・
…
…
＝
…
…
‥
…
・
 
 

目
 
 

…
…
…
…
＝
＝
＝
…
＝
＝
＝
…
…
…
…
…
…
…
…
＝
＝
＝
…
＝
‥
教
育
長
 
金
 
井
 
博
 
之
 
 



五
 
文
化
財
調
査
関
係
写
真
 
 

四
 
昭
和
五
十
七
年
度
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
要
…
…
…
…
…
…
…
‥
…
・
＝
…
…
・
＝
・
・
・
 
 

図
版
一
 
龍
海
院
酒
井
家
資
料
 
 

図
版
二
 
昭
和
五
十
六
年
度
指
定
文
化
財
 
 

図
版
三
 
昭
和
五
十
七
年
度
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
 
 

〃
 
 

〃
 
 

図
版
四
 
 
〃
 
 

〃
 
 

〃
 
 

図
版
五
 
 
〃
 
 

〃
 
 
 

〃
 
 

図
版
六
 
 
〃
 
 

資
 
 
料
 
 

1
 
指
定
文
化
財
所
在
地
及
び
管
理
者
一
覧
＝
・
…
＝
＝
…
…
…
…
…
…
…
‥
…
…
・
 
 

2
 
前
橋
市
指
定
文
化
財
地
図
…
‥
‥
＝
＝
‥
‥
‥
…
＝
＝
 
 

1
 
二
 
本
 
松
 
遺
 
跡
 
 

2
 
端
 
気
 
遺
 
跡
 
群
 
 

3
 
天
神
小
学
校
建
設
に
伴
う
確
認
調
査
 
 

4
 
前
 
箱
 
田
 
遺
 
跡
 
 

5
 
西
 
大
 
室
 
遺
 
跡
 
群
 
 

6
 
 後
 
閑
 
団
 
地
 
遺
 
跡
 
 

7
 
元
総
社
明
神
遺
跡
 
 

8
 
小
 
神
 
明
 
遺
 
跡
 
群
 
 

9
 
歓
禅
順
吉
和
尚
経
塚
遺
跡
 
 

1
0
 
閑
 
泉
 
樋
 
遺
 
跡
 
 
 

芳
賀
東
部
団
地
遺
跡
遺
物
整
理
の
標
要
・
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
＝
＝
＝
3
8
 
 

1
 
旧
蚕
糸
試
験
場
事
務
棟
（
県
指
定
）
 
 

1
0
 
 

4
 
秋
元
氏
歴
代
の
墓
（
市
指
定
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
‥
…
…
…
‥
…
…
…
・
・
▲
■
・
・
＝
…
…
…
…
…
＝
 
 

5
 
今
井
神
社
古
墳
（
市
指
定
）
…
…
…
…
…
…
＝
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
・
…
三
・
1
0
 
 

3
 
秋
元
氏
墓
地
（
市
指
定
）
 
 

2
 
駒
形
牛
頭
天
王
の
獅
子
頭
一
対
（
市
指
定
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‥
…
…
・
…
・
…
‥
＝
＝
…
…
…
…
…
…
…
＝
9
 
 

＝
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
＝
伯
・
5
0
 
 
 

5
 
 

…
…
…
…
＝
＝
＝
 
4
 
 

・
＝
＝
＝
＝
・
＝
・
・
＝
＝
9
 
 

0
 
 

…
…
…
 1
 
 



一
酒
井
家
史
料
調
査
報
告
 
 

酒
井
家
は
、
慶
長
六
年
重
忠
の
代
に
川
越
か
ら
厩
橋
へ
転
封
に
な
っ
た
。
以
来
、
 
 

酒
井
家
は
九
代
忠
恭
に
至
る
約
一
五
〇
年
間
藩
主
を
歴
任
し
、
前
橋
の
歴
史
と
深
く
 
 

結
び
つ
い
て
き
た
。
 
 
 

そ
の
間
に
、
酒
井
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
是
字
寺
龍
海
院
に
は
、
貴
重
な
多
数
の
絵
 
 

図
、
記
録
等
が
残
さ
れ
て
お
り
、
研
究
者
の
間
で
は
以
前
よ
り
調
査
の
必
要
性
が
唱
 
 

え
ら
れ
て
い
た
。
 
 
 

そ
こ
で
、
前
橋
市
で
は
酒
井
家
資
料
の
保
護
と
活
用
を
図
る
た
め
、
前
橋
市
文
化
 
 

財
保
護
法
に
基
づ
き
、
文
化
財
調
査
委
貞
に
よ
る
調
査
を
左
記
の
と
お
り
実
施
し
 
 

た
。
 
 
 

な
お
、
前
橋
市
で
は
、
酒
井
家
史
料
を
龍
海
院
か
ら
昭
和
五
十
七
年
十
月
二
十
八
 
 

目
付
で
買
上
げ
、
現
在
市
立
図
書
館
に
保
管
を
依
頼
し
て
い
る
。
 
 
 

調
査
期
日
 
昭
和
五
十
七
年
七
月
十
二
・
十
三
日
 
 
 

調
査
の
対
象
 
酒
井
家
史
料
 
 
 

調
 
査
 
者
 
前
橋
市
文
化
財
調
査
委
貞
 
 

山
 
田
 
武
 
暦
 
 

中
 
沢
 
右
 
吾
 
 

丸
 
山
 
知
 
艮
 
 

松
 
島
 
栄
 
治
 
 

梅
 
沢
 
重
 
昭
 
 
 

調
査
の
方
法
 
 
江
戸
か
ら
昭
和
時
代
に
わ
た
る
酒
井
家
の
絵
図
、
記
録
等
の
資
 
 

料
す
べ
て
に
、
整
理
番
号
を
つ
け
、
カ
ー
ド
を
採
り
、
目
録
を
作
 
 

成
し
た
。
資
料
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
写
真
撮
影
を
行
い
記
録
化
 
 

を
図
っ
た
。
 
 

と
こ
ろ
で
、
第
一
類
の
絵
図
類
に
つ
い
て
は
、
い
た
み
が
ひ
ど
 
 

い
た
め
、
裏
打
ち
を
行
い
補
強
す
る
こ
と
に
し
た
。
 
 

1
 
酒
井
家
史
料
目
録
 
 

弟
【
類
－
絵
 
図
－
 
 



九  
四  の  

の  の   
の  

の  理  

○    ロ   ロ   
五  

五  四  

〝   
家  
器   

料  
忠  前  親  忠  忠  忠  忠  忠  重  正  稿   正   

〝  
紀  紀  紀  題  

永   
禄   

九  四  年   

牢   

事  
何  

元  永  
号  禄  代  

聖  
・   

家  以  延  
下  

むう 0ち  編二  
史  宝  祥一 0  

編  姫  を  正  
路   

巻  
纂   親   欠  

藩  0   む   
前 期  

な  
主  し  
の  

分  
四  

明  
治  

欠 多   

第
〓
類
－
酒
井
家
記
録
－
 
 

六  五  七  
四  四  四   の                 の   

○      七   四  （⊃  九  八      五  四  

‾‾  1  

＝「自  

海   重 F巳   

年  

院  抜   寸1曳   
続   1Yこ   

と  花  
再   モ  書元  ノ・－ 岨  上  巨∃  

上  
川  

酒  制  ．  写  家  

井  ‾‾  7■｝   全  和 年   壬・盟  ▼‾  
大  豆  ナ  ナ  ナ   
正  ／／  J／   イ／   〝   永  〝  

1／  l里  
治   

て／ノ  シ′  
牢  七 年  事  咋   四  （⊃  

年  年   
う／  

延  
亭  

ー「   一面‾  
褒   正  文   宝  贋  

路字  字  親   些  務  暦  親  雅  初   
転   か  向  カゝ  

奉   記  
院   広  

封換   刷  ら  
○  

ら  
迄  

喜  廣  親   
に乎  忠  

忠 道  
上  と  

つ堂 い  実  カゝ  五  

発   ま  付  七  

て行 、  で  載  
忠 実  

家  代  

の 事前  
l  

臣  重  
ま  録   忠  

変橋  で  で  迄  

り   よ  



八  
の   

五  九  

頂‾  
／′  

料  貸  
与   

納  
規  
則  

言己   題  
件  

＿   

〝   頂「 
ハヽヽ  

型   和   年  

九  
四   

四  

同  
年  

月   七  月  代  

年   
他  
に  巻   
御   
母  備  
堂  四  
同 口  八  

型  巻  
裳  

欠  

之  な  
記   
方  

し  

類  

四  四  四  四  些   
七  ／＼  五  四  

‾‾  ‾■‾  
士      蘭  雨   改   

題  系  非  族  正   
不  譜   

家  名  士  明  
書  名  

簿  
之  
部   
‾‾   

戸 期  
両   
担  和   堕   
七  

の  年  函   
も  
の  

年  年  

初  慶  慶  
代  弔  弔  
広  掛  
親  上   
よ   

七  
代  
重  
忠  
ま  
で  

第
三
弊
－
明
治
以
降
家
政
記
録
等
－
 
 



五  
五  

六  五  五  五  五    の  五  垂  五  五  五  四l四  四  四  四  四  四  四  四 四  
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保  
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型  正  

奉  
八  

l 大  

l  正   
同  

年 九  
月   

雑  袋  
壁   入  

記家  
召  
相  

角  
田  

続  
件  

言弓  書  
煩  

所 有  
在  

権  
中   

移   

岸
田
類
－
明
治
以
降
絵
図
塀
－
 
 



七  
の  

九  八    ／＼  五  四  九  八  

‾晋‾  

家   
御   

地  建  帥  区  利  塀  車  計門  納  
骨   

箇  ヽ 世   

数  境  及地  却  設  垢  外  盾 撃  田  却  図   聖  ＃＝し 」‾Ⅰ  ■計  
ナ  

ノケ   和  
シ   シ′   

年  四  
年   

袋  〝  ／′  〝  〃  ノケ  〝   

入  

（
林
）
 
 

二
 
妙
安
寺
総
合
調
査
報
告
（
六
）
 
 

一
 
谷
 
山
 
記
 
銀
（
三
）
 
 

宝
暦
二
王
申
稔
 
 

一
松
平
大
和
守
殿
初
入
部
之
礼
寺
院
点
被
請
抽
＝
付
、
御
先
代
上
物
等
座
席
前
後
具
 
 

。
書
出
抽
様
三
、
留
主
居
正
伝
寺
へ
被
申
付
抽
段
中
越
、
仇
而
書
状
井
覚
書
差
出
ス
 
 

文
言
等
左
之
こ
と
し
、
尤
書
状
ハ
折
紙
＝
而
認
 
 
 

一
筆
致
啓
上
抽
、
今
度
 
殿
様
御
入
部
先
月
九
日
、
益
御
機
嫌
克
被
成
御
城
着
 
 

払
由
、
留
主
居
正
伝
寺
方
虐
申
釆
」
恐
悦
奉
存
陸
、
困
玄
為
御
祝
儀
、
拙
僧
罷
下
 
 

可
申
所
、
本
山
役
義
一
円
無
寸
暇
不
能
、
其
儀
乍
略
儀
以
愚
礼
中
上
抽
、
就
夫
御
 
 

領
分
寺
院
不
残
御
目
見
江
被
 
 
 

寺
社
御
奉
行
所
 
 

宝
暦
三
乗
酉
年
 
 

一
三
月
廿
日
、
内
々
依
御
何
事
相
御
座
出
席
被
 
仰
出
、
尤
定
役
被
相
動
体
＝
付
、
 
 

御
役
中
被
 
仰
出
陣
段
、
右
於
上
値
間
下
問
治
部
卿
粟
津
大
学
、
被
申
渡
御
礼
御
 
 

菓
子
上
ル
御
座
所
へ
上
ル
宰
相
参
上
 
 

一
六
月
廿
日
、
当
寺
永
代
家
紋
こ
六
藤
紋
被
下
旨
、
於
上
値
間
下
問
治
部
卿
粟
津
大
 
 

学
被
申
渡
、
尤
内
々
願
上
ル
文
言
左
之
こ
と
し
 
 

乍
恐
以
口
上
書
奉
願
抽
 
 
 

拙
僧
開
基
成
然
上
人
 
 
聖
人
御
親
叛
＝
付
、
為
御
形
見
御
自
作
 
木
像
御
真
 
 
 

影
様
被
遊
御
付
属
抽
、
拙
寺
家
紋
開
基
以
来
十
六
重
菊
＝
両
御
座
払
、
然
処
、
 
 
 

淳
寧
院
様
御
代
拙
寺
十
六
世
成
貿
似
影
、
拙
僧
祖
父
即
往
院
奉
願
抽
所
、
寺
紋
 
 
 

仰
付
抽
、
仇
而
 
御
先
代
上
物
其
外
罷
出
払
、
座
席
前
後
具
こ
書
出
抽
様
二
御
 
 

尋
二
付
、
以
別
紙
委
曲
書
付
差
出
申
抽
、
将
又
向
暑
気
体
得
共
、
各
様
命
御
堅
固
 
 

被
成
、
御
勤
奉
珍
重
れ
、
猶
留
主
居
正
伝
寺
罷
出
可
申
抽
旨
、
宜
様
二
御
心
被
添
 
 

恐
憧
謹
言
 
 

可
被
下
被
奉
頼
正
、
 
 

妙
 
安
 
寺
 
 

成
東
院
家
書
判
 
 

五
月
十
九
日
 
 

寺
社
御
奉
行
所
 
 覚
 
 

一
拙
寺
開
基
成
然
上
人
著
 
 
聞
山
親
鸞
聖
人
之
直
弟
、
於
関
東
二
十
四
輩
卜
申
 
 
 

廿
四
人
在
之
内
、
第
六
面
授
口
決
之
真
弟
也
、
俗
姓
ハ
藤
原
九
保
中
村
氏
、
拙
 
 
 

僧
迄
廿
一
世
血
脈
相
承
仕
抽
、
其
外
本
山
江
各
別
之
由
緒
御
座
抽
、
依
之
左
之
 
 
 

通
二
御
座
候
 
 

一
御
先
代
御
入
部
之
節
、
御
書
院
御
目
見
江
こ
老
拙
寺
儀
、
御
領
分
中
寺
社
修
験
 
 
 

之
惣
首
座
＝
罷
出
れ
、
尤
独
礼
二
而
在
之
、
毎
度
御
在
城
之
節
茂
、
年
頭
之
御
礼
 
 
 

等
右
之
通
三
御
座
抽
、
己
上
 
 

在
京
 
 

申
五
月
十
九
日
 
 

妙
安
寺
院
家
印
 
 



成
恵
印
 
 

御
家
老
御
中
 
 

右
之
願
書
二
而
御
免
 
御
礼
御
菓
子
料
銀
三
向
上
品
酎
研
小
畑
躍
上
 
 

一
成
専
御
房
虐
成
信
大
僧
都
迄
十
三
代
似
影
無
之
一
■
付
、
四
ッ
切
＝
而
十
三
幅
 
御
染
 
 

筆
之
法
名
奉
願
文
言
如
左
 
 

乍
恐
以
口
上
書
奉
願
伸
 
 

一
拙
寺
儀
、
二
代
目
成
専
虐
十
四
代
成
信
迄
十
三
代
似
影
無
御
座
抽
＝
付
、
四
ッ
 
 
 

切
＝
而
十
三
幅
 
御
染
筆
之
法
名
奉
麒
正
、
 
功
徳
釆
院
様
御
染
筆
二
而
、
十
五
 
 
 

代
成
空
似
影
こ
妙
安
寺
釈
成
空
卜
被
成
下
、
安
置
仕
罷
在
陸
、
依
之
右
十
三
人
 
 
 

之
法
名
、
銘
々
ヱ
妙
安
寺
卜
被
遊
被
下
れ
様
＝
、
奉
願
抽
、
拙
寺
由
緒
被
 
思
召
 
 
 

上
願
之
通
 
 

御
免
被
成
下
抽
者
、
難
有
可
奉
存
抽
、
此
段
宜
様
二
御
取
成
被
仰
上
可
被
下
 
 
 

抽
、
奉
痺
抽
、
以
上
 
 

妙
 
安
 
寺
 
 

酉
十
一
月
四
日
 
 

成
恵
印
 
 

御
家
老
衆
御
中
 
 

右
之
願
被
 
聞
召
上
 
御
染
筆
可
被
成
下
旨
、
被
 
仰
出
、
併
五
幅
迄
者
 
御
免
 
 

在
之
抽
得
共
、
其
飴
者
例
之
無
之
義
＝
付
、
段
々
二
御
染
筆
可
被
成
下
旨
、
被
 
 

仰
出
、
於
上
恒
間
飼
田
大
膳
被
申
渡
 
 

一
成
専
 
成
正
 
成
海
 
成
林
 
成
観
 
右
五
帽
一
度
 
 

一
成
寂
 
成
崇
 
成
報
 
成
達
 
四
幅
壱
慶
 
 

一
成
音
 
成
達
 
成
円
 
成
信
 
同
断
 
 

右
三
度
＝
御
染
筆
被
成
下
 
御
礼
銀
三
枚
為
志
上
〝
畑
帆
触
蒜
摘
福
二
上
ル
 
 

似
影
三
御
付
可
被
下
陸
三
付
、
被
遊
御
尋
れ
、
因
五
十
六
重
菊
三
而
御
座
候
段
、
 
 

御
意
二
而
合
 
 

中
上
抽
所
こ
 
 
禁
裏
へ
御
遠
慮
依
有
之
、
紋
可
被
下
抽
由
、
 
 
 

蝶
之
紋
被
下
置
抽
、
右
之
御
縁
御
座
れ
間
、
今
度
六
藤
之
御
紋
拙
寺
家
紋
二
被
 
 

下
置
抽
様
ニ
、
御
内
々
奉
願
抽
、
此
段
宜
様
二
御
取
成
被
仰
上
可
被
下
れ
、
奉
 
 

頼
抽
、
己
上
 
 

酉
六
月
八
日
 
 

妙
 
安
 
寺
 
 

宝
暦
五
乙
亥
稔
 
 

一
来
春
御
法
会
 
御
得
度
御
用
。
付
、
水
戸
慈
航
院
殿
被
為
召
抽
、
御
老
衰
。
付
 
 

御
殿
江
近
キ
屋
敷
拝
借
御
願
体
得
考
 
方
々
致
吟
味
止
得
共
、
貴
寺
御
拝
借
之
屋
 
 

敷
よ
り
近
キ
所
ハ
無
御
座
れ
間
、
中
居
町
坪
坂
主
馬
跡
庭
敷
へ
御
引
越
被
成
体
様
 
 

＝
と
、
於
上
値
間
下
問
大
蔵
卿
被
申
渡
、
仇
而
六
月
廿
五
日
六
日
両
目
。
引
移
、
運
 
 

人
足
御
台
所
虐
出
ル
 
 

一
束
泰
院
様
御
代
迄
者
、
当
寺
上
野
国
触
頭
。
御
座
れ
、
其
勘
之
御
触
状
数
適
所
持
 
 

仕
れ
、
其
以
後
中
絶
二
付
、
先
規
之
通
触
頭
被
 
仰
付
被
下
置
抽
様
ニ
、
御
願
申
 
 

度
旨
、
大
蔵
卿
へ
致
示
談
相
頼
抽
所
、
中
絶
之
義
抽
得
者
、
重
キ
義
二
面
斗
か
た
く
 
 
 

陸
へ
と
も
、
随
分
勘
弁
ハ
致
可
申
抽
間
、
先
御
願
可
被
差
出
れ
と
被
申
抽
＝
付
、
 
 

願
書
下
問
氏
へ
入
内
見
、
其
上
上
値
間
へ
差
出
ス
文
言
左
之
こ
と
し
 
 

乍
恐
以
口
上
書
奉
麒
伸
 
 
 

一
拙
寺
儀
由
緒
御
座
抽
。
付
、
万
事
御
触
之
節
 
 
東
泰
院
様
御
代
迄
、
御
家
 
 

老
中
京
都
点
拙
寺
方
へ
御
状
二
而
御
仰
下
抽
、
其
御
状
数
通
に
今
所
持
仕
罷
在
 
 

陸
、
其
以
後
御
家
老
中
点
、
上
野
国
院
家
衆
御
一
家
衆
飛
櫓
惣
坊
主
壱
所
＝
 
 

相
成
抽
而
、
御
廻
章
江
戸
浅
草
御
坊
輪
番
致
添
翰
、
上
野
国
御
末
寺
寺
号
書
 
 

記
表
宛
名
拙
寺
一
ケ
寺
。
而
、
遣
申
抽
、
拙
寺
御
請
之
致
印
形
段
々
相
廻
y
、
 
 

何
茂
御
請
之
致
印
形
、
納
り
所
点
右
之
御
坊
へ
相
戻
抽
、
以
来
着
任
昔
之
通
 
 

御
家
老
中
点
御
状
拙
寺
壱
ケ
寺
へ
被
下
伸
様
＝
、
奉
願
正
、
拙
寺
由
緒
思
召
 
 

被
上
願
之
通
。
、
被
 
仰
付
被
下
抽
ハ
ハ
、
難
有
可
奉
存
抽
、
此
段
宜
様
。
御
 
 

取
成
被
仰
上
可
被
下
抽
、
奉
頼
抽
、
以
上
 
 

成
恵
印
 
 

月
番
 
 

御
家
老
御
中
 
 

右
之
通
願
書
差
出
れ
所
、
月
番
中
被
中
間
体
趣
者
、
重
キ
御
願
殊
二
中
絶
以
後
久
 
 

々
浅
草
御
坊
支
配
■
－
相
成
、
被
送
数
十
年
之
れ
義
こ
陸
へ
老
、
今
－
更
致
昔
キ
儀
二
 
 

御
座
抽
間
、
待
と
同
役
中
可
申
談
仲
間
、
御
願
書
ハ
留
置
抽
旨
、
被
中
れ
、
夫
虐
 
 
 

亥
八
月
廿
六
日
 
 

妙
 
安
 
寺
 
 



上
怪
聞
へ
何
卒
願
之
通
御
許
容
被
成
下
抽
様
＝
と
度
々
罷
出
、
十
月
頃
月
番
衆
被
 
 
 

中
間
体
者
、
同
役
中
申
談
抽
間
、
近
日
可
及
言
上
旨
被
申
抽
、
夫
よ
も
不
絶
右
之
 
 
 

適
中
、
上
値
問
へ
罷
出
、
御
歎
中
上
伸
也
、
未
何
も
御
沙
汰
之
無
御
座
仲
間
、
御
 
 
 

上
り
れ
趣
可
中
上
旨
、
被
中
間
体
、
家
老
衆
宅
へ
見
舞
内
々
に
相
頼
正
也
 
 

宝
暦
六
丙
千
載
 
 

一
三
月
十
二
日
、
光
義
丸
様
御
得
度
在
之
、
光
遍
乗
如
卜
奉
申
、
御
儀
式
如
左
也
 
 

一
十
二
日
寅
刻
農
朝
御
堂
乞
鑓
勤
行
如
平
日
、
右
今
日
御
得
度
二
付
時
刻
御
引
上
也
 
 

一
卯
刻
鐘
鳴
集
会
南
埋
門
A
入
、
御
得
度
之
役
人
香
部
屋
定
衆
南
香
屋
惣
三
等
、
本
堂
下
 
 
 

陳
 
装
束
扶
持
緋
色
五
候
、
御
得
度
役
人
素
網
五
保
、
指
貫
中
排
惣
三
等
着
流
後
 
 

両
堂
御
勤
之
装
束
同
断
 
 

一
辰
刻
御
得
度
御
儀
式
始
 
 

役
人
 
 

一
先
御
影
堂
立
燭
焼
香
有
職
勤
之
、
正
信
侶
行
四
句
、
目
下
讃
弥
陀
成
仏
詣
 
 

（
ヵ
）
 
 

念
讃
綱
五
回
向
願
ひ
此
功
徳
 
 

御
調
声
御
装
束
能
珊
瑚
親
服
 
 

新
門
様
御
装
束
詣
拙
詣
抽
五
条
 
 

一
次
本
堂
勤
行
、
漢
音
中
読
下
陳
二
而
始
之
、
南
門
様
御
出
仕
御
装
束
等
同
断
、
右
早
而
 
 

御
草
牲
 
 
 

香
燭
宮
 
 
 

ウ
 
シ
 
キ
 
 

有
 
職
 
 

御
儀
式
終
 
 

教
 
授
 
慈
航
院
殿
 
 
 

土
 
器
 
数
 
行
 
寺
 
 

脇
 
息
 
専
 
光
 
寺
 
 

紙
燭
棚
恩
撃
一
椙
 
 

大
 
信
 
寺
 
 
 

両
堂
勤
行
在
之
 
 

光
 
善
 
寺
 
 

恵
光
寺
三
位
 
 
 

本
 
念
 
寺
 
 僧
 
綱
 
 

堂
外
紙
燭
勘
酬
如
実
 
 

扶
 
 
持
 
 
 

水
 
 
瓶
 
 

菊
菜
紙
 
 

札
 
 
紙
 
 
慈
 
本
 
 

真
 
 

西
 
 

本
 
 

誠慈  

締航  

院院  
法光宗泉敬  

寺寺寺寺寺殿殿  

御
 
楠
 
皆
 
 
 

数
 
衣
 
宮
 
 

越
後
常
敬
寺
 
 

江
州
願
慶
寺
 
 

髪
 
 

（
カ
）
 
乎
 
 盟
 
 横

超
院
殿
 
 
 

忍
重
院
殿
 
 

本
宗
寺
 
 

顕
待
寺
 
 

中
将
 
 
 

光
明
寺
 
 

御
屏
入
御
戸
閃
荘
厳
取
払
、
御
代
々
御
影
堂
納
加
平
目
 
 

一
御
触
有
之
、
錐
然
三
等
ハ
出
不
中
也
 
 

一
同
十
三
目
、
新
門
様
御
得
度
之
御
礼
、
在
京
三
等
於
寝
殿
相
勃
、
装
束
素
絹
五
億
 
 

指
貫
、
献
上
太
刀
折
紙
、
辰
刻
よ
相
詰
及
末
半
刻
次
 
本
門
様
江
御
礼
、
於
小
寝
 
 

殿
相
勤
、
装
束
同
前
、
献
上
金
銀
付
台
、
惣
礼
御
感
之
御
意
被
為
在
次
 
東
殿
 
 

参
上
、
装
束
同
前
、
献
上
惣
折
紙
台
、
則
座
拝
領
被
 
仰
付
、
惣
代
を
以
御
礼
 
 
 

宇
野
弾
正
迄
申
上
 
 

一
同
十
五
目
、
御
触
拝
見
、
御
饗
応
被
 
仰
付
、
拝
見
之
三
等
、
卯
半
刻
菊
御
門
才
 
 

人
、
装
束
素
絹
五
條
着
流
、
下
宿
虐
装
束
着
、
供
老
人
ロ
4
灰
そ
 
入
口
之
切
手
 
 

十
四
日
、
於
集
会
所
定
衆
点
渡
三
等
之
人
数
、
十
八
日
－
両
日
二
割
合
出
也
、
但
 
 

十
八
日
之
切
手
者
、
十
七
日
有
職
点
渡
也
 
 

一
同
十
八
日
、
御
触
拝
見
れ
三
等
如
十
五
日
、
両
日
共
翌
日
御
礼
中
上
、
御
座
参
上
 
 
 

抽
衆
ハ
御
座
汗
＝
上
値
其
外
ハ
寝
殿
へ
、
装
束
ハ
何
茂
如
恒
 
 

一
三
月
廿
三
目
、
宰
相
成
應
色
法
服
、
内
々
依
願
為
 
思
召
被
 
免
れ
旨
、
於
上
値
 
 
 

間
月
番
下
問
大
蔵
卿
飼
田
大
膳
被
申
渡
、
願
書
文
言
如
左
 
 

口
上
之
覚
 
 
 

拙
寺
由
緒
被
 
思
召
抽
、
一
新
発
意
宰
相
儀
思
召
。
而
、
色
法
服
 
御
免
被
成
下
 
 
 

陸
様
ニ
、
御
内
々
＝
而
奉
願
抽
、
尤
冥
加
之
御
礼
差
上
可
申
伸
、
何
卒
 
御
免
被
 
 
 

成
下
陸
老
、
難
有
可
奉
存
れ
、
此
段
宜
様
二
御
取
成
被
伸
上
可
被
下
陸
、
奉
療
 
 
 

陸
、
己
上
 
 

冥
加
御
礼
金
五
百
疋
上
ル
上
値
間
へ
宰
相
持
参
 
 

一
功
徳
釆
院
様
十
三
回
御
忌
、
三
月
廿
四
日
逮
夜
点
四
月
二
日
日
中
迄
、
御
法
会
御
 
 

執
行
在
之
 
 

一
如
先
規
触
頭
之
儀
、
去
年
八
月
願
上
置
れ
へ
共
、
当
春
ハ
 
御
得
度
 
御
法
会
御
 
 

取
込
二
被
為
在
れ
事
、
文
事
相
色
法
服
願
も
有
之
こ
付
、
此
願
催
促
ハ
、
先
四
月
 
 

中
旬
迄
差
和
伸
也
 
 
 

子
三
月
 
 

御
家
老
御
中
 
 

妙
 
安
 
寺
 
 

成
恵
印
 
 



一
去
秋
中
御
膜
中
上
置
之
、
御
触
之
義
、
往
古
之
通
被
 
仰
付
被
下
置
陸
様
。
ミ
 
 

御
法
会
後
早
々
上
檀
間
江
罷
出
陣
所
、
月
番
下
問
治
部
卿
粟
津
大
学
被
申
開
抽
趣
 
 

東
泰
院
様
御
代
之
御
帳
繰
抽
 
 

者
、
去
年
中
点
之
御
願
之
通
及
言
上
抽
所
ニ
、
 
 

様
三
、
被
 
仰
付
陸
、
尤
去
年
被
差
出
れ
御
願
書
ハ
、
荒
ク
御
座
抽
問
、
細
カ
に
待
 
 

と
訳
陸
相
聞
陸
様
二
被
成
、
御
認
御
口
上
書
一
通
御
差
出
可
被
成
体
、
尤
 
 
東
 
 

泰
院
様
御
代
之
廻
状
御
持
参
為
御
見
可
被
成
体
与
、
被
申
聞
陸
＝
付
、
 
信
浄
院
 
 

様
 
東
泰
院
様
 
両
御
代
之
家
老
衆
よ
、
当
寺
へ
之
書
翰
井
上
野
国
へ
之
廻
状
、
 
 

上
値
間
へ
持
参
れ
所
、
先
御
預
り
置
れ
間
、
明
日
成
と
も
御
出
可
被
成
抽
、
可
致
返
 
 

進
抽
旨
、
右
治
部
卿
被
申
抽
二
付
、
翌
日
罷
出
、
右
預
ケ
置
れ
書
翰
と
も
受
取
、
右
 
 

差
出
抽
分
、
被
成
御
写
被
遣
抽
様
ニ
、
被
中
れ
間
、
別
写
れ
、
上
値
間
へ
差
出
ス
、
 
 

追
口
上
書
文
言
如
左
 
 口
上
之
覚
 
 
 

一
拙
寺
儀
、
東
泰
院
様
御
代
迄
者
、
上
野
国
触
頭
二
而
、
万
寺
御
用
御
触
之
節
、
 
 

御
家
老
中
点
拙
寺
方
へ
御
状
＝
而
被
仰
下
抽
、
上
野
国
御
末
寺
へ
之
御
触
状
拙
 
 

寺
方
迄
被
遣
、
拙
寺
虐
致
添
翰
相
触
申
抽
、
右
之
御
廻
状
と
も
に
今
数
通
所
 
 

持
仕
罷
有
抽
、
去
年
八
月
中
よ
御
頼
中
上
置
れ
通
、
牲
昔
之
通
御
家
老
中
点
 
 

御
状
三
而
、
拙
寺
一
ケ
寺
へ
被
下
抽
様
。
、
奉
願
正
、
拙
寺
由
緒
被
 
思
召
上
願
 
 

之
通
被
 
仰
付
被
下
置
抽
者
、
難
有
可
奉
存
抽
、
此
段
宜
様
；
御
取
成
被
仰
 
 

右
之
追
口
上
書
差
出
置
抽
、
其
後
度
々
上
値
間
へ
前
出
、
何
卒
如
先
規
之
被
 
仰
 
 

出
被
下
置
抽
様
二
中
上
也
、
月
番
衆
委
細
承
知
之
旨
被
申
抽
、
只
今
佐
古
之
御
帳
 
 

繰
掛
り
居
陸
旨
、
咄
被
中
外
 
 

一
慈
航
院
殿
御
帰
国
二
付
、
菊
御
門
前
足
錦
江
御
引
移
被
成
抽
様
こ
と
、
於
上
値
閏
月
 
 

番
衆
被
申
渡
、
仇
而
六
月
十
三
日
よ
引
移
運
人
足
料
■
■
而
御
渡
被
下
抽
様
ニ
、
納
戸
 
 

方
杉
本
市
左
衛
門
へ
相
席
抽
所
、
別
料
二
而
渡
ル
 
 

一
十
月
十
六
日
、
依
御
願
、
上
野
国
触
頭
別
古
之
通
貴
寺
へ
被
 
仰
付
旨
、
於
上
檀
 
 

上
可
被
下
払
、
奉
頼
抽
、
以
上
 
 

子
四
月
十
三
日
 
 

御
家
老
御
中
 
 

妙
 
安
 
寺
 
印
 
 

閏
月
番
下
問
治
部
脚
粟
津
大
学
被
申
渡
、
 
御
礼
御
菓
子
料
金
三
百
疋
上
ル
 
 

上
檀
間
へ
上
ル
 
 

一
自
今
御
廻
状
之
触
様
、
且
今
般
如
往
古
之
被
 
仰
付
れ
趣
、
上
野
国
御
末
寺
江
御
 
 

下
知
之
書
翰
、
亦
在
京
中
老
宴
許
＝
而
拙
僧
方
へ
御
渡
被
下
抽
様
こ
と
、
月
番
下
問
治
 
 

部
卿
粟
津
大
学
へ
申
抽
所
、
兎
角
往
昔
之
貴
寺
正
味
翰
井
浅
草
輪
番
点
之
添
翰
被
 
 

成
御
写
、
被
遺
体
様
言
被
申
抽
故
、
別
差
出
所
、
十
月
何
之
被
申
渡
茂
無
之
、
霜
 
 

月
ハ
下
問
大
蔵
卿
飼
田
大
膵
月
番
也
、
仇
而
大
蔵
卿
へ
、
先
月
治
部
卿
大
学
へ
申
入
 
 

仲
通
咄
、
何
卒
近
日
御
下
知
被
仰
出
れ
様
ニ
、
御
勘
弁
被
下
れ
様
＝
、
内
々
柏
折
 
 

れ
所
、
兎
角
御
口
上
斗
二
而
老
、
訳
抽
得
一
難
聞
共
可
有
御
座
抽
間
、
御
口
上
書
二
 
 

被
成
、
右
之
趣
詰
所
へ
被
差
出
可
然
旨
被
申
陸
、
仇
而
上
檀
間
へ
差
出
口
上
書
文
 
 
 

吉
左
之
こ
と
し
 
 

口
上
 
 
 

拙
寺
儀
、
願
之
通
上
野
国
へ
之
御
触
抽
義
、
如
先
規
之
被
 
仰
付
難
有
奉
存
 
 
 

陸
、
就
夫
先
規
拙
寺
点
上
野
国
惣
御
末
寺
中
へ
相
触
れ
、
添
翰
迄
写
差
出
人
御
 
 
 

覧
置
れ
、
来
春
者
江
戸
 
御
参
向
茂
被
為
成
体
こ
付
、
御
蝕
も
近
目
可
有
御
座
 
 
 

被
奉
存
れ
、
左
様
之
節
も
先
規
之
通
拙
寺
方
へ
、
各
様
虐
御
状
二
而
被
仰
下
、
拙
 
 
 

寺
方
戚
御
触
状
へ
致
添
翰
、
上
野
国
御
末
寺
江
相
触
可
申
奉
存
抽
、
先
規
之
通
 
 
 

被
 
仰
付
れ
、
上
へ
先
達
而
右
之
段
、
御
伺
申
置
払
、
弥
委
細
御
伺
申
抽
通
、
 
 
 

被
仰
渡
被
下
抽
様
二
奉
願
陸
、
且
又
御
触
状
、
前
橋
拙
寺
江
宴
許
点
直
三
被
成
 
 
 

御
下
シ
抽
而
者
、
拙
寺
留
主
居
之
坊
主
共
添
翰
等
相
触
抽
様
も
、
存
不
申
陸
＝
 
 
 

付
、
間
違
茂
出
来
可
仕
れ
、
依
之
拙
僧
在
京
中
老
、
宴
許
＝
而
拙
僧
方
江
、
御
触
 
 
 

状
御
渡
可
被
下
抽
、
早
速
以
三
度
飛
脚
、
前
橋
拙
寺
江
差
下
シ
可
中
れ
、
左
抽
 
 
 

得
老
、
滞
も
無
御
座
相
違
申
抽
、
此
義
御
領
掌
叫
被
下
れ
、
将
又
今
度
如
先
規
 
 
 

之
被
 
仰
付
れ
得
共
、
致
中
絶
れ
義
故
、
上
野
国
惣
御
末
寺
中
へ
、
如
洗
規
之
 
 
 

拙
寺
へ
触
頭
被
 
仰
付
陸
趣
、
御
下
知
被
仰
遣
可
被
下
抽
、
此
儀
も
奉
頼
抽
 
 

以
上
 
 

子
霜
月
廿
日
 
 

月
番
 
 

御
家
老
御
中
 
 

妙
 
安
 
寺
 
 

成
恵
在
判
 
 
 



三
 
昭
和
五
十
六
年
度
指
定
文
化
財
 
 

1
 
旧
蚕
糸
試
験
場
事
務
棟
 
 

所
 
在
 
地
 
 
前
橋
市
敷
島
町
二
六
二
 
 

管
 
頓
 
着
 
 
前
 
橋
 
市
 
 

指
定
区
分
及
び
記
号
番
号
 
 
群
馬
県
指
定
重
要
文
化
財
 
重
一
四
四
号
 
 

指
定
年
月
日
 
 
昭
和
五
十
六
年
七
月
十
日
 
 

現
 
状
 
 
 

昭
和
五
十
六
年
十
一
月
三
十
日
、
前
橋
市
昭
和
町
三
丁
目
三
六
番
四
一
号
か
ら
敷
 
 

島
公
園
ば
ら
園
内
に
解
体
移
築
し
た
。
建
物
は
延
面
積
二
七
五
2
m
あ
り
、
そ
の
特
色
 
 

は
玄
関
の
エ
ソ
タ
シ
ス
状
の
角
柱
、
フ
ラ
ン
ス
様
式
の
レ
ン
ガ
積
み
の
基
礎
及
び
唐
 
 

草
風
の
床
下
換
気
口
の
装
飾
、
上
下
開
閉
式
の
窓
、
出
入
ロ
ド
ア
の
低
い
取
手
、
避
 
 

雷
針
の
設
置
、
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
を
下
げ
た
天
井
の
装
飾
、
大
壁
造
り
、
そ
れ
に
建
物
 
 

の
外
側
全
体
を
お
お
っ
て
い
る
横
箱
目
地
板
張
な
ど
に
あ
り
、
明
治
末
期
の
代
表
的
 
 

な
洋
風
平
屋
の
木
造
建
造
物
で
あ
る
。
 
 
 

前
橋
市
で
は
「
糸
の
町
 
前
橋
」
の
象
徴
と
し
て
後
世
に
残
す
た
め
、
国
か
ら
払
 
 

い
下
げ
を
受
け
、
「
前
橋
市
蚕
糸
記
念
館
」
と
し
て
広
く
一
般
に
公
開
し
て
い
る
。
 
 

概
要
及
び
性
格
 
 
 

こ
の
建
物
は
明
治
四
十
四
年
十
二
月
二
十
二
日
、
農
商
務
省
告
示
六
〇
二
号
に
よ
 
 

り
岩
神
町
（
現
昭
和
町
三
丁
目
）
 
の
国
立
原
蚕
種
製
造
所
前
橋
支
所
の
本
館
と
し
て
 
 

建
て
ら
れ
、
翌
年
の
六
月
十
一
目
に
完
成
し
た
。
当
時
政
府
は
、
全
国
で
も
養
蚕
の
 
 

盛
ん
な
群
馬
県
、
福
島
県
、
京
都
府
な
ど
六
地
方
に
原
蚕
種
製
造
所
を
設
け
た
。
当
 
 

初
群
馬
県
内
の
候
補
地
と
し
て
は
、
四
か
所
あ
げ
ら
れ
た
が
、
地
質
・
気
候
な
ど
の
 
 

立
地
条
件
を
も
と
に
検
討
さ
れ
た
結
果
、
前
橋
市
に
決
定
さ
れ
た
。
 
 
 

原
蚕
種
製
造
所
前
橋
支
所
で
ほ
そ
の
後
多
く
の
優
れ
た
研
究
が
完
成
さ
れ
、
日
本
 
 

の
蚕
糸
業
の
振
興
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。
こ
の
間
、
名
称
が
蚕
業
試
験
場
、
蚕
 
 

現
 
状
 
 
 

雌
雄
一
対
の
こ
の
獅
子
頭
は
、
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
、
雄
は
幅
六
五
用
、
高
さ
七
 
 

五
m
、
奥
行
き
六
五
用
、
雌
は
幅
六
五
∽
、
高
さ
六
七
∽
、
奥
行
き
六
〇
貰
る
。
一
 
 

材
質
は
、
二
つ
と
も
厚
さ
四
C
偶
の
槍
材
五
枚
か
ら
な
り
、
つ
ぎ
め
に
ほ
か
す
が
い
が
 
 

打
っ
て
あ
り
頑
丈
に
作
ら
れ
て
い
る
。
彩
色
は
朱
色
の
漆
塗
り
で
仕
上
げ
ら
れ
て
い
 
 

る
が
、
毎
年
条
例
日
の
行
事
で
川
の
水
に
つ
け
ら
れ
て
き
た
関
係
で
、
今
は
か
な
り
 
 

剥
げ
落
ち
て
い
る
。
し
か
し
、
気
品
の
あ
る
獅
子
頭
で
、
駒
形
神
社
に
安
置
さ
れ
、
 
 

地
域
住
民
の
崇
敬
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
 
 

概
要
及
び
性
格
 
 
 

文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
の
文
書
に
よ
る
と
、
こ
の
獅
子
頭
は
牛
頭
天
王
の
御
神
 
 

輿
と
し
て
、
駒
形
三
町
（
上
・
中
・
下
）
の
合
議
に
よ
り
元
加
賀
前
田
家
の
獅
子
頭
 
 

を
譲
り
受
け
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
以
来
、
毎
年
六
月
十
四
日
の
条
例
目
に
は
、
 
 

駒
形
宿
を
下
か
ら
上
ま
で
巡
幸
し
て
韮
川
に
入
っ
て
清
め
、
さ
ら
に
川
を
下
っ
て
村
 
 

境
ま
で
行
き
、
ま
た
の
は
る
と
い
っ
た
こ
と
を
数
回
く
り
か
え
す
行
事
が
、
約
一
〇
 
 
 

糸
試
験
場
養
蚕
部
と
変
わ
り
、
昭
和
五
十
五
年
一
月
に
ほ
、
研
究
棟
関
統
合
の
た
め
 
 

筑
波
学
園
都
市
（
茨
城
県
）
 
へ
移
転
し
た
。
 
 

指
定
の
哩
由
 
 
 

旧
蚕
糸
試
験
場
は
、
旧
群
居
県
衛
生
所
（
桐
生
市
）
、
前
橋
刑
務
所
と
な
ら
ん
で
、
 
 

明
治
期
の
公
共
建
造
物
と
し
て
県
内
で
も
数
少
な
い
貴
重
な
歴
史
的
通
産
で
あ
る
。
 
 
 

特
に
、
庁
舎
（
事
務
棟
）
は
保
存
状
態
も
よ
く
、
洋
風
木
造
建
築
と
し
て
質
も
高
い
 
 

の
で
今
後
の
保
存
並
び
に
活
用
が
望
ま
れ
、
文
化
財
と
し
て
指
定
す
る
に
値
す
る
。
 
 

2
 
駒
形
牛
頭
天
王
の
獅
子
頭
－
一
対
 
 

所
 
在
 
地
 
 

管
 
理
 
者
 
 

指
定
区
分
 
 

指
定
年
月
日
 
 

前
橋
市
駒
形
町
七
一
〇
 
 

駒
形
神
社
 
 

前
橋
市
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
 
 

昭
和
五
十
七
年
四
月
二
十
六
日
 
 



事
と
共
に
貴
重
な
民
俗
文
化
財
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
。
 
 
 

こ
の
他
に
昭
和
五
十
六
年
度
新
指
定
文
化
財
と
し
て
、
 
 
 

3
 
秋
元
氏
墓
地
昭
和
五
十
六
年
四
月
二
十
七
日
指
定
 
 
 

4
 
秋
元
氏
歴
代
墓
地
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
二
十
七
 
 

日
指
定
 
5
 
今
井
神
社
古
墳
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
二
 
 

十
七
日
指
定
の
三
指
定
史
跡
が
含
ま
れ
る
が
、
概
要
に
つ
 
 

い
て
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
文
化
財
調
査
報
告
書
第
1
2
集
 
 

に
現
状
、
概
要
お
よ
び
性
格
、
指
定
の
理
由
が
掲
載
し
て
 
 

（
木
部
）
 
 

あ
る
の
で
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 
 

四
 
昭
和
五
十
七
年
度
 
 

埋
蔵
文
化
財
発
掘
 
 

調
査
概
要
 
 

調
査
を
実
施
し
た
遺
跡
は
一
〇
を
数
え
る
。
調
査
原
因
 
 

別
に
見
る
と
、
土
地
改
良
三
、
区
画
整
理
一
、
学
校
建
設
 
 

二
、
工
業
団
地
一
、
民
間
開
発
二
、
市
営
住
宅
一
に
な
 
 

る
。
 
 

○
年
の
間
続
い
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
巡
幸
ほ
、
明
治
末
年
を
最
後
に
今
で
は
行
わ
 
 

れ
て
い
な
い
。
 
 

指
定
の
理
由
 
 
 

こ
の
獅
子
頭
一
対
は
、
江
戸
期
の
作
と
推
定
さ
れ
、
大
型
で
気
品
の
あ
る
作
風
は
 
 

彫
刻
と
し
て
も
優
れ
て
お
り
、
ま
た
、
川
の
水
で
清
め
て
川
下
り
を
す
る
独
得
な
行
 
 

川
叩
爪
’
．
J
．
・
・
・
′
 
 

敬
 
 
 

了
 
 

乳
ノ
．
 
 

工
夫
 

野
見
 
 

No．  遺   跡  名   

口  に  はん  ま‾ノ   二 本 松 遺 跡   

田  ほ   け   魂 気 遺 跡 群   

3  こ■   かん   後  閑  遺  跡   

4  壬え 「ユこ   ′ご   前 箱 田 遺 跡   

にし おお むろ  
5       西 大 童 遺 跡 群   
ご かん だん ち  

6        後 閑 団 地 遺 跡   

7  もとそうじでlみよつじん   元総社明神遺跡   

ー  じん めい  
8        心 神 明 遺 跡群   

9  かんぜんじゆんきおしエ フ   歓禅順書和尚経塚遺跡   

10  かん せん  とい   閑 泉 極 道 跡   

韓
葦
粥
川
再
㌔
 
㌢
 
 

／
 
 
石
 
 

†九t・   い鴨九侃  

」
セ
 
 

一
丁
‾
 
 
 

■h．1  チF，翳ノニ’  

箭「  
÷†＼■  

訂丁■T芯㍍’阜■一路1■、  
コユ キロメートル  10  

－ ＋ ‾   ■■ 

昭和57年度調査地点図  
（国土地理院、却力‘分の1、「宇都宮」を仲川）  
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に
ほ
ん
ま
つ
 
 

1
 
二
本
松
遺
跡
（
城
南
工
業
団
地
造
成
事
業
に
伴
う
事
前
発
掘
調
査
）
 
 
 

所
 
在
 
地
 
前
橋
市
飯
土
井
町
五
〇
六
番
ほ
か
九
筆
 
 

調
査
期
間
 
昭
和
五
十
七
年
五
月
四
日
～
昭
和
五
十
七
年
九
月
四
日
 
 

担
 
当
 
者
 
福
田
組
雄
・
木
部
日
出
雄
・
唐
澤
保
之
・
鮨
木
晋
一
・
井
野
修
二
 
 

近
藤
昭
一
 
 

面
 
 

積
 
 
約
一
〇
、
0
0
0
而
 
 
 

今
回
の
調
査
は
城
南
工
業
団
地
造
成
事
業
に
先
立
ち
、
前
年
度
調
査
区
域
（
団
地
 
 

内
幹
線
道
路
通
過
部
分
約
二
〇
m
）
の
西
側
約
丁
一
〇
〇
m
に
対
し
て
実
施
し
た
も
の
 
 

で
あ
る
。
調
査
区
域
は
神
沢
川
の
右
岸
で
、
南
約
一
五
〇
m
に
は
か
つ
て
東
通
が
通
 
 

っ
て
い
た
。
 
 

H
 
概
要
 
発
掘
調
査
の
結
果
、
女
掘
の
巾
は
当
時
の
掘
削
面
で
二
七
～
二
八
m
、
 
 
 

探
さ
約
三
m
前
後
で
あ
る
。
底
部
の
中
央
に
は
巾
三
軍
前
後
、
深
さ
約
一
m
の
中
 
 
 

央
満
が
あ
る
。
水
の
流
れ
た
形
跡
は
ま
っ
た
く
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
女
堀
外
部
 
 
 

の
土
塁
状
の
土
盛
高
は
残
存
状
態
の
良
い
東
端
で
約
一
・
八
〇
m
で
、
そ
の
巾
は
 
 
 

北
側
で
一
六
m
以
上
、
南
側
で
最
大
一
八
m
で
あ
る
。
盛
土
構
築
面
は
伐
開
山
噴
 
 
 

出
に
か
か
る
B
ス
コ
リ
ア
を
主
体
と
す
る
砂
質
黒
色
土
で
、
B
ス
コ
リ
ア
降
下
 
 
 

（
一
一
〇
八
年
）
後
間
も
な
く
女
掘
は
掘
削
さ
れ
た
も
の
と
、
推
定
さ
れ
る
。
ま
 
 
 

た
、
盛
土
直
下
に
は
畠
跡
の
認
め
ら
れ
る
所
も
あ
っ
た
。
 
 

0
 
女
堀
の
掘
削
、
調
査
区
域
中
央
付
近
に
内
部
に
向
か
っ
て
女
堀
上
端
が
突
出
し
 
 
 

巾
の
狭
く
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
そ
こ
を
境
に
し
て
東
西
の
様
相
が
異
な
っ
 
 
 

て
い
る
た
め
工
区
境
と
推
定
さ
れ
る
。
法
面
に
は
一
～
二
枚
の
階
段
状
の
平
坦
面
 
 
 

を
有
し
、
段
掘
り
で
掘
削
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
特
に
南
側
法
面
に
は
上
位
 
 

・
下
位
の
二
枚
の
平
坦
面
が
良
く
残
っ
て
い
る
。
こ
の
掘
削
に
当
っ
て
の
作
業
単
 
 
 

位
と
み
ら
れ
る
小
間
割
が
、
法
面
・
底
部
・
中
央
溝
で
検
出
さ
れ
た
。
底
部
で
は
 
 
 

小
間
割
が
繁
雑
に
密
集
し
て
い
る
区
域
と
ま
っ
た
く
な
い
区
域
と
が
認
め
ら
れ
、
 
 
 

こ
れ
ら
小
間
割
を
包
括
す
る
更
に
大
き
い
作
業
単
位
が
想
定
で
き
た
。
ま
た
、
工
 
 
 

区
境
と
み
ら
れ
る
突
出
部
よ
り
東
方
の
北
側
法
面
で
は
、
底
部
か
ら
約
二
m
上
方
 
 
 

に
巾
七
〇
C
m
前
後
の
階
段
が
六
箇
所
で
検
出
さ
れ
た
。
南
側
盛
土
下
で
は
突
出
部
 
 
 

東
西
に
一
条
ず
つ
南
へ
の
び
る
構
状
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
両
者
ほ
い
ず
れ
も
 
 
 

固
く
踏
み
し
め
ら
れ
、
盛
土
と
の
関
連
か
ら
見
て
作
業
道
と
推
定
さ
れ
る
。
 
 

日
 
中
央
満
両
側
の
土
盛
 
突
出
部
付
近
を
境
に
し
て
西
方
の
中
央
溝
の
南
北
両
側
 
 
 

に
盛
土
が
な
さ
れ
て
お
り
、
問
題
を
投
げ
か
け
た
。
突
出
部
の
東
方
に
は
認
め
ら
 
 
 

れ
な
い
こ
と
か
ら
必
ず
し
も
中
央
満
に
附
随
す
る
も
の
で
は
な
く
、
湧
水
対
策
の
 
 

一
環
と
も
み
ら
れ
る
。
 
 

西
 
湧
水
対
策
 
突
出
部
東
方
の
法
面
の
下
位
平
坦
面
に
は
、
南
北
対
称
の
位
置
に
 
 
 

小
満
が
検
出
さ
れ
た
。
北
側
の
場
合
そ
の
西
端
に
水
滴
と
み
ら
れ
る
ピ
ッ
ト
が
あ
 
 
 

り
、
調
査
時
も
小
満
を
伝
っ
て
来
た
湧
水
が
注
い
で
い
た
。
こ
の
小
満
は
女
掘
削
 
 
 

時
に
お
け
る
湧
水
の
排
水
満
と
推
定
さ
れ
る
。
 
 

国
 
分
水
 
突
出
部
の
西
端
に
女
掘
に
直
交
す
る
人
為
的
な
溝
が
あ
り
、
い
く
つ
か
 
 
 

の
点
で
女
堀
と
有
機
的
な
関
連
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
満
は
南
に
向
か
っ
 
 
 

て
低
く
な
っ
て
い
く
も
の
と
み
ら
れ
、
分
水
等
の
問
題
を
考
え
る
余
地
が
あ
る
。
 
 

内
 
通
物
 
平
安
時
代
～
中
世
の
須
恵
器
・
陶
器
若
干
量
と
室
町
様
式
の
五
輪
坊
け
 
 

（
柄
澗
）
 
 

二 本 松 遺 跡位 置 図  
（国土地理院、5万分の1、「前輪」を使用）   
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赤
城
山
南
麓
の
裾
野
は
多
く
の
河
川
に
よ
っ
て
開
析
を
受
け
舌
状
台
地
を
形
成
し
 
 

て
い
る
が
、
本
遺
跡
も
裾
野
部
最
末
端
の
、
足
下
を
古
利
根
川
に
よ
り
削
ら
れ
て
い
 
 

る
台
地
上
に
所
在
し
、
端
気
町
の
中
央
を
小
坂
子
に
向
っ
て
北
上
す
る
道
路
か
ら
西
 
 

に
約
一
〇
〇
m
に
南
下
流
す
る
通
称
「
西
川
」
と
、
更
に
西
に
約
二
〇
〇
m
程
の
所
 
 

に
南
下
流
す
る
小
河
川
と
に
挟
ま
れ
た
標
高
約
一
〇
五
m
～
一
一
七
m
あ
た
り
に
位
 
 

置
す
る
。
 
 
 

本
遺
跡
調
査
は
瑞
気
土
地
改
良
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
、
昭
和
五
十
七
～
 
 

六
十
一
年
度
の
五
カ
年
計
画
の
初
年
度
の
調
査
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
検
出
さ
れ
た
 
 

遺
構
遺
物
の
数
量
ほ
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

「
辻
構
・
遺
物
の
数
量
 
 
 

H
遺
構
数
 
 

調
査
期
間
 
 

担
 
当
 
者
 
 

面
 
 

積
 
 

所
 
在
 
地
 
 
前
橋
市
端
気
町
塚
越
四
五
六
 
 

着
帳
五
一
〇
 
 

上
沖
町
根
際
五
五
五
 
 

縄
文
時
代
 
 
 

弥
生
時
代
 
 
 

古
墳
時
代
 
 
 

中
世
以
降
 
 

0
遺
物
量
 
 
 

縄
文
時
代
 
 
 

古
墳
時
代
 
 
 

中
世
以
降
 
 

は
け
 
 

2
 
端
気
迫
跡
群
Ⅰ
（
土
地
改
良
事
業
に
伴
う
事
訂
発
掘
調
査
）
 
 

昭
和
五
十
七
年
五
月
三
十
一
日
～
昭
和
五
十
七
年
八
月
一
〇
目
 
 

松
村
親
樹
・
前
原
照
子
・
岸
田
治
男
・
林
喜
久
夫
・
町
田
信
之
 
 

約
九
、
七
〇
〇
2
m
 
 

住
居
跡
一
 
ピ
ッ
ト
一
 
 

方
形
周
溝
墓
二
 
ピ
ッ
ト
一
満
状
遺
構
一
 
 

住
居
跡
二
 
 

環
濠
一
石
敷
遺
構
三
 
墓
境
一
土
壌
一
 
ピ
ッ
ト
一
 
 

そ
の
他
に
満
状
遺
構
七
 
ピ
ッ
ト
二
 
柱
穴
群
等
 
 

土
器
・
石
器
 
パ
ン
箱
一
 
 

土
器
（
土
師
）
 
パ
ン
箱
一
一
 
 

土
器
（
須
恵
・
常
滑
）
、
銅
製
品
、
釘
、
古
銭
等
 
パ
ン
箱
二
 
 
 

他
四
五
筆
 
 

そ
の
他
に
表
採
土
器
（
縄
文
）
、
石
器
、
古
銭
等
 
パ
ン
箱
三
 
 

■
「
 
調
査
の
概
要
 
 
 

H
縄
文
時
代
 
古
墳
時
代
の
住
居
と
重
複
し
た
諸
磯
C
期
に
属
す
る
方
形
竪
穴
住
 
 

居
。
住
居
中
央
部
付
近
に
深
鉢
形
土
器
胴
部
破
片
を
転
用
埋
設
し
た
炉
址
。
他
に
遺
 
 

構
ぼ
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
が
表
面
採
集
の
土
器
片
は
前
期
後
半
に
集
中
。
 
 
 

⇔
弥
生
時
代
 
周
溝
覆
土
に
C
軽
石
純
層
が
堆
積
し
た
方
形
周
溝
墓
二
基
。
耕
作
 
 

の
た
め
相
当
削
ら
れ
て
い
る
模
様
で
主
体
部
未
検
出
。
周
満
覆
土
か
ら
土
器
片
・
石
 
 

器
少
量
出
土
も
時
期
を
確
定
す
る
遣
物
な
し
。
 
 
 

臼
古
墳
時
代
 
住
居
は
和
泉
期
の
竪
穴
住
居
一
軒
と
縄
文
住
居
と
重
複
す
る
鬼
高
 
 

Ⅲ
期
の
竪
穴
住
居
一
軒
を
検
出
。
和
泉
期
の
住
居
は
半
掘
の
み
だ
が
炉
址
検
出
。
高
 
 

杯
、
壷
、
喪
の
破
片
が
住
居
北
西
隅
か
ら
多
量
に
出
土
。
鬼
高
Ⅲ
期
の
住
居
は
北
・
 
 

東
壁
を
風
到
木
跡
で
塘
乱
さ
れ
規
模
等
不
明
も
東
壁
南
寄
付
近
に
カ
マ
ド
跡
検
出
。
 
 

カ
マ
ド
前
か
ら
長
胴
蛮
・
甑
出
土
。
 
 
 

囲
中
世
以
降
 
南
半
周
す
る
環
濠
一
。
外
周
八
・
七
m
X
七
・
五
m
聖
二
重
石
閉
一
 
 

（
松
村
）
一
1
2
 
 

い
を
持
つ
石
敷
遺
構
検
出
。
主
体
部
末
検
出
。
他
に
石
敷
遺
構
二
。
 
 

端 気 遺 跡 群 位 置 図  
（国土地理院、5万分の1、「前橋」を使用）   



3
 
天
神
小
学
校
建
設
に
伴
う
確
認
調
査
 
 
 

所
 
在
 
地
 
 
前
橋
市
後
閑
町
五
〇
番
地
の
一
他
 
 

調
査
期
間
 
 
昭
和
五
十
七
年
六
月
一
四
日
～
昭
和
五
十
七
年
八
月
三
日
 
 

担
 
当
 
者
 
 
福
田
紀
雄
・
木
部
目
出
雄
・
鶴
木
晋
一
・
町
田
信
之
 
 

面
 
 

積
 
 
約
一
、
九
四
〇
2
m
 
 
 

当
地
は
、
市
の
北
西
部
か
ら
南
東
部
へ
帯
状
に
伸
び
る
『
広
瀬
川
低
地
帯
』
 
（
約
 
 

二
・
五
～
三
加
の
幅
を
も
つ
）
と
、
そ
れ
よ
り
一
段
高
く
高
台
を
な
す
 
『
前
橋
台
 
 

地
』
 
（
洪
積
層
よ
り
な
る
）
と
の
接
点
と
も
い
う
べ
き
所
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
、
 
 

か
つ
て
南
東
流
す
る
利
根
川
の
流
路
に
当
た
っ
て
い
た
。
現
在
の
広
瀬
川
は
、
そ
の
 
 

最
終
河
道
に
当
た
っ
て
い
る
。
 
 
 

又
、
市
街
地
よ
り
、
後
閑
町
・
山
王
町
・
東
善
町
に
至
る
屋
上
に
は
、
自
然
堤
防
 
 

状
の
砂
堆
地
形
が
あ
る
。
利
根
川
沿
い
に
は
、
天
明
年
間
に
噴
火
し
た
浅
間
山
の
噴
 
 

火
物
と
思
わ
れ
る
火
山
岩
層
が
台
地
面
上
に
あ
り
、
こ
れ
も
自
然
堤
防
状
の
地
形
を
 
 

形
成
し
て
い
る
。
な
お
、
藤
川
・
端
気
川
な
ど
の
小
河
川
沿
い
に
は
、
浅
い
浸
食
谷
 
 

も
見
ら
れ
る
。
本
地
点
は
、
こ
の
よ
う
な
構
造
を
も
つ
、
前
橋
台
地
上
の
東
端
、
広
 
 

漱
川
低
地
帯
に
隣
接
す
る
所
に
位
置
し
て
い
る
。
 
 
 

調
査
区
は
、
西
よ
り
A
・
B
・
C
・
D
区
と
命
名
し
た
。
本
地
点
の
調
査
は
、
市
 
 

立
天
神
小
学
校
建
設
事
業
に
伴
う
、
建
設
地
内
の
埋
蔵
文
化
財
の
確
認
調
査
と
し
て
 
 

実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
の
概
要
、
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

「
 
調
査
の
概
要
 
 
 

H
A
区
 
調
査
前
は
、
水
田
・
畑
地
と
な
っ
て
い
た
。
幅
二
m
ト
レ
ン
チ
を
Ⅱ
型
 
 

に
設
定
し
、
遺
構
が
確
認
さ
れ
次
第
、
拡
張
す
る
方
針
を
と
っ
た
。
地
表
か
ら
約
三
 
 

二
∽
の
所
に
B
軽
石
層
が
確
認
さ
れ
た
。
湧
水
の
た
め
、
排
水
作
業
と
並
行
し
て
同
 
 

地
層
面
を
精
査
し
、
遺
構
の
検
出
を
試
み
た
。
 
 
 

O
B
区
 
調
査
前
は
、
水
田
・
畑
地
と
な
っ
て
い
た
。
幅
二
m
ト
レ
ン
チ
を
丑
型
 
 

に
設
定
し
た
。
地
表
か
ら
約
四
八
∽
の
面
で
、
B
軽
石
層
が
確
認
さ
れ
た
。
A
区
同
 
 

様
、
湧
水
が
甚
し
い
た
め
、
排
水
作
業
と
並
行
し
て
同
地
層
面
を
精
査
し
、
遺
構
の
 
 

検
出
を
試
み
た
。
 
 
 

臼
C
区
 
調
査
前
は
、
桑
畑
と
な
っ
て
い
た
。
幅
二
m
ト
レ
ン
チ
を
土
型
に
設
定
 
 

し
た
。
地
表
か
ら
約
二
四
c
爪
の
面
で
、
B
軽
石
層
を
確
認
し
た
。
約
八
〇
∽
の
深
さ
 
 

で
、
ロ
ー
ム
の
層
に
達
し
た
。
A
区
、
B
区
同
様
、
水
の
出
が
激
し
か
っ
た
。
西
側
 
 

部
分
に
黒
色
を
帯
び
た
土
壌
の
広
が
り
が
あ
り
、
そ
の
部
分
を
約
一
五
〇
戒
に
わ
た
 
 

っ
て
拡
張
し
、
遺
構
の
検
出
を
試
み
た
。
 
 
 

西
D
区
 
調
査
前
は
、
桑
畑
と
な
っ
て
い
た
。
遺
構
の
存
在
が
最
も
強
く
予
想
さ
 
 

る
箇
所
の
た
め
、
全
面
的
に
掘
り
広
げ
た
。
地
表
か
ら
約
五
二
川
の
面
で
、
B
軽
石
 
 

層
を
確
認
し
た
。
約
一
・
二
m
の
深
さ
で
、
全
面
に
わ
た
り
、
大
粒
で
多
量
の
C
軽
 
 

石
を
含
む
ロ
ー
ム
面
に
達
し
た
。
 
 

〓
、
結
 
果
 
 
 

前
述
の
よ
う
に
、
各
区
と
も
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
、
遺
構
を
確
認
次
第
拡
張
す
る
 
 

方
針
を
と
っ
て
調
査
を
進
め
た
が
、
確
た
る
遺
構
の
存
在
は
確
認
出
来
な
か
っ
た
。
 
 

（
鴫
木
）
 
 

山 
肌
〕
㍗
 
 

．
ク
■
 
 
 
モ
．
J
 
 
 

日
刊
一
拍
晶
州
情
化
舟
 
 

後 閑 遺 跡 位 置 図  
（国土地理院、5万分の1、「前橋」を使用）   
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所
 
在
 
地
 
 

調
査
期
間
 
 

担
 
当
・
薯
 
 

積
 
 

面
 
 
本
遺
跡
は
、
利
根
川
右
岸
、
新
前
橋
駅
よ
り
南
方
約
二
肋
、
群
馬
県
立
中
央
高
等
 
 

学
校
よ
り
北
方
約
三
五
〇
m
の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
。
遺
跡
の
西
に
は
染
谷
川
が
、
 
 

一
方
東
に
は
滝
川
が
そ
れ
ぞ
れ
商
流
し
、
本
遺
跡
は
、
両
河
川
が
も
っ
と
も
接
近
す
 
 

る
と
こ
ろ
で
挟
ま
れ
た
地
域
に
存
す
る
。
 
 
 

本
遺
跡
の
調
査
は
、
箱
田
中
学
校
建
設
に
伴
う
事
前
確
認
調
査
と
し
て
実
施
さ
れ
 
 

た
も
の
で
、
校
舎
建
設
予
定
地
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
検
出
さ
れ
た
 
 

遺
構
・
遺
物
の
概
要
は
、
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

l
、
連
構
の
概
要
 
 
 

H
 
平
安
時
代
の
水
田
址
 
 
 

浅
間
B
軽
石
層
下
か
ら
、
東
西
・
南
北
に
走
る
畦
畔
が
検
出
さ
れ
た
。
畦
畔
は
 
 
 

す
べ
て
一
様
で
ほ
な
い
が
、
大
き
さ
は
幅
約
五
〇
∽
、
水
田
面
か
ら
の
比
高
約
五
 
 
 

Ⅷ
で
、
方
位
は
、
南
北
畦
畔
で
真
北
に
対
し
N
－
。
一
－
E
、
東
西
畦
畔
は
そ
れ
に
 
 
 

直
交
す
る
よ
う
に
走
っ
て
い
た
。
 
 
 

一
区
画
の
水
田
と
し
て
検
出
で
き
た
の
は
、
わ
ず
か
一
枚
で
あ
っ
た
が
、
畦
畔
 
 
 

の
様
子
か
ら
他
に
三
枚
の
水
田
の
区
割
が
推
定
で
き
た
。
水
田
の
形
状
ほ
す
べ
て
 
 
 

長
方
形
で
、
南
北
を
長
軸
と
す
る
水
田
が
三
枚
、
東
西
を
長
軸
と
す
る
水
田
が
一
 
 
 

枚
で
あ
る
。
面
積
は
、
東
西
を
長
軸
と
す
る
水
田
が
最
小
で
約
二
一
而
、
最
高
は
 
 

一
七
六
而
で
あ
っ
た
。
 
 
 

給
水
に
つ
い
て
は
、
調
査
地
の
地
表
が
北
か
ら
南
に
緩
や
か
に
傾
斜
し
て
い
る
 
 
 

こ
と
、
東
西
畦
畔
に
一
か
所
水
口
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
等
か
ら
、
旦
向
遺
跡
で
検
 
 
 

出
さ
れ
た
よ
う
な
、
高
位
の
水
田
か
ら
低
位
の
水
田
へ
と
水
を
か
け
流
す
方
法
が
 
 
 

推
定
さ
れ
る
。
 
 

4
 
 

ま
え
は
こ
だ
 
 

前
箱
田
遺
跡
（
箱
田
中
学
校
建
設
に
伴
う
事
前
確
認
調
査
）
 
 
 

前
橋
市
前
箱
田
町
三
九
六
番
地
他
四
七
筆
 
 

昭
和
五
十
七
年
七
月
五
日
～
昭
和
五
十
七
年
八
月
一
四
日
 
 

近
藤
昭
一
・
芹
田
治
男
・
町
田
信
之
・
木
暮
誠
 
 

全
体
規
模
三
〇
、
一
九
五
扉
の
う
ち
調
査
面
積
は
二
、
二
八
〇
ポ
 
 

一
調
査
面
積
が
狭
く
多
数
の
水
田
が
検
出
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
坪
割
が
検
出
で
 
 
 

き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
問
題
は
あ
る
が
、
国
府
推
定
地
に
近
く
、
東
西
南
北
に
区
 
 
 

割
さ
れ
た
水
田
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
条
里
水
田
の
可
能
性
が
あ
る
。
 
 
 

日
 
中
世
～
近
世
の
満
状
遺
構
 
 
 

浅
間
B
軽
石
を
多
量
に
含
ん
だ
砂
質
土
壌
下
か
ら
、
東
西
・
南
北
に
走
る
溝
が
 
 
 

七
粂
検
出
さ
れ
た
。
B
軽
石
下
の
畦
畔
を
切
っ
て
い
る
こ
と
、
近
世
の
陶
磁
器
片
 
 
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
中
世
以
降
の
用
水
か
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

日
 
中
世
以
降
の
耕
作
状
遺
構
 
 
 

浅
間
B
軽
石
を
多
量
に
含
ん
だ
砂
貿
土
壌
質
か
ら
、
え
ん
が
の
よ
う
な
農
具
を
 
 
 

用
い
て
土
を
掘
り
起
こ
し
た
と
思
わ
れ
る
痕
跡
が
、
南
北
一
五
m
、
東
西
六
m
の
 
 
 

範
囲
に
わ
た
り
検
出
さ
れ
た
。
何
で
あ
る
か
詳
細
は
不
明
だ
が
、
鉄
製
の
農
具
な
 
 
 

ど
で
土
を
掘
り
起
こ
し
た
跡
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

〓
 
遺
物
の
概
要
 
 
 

出
土
遣
物
は
、
平
安
時
代
か
ら
中
世
・
近
世
に
か
け
て
の
土
器
片
パ
ン
箱
一
箱
 
 
 

（
木
暮
）
 
 

と
、
紡
錘
車
二
個
で
あ
っ
た
。
 
 

肯
て
 椚 
 
 

h
r
j
肛
仙
亜
掴
什
M
再
挺
′
ド
 
 

前 箱 田 遺 跡位 置 図  
（国土地理院、5万分の1、「前橋」を使用）   
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置
し
、
桂
川
の
氾
濫
に
よ
る
影
響
を
多
分
に
受
け
て
い
る
。
調
査
区
は
、
北
か
ら
A
 
 

・
B
・
C
・
D
・
E
区
と
呼
称
し
た
。
B
・
C
区
で
は
ロ
ー
ム
層
が
見
ら
れ
る
も
の
 
 

A
・
D
・
E
区
で
は
、
粘
土
層
や
砂
礫
層
が
堆
積
し
て
い
た
。
 
 
 

本
遺
跡
の
調
査
は
、
西
大
童
土
地
改
良
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
、
四
年
計
 
 

画
の
最
終
年
度
の
調
査
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
検
出
さ
れ
た
遺
構
・
遺
物
の
数
量
は
 
 

左
記
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

「
遺
構
・
遺
物
の
数
量
 
 
 

H
遺
構
数
 
 

所
 
在
 
地
 
 

調
査
期
間
 
 

担
 
当
 
者
 
 

積
 
 
 

面
 
 
本
遺
跡
は
、
 
 

弥
生
式
土
器
を
伴
う
住
居
跡
 
 
 

古
墳
時
代
の
住
居
跡
 
 
 

奈
良
時
代
の
住
居
跡
 
 
 

平
安
時
代
の
住
居
跡
 
 
 

土
塊
 
 
 

ピ
ッ
ト
 
 
 

溝
状
遺
構
 
 
 

井
戸
跡
 
 

0
遺
物
量
 
 

縄
文
時
代
の
土
器
・
石
器
 
パ
ン
箱
一
 
 

弥
生
時
代
の
土
器
・
石
器
 
パ
ン
箱
 
七
 
 

古
墳
時
代
の
土
器
・
石
製
品
 
パ
ン
箱
 
三
 
 

奈
良
・
平
安
時
代
の
土
器
・
石
製
品
・
鉄
製
品
 
パ
ン
箱
 
二
〇
 
 

5
 
 

に
し
お
お
む
ろ
 
 
 

西
大
童
遺
跡
群
（
土
地
改
良
事
業
に
伴
う
事
前
発
掘
調
査
）
 
 

前
橋
市
西
大
室
町
字
上
縄
引
二
二
六
一
番
地
他
 
 
 

昭
和
五
十
七
年
八
月
一
一
目
～
昭
和
五
十
七
年
一
一
月
六
日
 
 
 

前
原
照
子
・
林
喜
久
夫
・
松
村
親
樹
・
江
部
和
彦
 
 
 

約
一
〇
、
0
0
0
戒
 
 

赤
城
山
よ
り
流
れ
る
東
神
沢
川
や
桂
川
の
つ
く
る
舌
状
台
地
上
に
位
 
 

▲      ■ ▲  一  
／ヽ  

一 二○九一ニー≡七  

〓
、
調
査
の
概
要
 
 
 

H
縄
文
時
代
 
B
区
南
端
に
縄
文
土
器
片
が
濃
密
に
散
布
し
て
お
り
、
縄
文
時
代
 
 

の
遺
構
が
推
定
さ
れ
る
。
 
 
 

0
弥
生
時
代
 
A
区
に
お
い
て
、
四
軒
の
弥
生
式
土
器
を
伴
う
住
居
跡
が
検
出
さ
 
 

れ
、
B
・
C
区
に
お
い
て
も
三
軒
の
住
居
跡
が
検
出
さ
れ
た
。
A
区
の
住
居
跡
か
ら
 
 

は
樽
式
土
器
が
、
B
・
C
区
の
住
居
跡
か
ら
は
、
樽
式
土
器
の
他
に
、
赤
井
戸
式
土
 
 

器
や
石
田
川
土
器
が
共
伴
し
て
出
土
し
た
。
 
 
 

日
古
墳
時
代
 
C
区
に
お
い
て
の
み
、
古
墳
時
代
前
期
の
住
居
跡
が
二
軒
検
出
さ
 
 

れ
た
。
こ
れ
ら
の
住
居
跡
か
ら
は
、
台
付
議
、
高
杯
、
小
形
護
等
が
出
土
し
た
。
し
 
 

か
し
、
古
墳
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
住
居
跡
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
。
 
 
 

四
奈
良
・
平
安
時
代
 
B
区
と
C
区
に
お
い
て
は
、
奈
良
・
平
安
期
の
住
居
跡
が
 
 

集
中
し
て
検
出
さ
れ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
住
居
の
竜
は
東
壁
に
作
ら
れ
、
煙
道
部
も
住
 
 

居
外
へ
延
び
て
い
る
。
ま
た
、
張
り
出
し
を
持
つ
住
居
も
三
軒
確
認
さ
れ
た
。
 
 
 

㈲
そ
の
他
、
土
塊
や
ピ
ッ
ト
・
溝
状
遺
構
・
井
戸
跡
等
、
検
出
さ
れ
た
が
、
時
代
一
 
 

（
江
部
）
 
1
5
 
 

を
決
定
づ
け
る
確
証
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
 
 

l中ロ巾」¶ ○  ■  

西 大童 遺 跡群位 置 図   
（国土地理院、5万分の1、「前橋」を使用）   



m
四
〇
甜
内
外
で
あ
る
。
現
地
目
は
桑
地
及
び
畑
地
で
あ
る
。
西
川
に
は
藤
川
・
端
 
 

気
川
が
流
れ
、
水
田
地
帯
が
開
け
て
い
る
。
こ
の
水
田
地
帯
に
は
、
古
代
国
家
条
里
 
 

制
遺
構
の
痕
跡
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
遺
跡
地
周
辺
に
は
、
古
墳
群
が
 
 

存
在
し
て
い
る
。
基
本
的
な
層
序
は
、
上
部
か
ら
耕
作
土
層
、
褐
色
土
層
、
黄
褐
色
 
 

土
層
、
砂
礫
層
と
な
っ
て
い
る
。
遺
構
確
認
面
は
黄
褐
色
土
層
上
面
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
遺
跡
地
に
は
、
住
宅
田
地
造
成
事
業
に
先
立
ち
、
建
設
予
定
地
の
う
ち
約
三
 
 

五
〇
戒
に
対
し
て
確
認
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
遺
構
が
濃
密
に
存
在
す
る
こ
と
が
わ
 
 

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
前
橋
工
業
団
地
造
成
組
合
よ
り
委
託
を
う
け
発
掘
調
査
を
実
施
 
 

し
た
。
 
 
 

調
査
の
方
法
と
し
て
ほ
、
住
宅
団
地
造
成
事
業
り
緊
急
性
、
排
土
の
問
題
等
か
 
 

ら
、
調
査
地
を
A
・
B
・
C
の
三
区
に
分
け
調
査
を
実
施
し
た
。
 
 
 

調
査
の
結
果
、
検
出
さ
れ
た
遺
構
・
遺
物
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

－
、
遺
構
・
遺
物
の
数
量
 
 
 

H
遺
構
数
 
 
 

古
 
墳
 
時
 
代
 
竪
穴
式
住
居
跡
五
 
石
榔
墓
一
土
塊
一
溝
状
遺
構
五
 
 

奈
良
・
平
安
時
代
 
竪
穴
式
住
居
跡
二
一
井
戸
跡
一
幕
状
遺
構
五
 
 

そ
 
 
の
 
 
他
 
落
ち
込
み
一
七
 
 
 

〇
遺
物
量
 
 
 

所
 
在
 
地
 
 

調
査
期
間
 
 

担
 
当
 
者
 
 

積
 
 
 

面
 
 
本
道
跡
ほ
、
 
 

古
 
墳
 
時
 
代
 
土
器
・
石
器
 
 
 

奈
良
・
平
安
時
代
 
土
器
・
石
器
 
 

〓
、
調
査
の
概
要
 
 

6
 
 

ビ
か
ん
だ
ん
ち
 
 
 

後
閑
団
地
迫
跡
（
住
宅
団
地
造
成
に
伴
う
事
訂
発
掘
調
査
）
 
 

前
橋
市
後
閑
町
一
番
一
外
八
筆
 
 
 

昭
和
五
十
七
年
九
月
一
七
日
～
一
一
月
三
〇
日
 
 
 

林
喜
久
夫
・
井
野
修
二
・
前
原
 
豊
 
 
 

二
五
七
七
而
 
 

広
瀬
川
右
岸
に
沿
っ
た
徴
高
地
上
に
位
置
し
て
い
る
。
標
高
は
九
〇
 
 

パ
ン
箱
 
 

鉄
製
品
 
 
八
 
 

パ
ン
箱
 
九
 
 

H
古
墳
時
代
 
発
掘
調
査
地
の
は
ば
中
央
か
ら
、
竪
穴
式
住
居
跡
が
五
軒
検
出
さ
 
 

れ
た
。
住
居
の
形
や
土
器
の
特
徴
か
ら
、
石
田
川
期
の
も
の
で
あ
る
。
時
代
的
に
ほ
 
 

四
世
紀
中
葉
～
四
世
紀
後
半
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
出
土
遣
物
と
し
て
は
S
字
状
口
 
 

縁
ム
口
付
護
、
及
び
壷
等
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
中
央
部
西
よ
り
か
ら
、
石
榔
塞
が
 
 

一
基
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
石
榔
墓
ほ
、
F
P
軽
石
を
含
む
層
と
石
田
川
期
の
五
号
住
居
 
 

を
掘
り
抜
い
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
年
代
的
に
は
七
世
紀
後
半
～
八
世
紀
初
 
 

頭
に
か
け
て
築
造
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
石
榔
墓
と
し
て
は
形
が
小
さ
く
、
再
 
 

葬
墓
か
、
幼
児
の
墓
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
に
、
四
世
紀
前
半
～
七
世
紀
後
半
 
 

ま
で
と
み
ら
れ
る
溝
状
遺
構
が
五
条
と
、
四
世
紀
中
葉
と
思
わ
れ
る
土
塊
が
一
基
検
 
 

出
さ
れ
た
。
 
 
 

0
奈
良
・
平
安
時
代
 
国
分
期
の
竪
穴
式
住
居
が
一
二
軒
検
出
さ
れ
た
。
出
土
遣
 
 

物
で
は
、
土
師
器
・
須
恵
器
で
あ
る
窺
・
杯
と
鉄
製
品
等
が
出
土
し
た
。
 
 

ら
は
、
八
世
紀
後
半
～
九
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
井
戸
跡
を
一
基
検
出
。
 
 

B
軽
石
下
に
五
条
の
満
状
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
 
 

・
 

．
・
 
 

咋
 

建
璃
 

…
＝
Ⅲ
什
■
り
ハ
折
祇
識
W
 
 ‾－‾′’，も撰空 さご－・三ミ∴  
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中
央
部
か
 
 

そ
の
他
、
 
 

（
林
）
 
 

後 閑 団 地 遺 跡 位 置 図  
（国土地理院、5万分の1、「前橋」を使用）   
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元
総
社
明
神
遺
跡
は
、
榛
名
山
の
裾
野
が
ゆ
る
や
か
な
徴
傾
斜
を
み
せ
な
が
ら
利
 
 

根
川
へ
落
ち
こ
も
う
と
す
る
前
橋
台
地
の
縁
辺
、
牛
池
川
左
岸
の
洪
積
台
地
上
に
立
 
 

地
し
て
い
る
。
ま
た
「
倭
名
類
衆
紗
」
 
「
上
野
国
神
明
帳
」
そ
の
他
の
研
究
か
ら
、
 
 

本
道
跡
地
周
辺
が
上
野
国
府
跡
地
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
確
認
調
査
ほ
主
に
道
路
予
 
一
 
 

定
地
部
分
に
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
、
南
か
ら
順
に
東
西
ト
レ
ン
チ
に
算
用
数
字
・
南
 
 

北
ト
レ
ン
チ
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
つ
け
て
ト
レ
ン
チ
名
と
し
た
。
現
地
形
で
は
遺
 
 

跡
地
全
体
が
北
西
か
ら
南
東
へ
徴
傾
斜
を
み
せ
て
い
る
が
、
ロ
ー
ム
面
ほ
よ
り
急
に
 
 

南
東
方
向
へ
深
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
 
 
 

本
道
跡
地
の
調
査
ほ
、
元
総
社
西
部
第
三
明
神
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
一
環
 
 

と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
確
認
（
一
部
発
掘
調
査
）
さ
れ
た
遺
構
・
遺
物
 
 

の
数
量
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

■
、
遺
構
・
遺
物
の
数
量
 
 
 

H
確
認
遺
構
数
 
 

所
 
在
 
地
 
 

調
査
期
間
 
 

担
 
当
 
者
 
 

積
 
 

面
 
 古

墳
時
代
 
 
 

平
安
時
代
 
 
 

中
 
世
 
 

0
遺
物
量
 
 
 

縄
文
時
代
 
 
 

古
墳
時
代
 
 
 

平
安
時
代
 
 

中
 
 
世
 
 
 

も
と
そ
う
じ
や
み
よ
う
じ
ん
 
 

7
 
元
総
社
明
神
丑
跡
（
都
市
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
事
前
確
認
調
査
）
 
 

住
居
跡
一
五
 
 
 

色
居
跡
三
〇
 
井
戸
八
 
清
一
〇
 
土
坑
二
〇
 
ピ
ッ
ト
五
〇
 
 
 

墓
坑
一
 
 

石
顕
二
 
石
斧
一
 
 

土
師
・
須
恵
 
パ
ン
箱
 
二
〇
 
 

土
師
・
須
恵
・
灰
粕
・
線
紬
・
瓦
・
羽
口
・
鉄
津
・
須
恵
製
品
等
 
 

パ
ン
箱
 
三
〇
 
 

宋
銭
四
枚
（
景
徳
元
宝
一
〇
〇
四
年
 
天
聖
元
宝
一
〇
二
三
年
 
治
平
 
 

前
橋
市
元
総
社
町
字
庭
敷
三
、
六
六
二
番
地
 
 

昭
和
五
十
七
年
九
月
二
二
日
～
一
二
月
二
五
日
 
 

芹
田
治
男
・
井
野
修
二
・
前
原
 
豊
・
木
暮
 
誠
 
 

約
一
〇
、
0
0
0
而
 
 

元
宝
一
〇
六
四
年
 
他
不
明
）
 
 

〓
、
確
認
調
査
の
概
要
 
 
 

H
古
墳
時
代
 
古
墳
時
代
住
居
跡
は
、
8
・
C
・
G
ト
レ
ン
チ
で
計
十
五
軒
が
確
 
 

認
さ
れ
た
。
該
期
の
大
部
分
の
住
居
に
は
重
複
が
見
ら
れ
、
東
西
軸
を
長
軸
に
も
つ
 
 

傾
向
に
あ
る
。
発
掘
調
査
し
た
G
ト
レ
ン
チ
は
八
軒
の
住
居
跡
が
検
出
さ
れ
て
い
る
 
 

が
、
一
軒
を
除
い
て
七
軒
が
古
墳
時
代
住
居
跡
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
住
居
は
一
様
に
 
 

ロ
ー
ム
層
を
五
〇
α
程
掘
り
こ
み
、
貼
床
を
施
し
、
鬼
高
期
住
居
で
は
カ
マ
ド
・
貯
 
 

蔵
穴
・
柱
穴
の
位
置
等
か
ら
、
構
築
プ
ラ
ン
の
存
在
が
う
か
が
え
る
。
カ
マ
ド
は
白
 
 

色
粘
土
を
利
用
し
て
い
る
も
の
と
、
地
山
を
掘
り
残
し
の
二
種
類
が
あ
っ
た
。
 
 
 

0
平
安
時
代
 
平
安
時
代
住
居
跡
は
各
ト
レ
ン
チ
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
分
布
の
 
 

傾
向
を
み
る
と
D
ト
レ
ン
チ
を
境
に
し
て
北
と
南
の
集
落
に
わ
け
ら
れ
る
。
出
土
遺
 
 

物
か
ら
こ
れ
ら
の
住
居
跡
は
、
ほ
と
ん
ど
が
羽
釜
出
現
以
降
の
も
の
と
考
え
ら
れ
 
 

る
。
A
ト
レ
ン
チ
で
は
ピ
ッ
ト
四
十
余
・
土
塊
十
を
数
え
る
が
、
幅
二
m
強
の
ト
レ
 
 

ン
チ
の
為
ピ
ッ
ト
問
の
関
係
に
つ
い
て
は
つ
か
め
て
い
な
い
。
G
ト
レ
ン
チ
の
清
一
 
 

は
、
鬼
高
期
住
居
を
切
り
、
か
つ
溝
覆
土
の
上
に
平
安
後
期
住
居
が
営
ま
れ
て
い
た
 
1
7
 
た
め
、
あ
る
程
度
の
年
代
の
推
定
も
可
能
で
あ
る
。
主
な
遺
物
に
は
、
土
師
・
須
恵
 
■
 
 

・
羽
口
・
瓦
（
丸
瓦
・
平
瓦
）
と
か
な
り
の
量
の
灰
粕
陶
器
が
出
土
し
て
い
る
。
特
 
 

（
岸
田
）
 
 

に
緑
粕
片
も
一
・
八
ト
レ
ン
チ
か
ら
検
出
さ
れ
た
。
 
 

¶
」
■
「
．
 
y
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元 総 社 明 神 遺 跡 位 置 図  
（国土地理院、5万分の1、「曲捷」を使用）   



赤
城
山
南
麓
は
、
大
小
の
河
川
に
よ
る
開
析
谷
に
挟
ま
れ
た
舌
状
ム
ロ
地
が
発
達
し
 
 

て
い
る
。
本
遺
跡
は
、
小
河
川
に
挟
ま
れ
、
比
較
的
巾
が
広
く
、
谷
と
の
比
高
の
少
 
 

い
南
西
に
傾
斜
し
た
台
地
に
位
置
し
て
い
る
。
調
査
区
ほ
、
水
田
に
な
っ
て
い
る
低
 
 

地
を
五
〇
〇
m
程
の
間
隔
で
挟
み
、
二
か
所
に
分
か
れ
、
西
側
を
A
・
B
区
、
東
側
 
 

を
C
・
D
区
と
し
た
。
A
・
B
区
は
道
路
部
分
の
み
の
調
査
で
、
A
区
は
東
西
に
、
 
 

B
区
は
南
北
に
細
長
い
。
ま
た
A
区
は
シ
ル
ト
質
り
－
ム
層
も
一
五
c
m
程
で
地
下
水
 
 

が
湧
出
し
、
B
区
は
、
ロ
ー
ム
層
が
薄
く
、
地
山
の
安
山
岩
が
露
出
し
、
両
区
と
も
 
 

遺
跡
の
残
存
状
態
は
悪
か
っ
た
。
C
・
D
区
は
、
】
－
ム
層
は
し
っ
か
り
し
て
い
た
 
 

が
耕
作
土
が
浅
く
撹
乱
が
激
し
く
、
床
面
確
認
が
困
難
だ
っ
た
。
 
 
 

本
遺
跡
の
調
査
は
、
小
神
明
地
区
土
地
改
良
車
業
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
、
五
 
 

年
次
計
画
の
一
年
目
で
あ
る
。
そ
の
結
果
検
出
さ
れ
た
遺
構
・
遣
物
の
数
量
は
左
記
 
 

の
通
り
で
あ
る
。
 
 

■
、
遺
構
・
遺
物
の
数
量
 
 
 

H
 
遺
構
数
 
 

所
 
在
 
地
 
 

調
査
期
間
 
 

担
 
当
 
者
 
 

積
 
 

面
 
 縄

 
文
 
時
 
代
 
 
 

奈
 
良
 
時
 
代
 
 
 

鎌
倉
時
代
以
降
 
 

0
 
遺
物
量
 
 
 

縄
 
文
 
時
 
代
 
 
 

奈
 
良
 
時
 
代
 
 

8
 
 

こ
じ
ん
め
い
 
 

小
神
明
遺
跡
群
（
土
地
改
良
事
業
に
伴
う
事
前
発
掘
調
査
）
 
 
 

前
橋
市
小
神
明
町
富
士
塚
下
三
五
三
ノ
二
他
 
 

勝
沢
町
下
田
一
〇
〇
六
他
 
 

昭
和
五
十
七
年
一
一
月
一
目
～
昭
和
五
十
八
年
一
月
二
二
目
 
 

前
原
照
子
・
林
喜
久
夫
・
鮨
木
晋
一
・
松
村
親
樹
・
町
田
信
之
 
 

約
六
、
二
〇
〇
ポ
 
 

住
居
跡
七
 
ピ
ッ
ト
四
 
埋
設
土
器
一
 
 

住
居
跡
一
平
安
時
代
 
住
居
跡
二
 
 

環
濠
跡
一
土
塊
一
三
 
井
戸
一
〇
 
堀
立
柱
建
物
跡
二
 
 

清
一
一
条
 
ピ
ッ
ト
群
四
か
所
 
 

土
器
・
石
器
・
自
然
遺
物
 
パ
ン
箱
六
〇
 
 

土
師
器
・
須
恵
器
 
パ
ン
箱
二
 
 

三
、
調
査
の
概
要
 
 
 

H
縄
文
時
代
 
D
・
C
区
北
側
に
集
中
。
方
形
プ
ラ
ン
の
竪
穴
住
居
二
、
円
形
プ
 
 

ラ
ソ
の
竪
穴
住
居
四
、
炉
跡
と
見
ら
れ
る
焼
石
、
焼
土
周
辺
に
柱
穴
が
集
中
し
て
い
 
 

る
状
態
か
ら
住
居
跡
と
思
わ
れ
る
遺
構
一
、
後
期
初
頭
の
土
器
が
埋
設
さ
れ
た
遺
構
 
 

等
が
確
認
さ
れ
た
。
な
お
、
前
期
前
半
の
土
器
片
が
一
部
に
見
ら
れ
る
が
、
大
部
分
 
 

の
土
器
片
は
、
中
期
末
か
ら
後
期
初
頭
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
C
・
D
区
全
域
に
散
 
 

布
。
ま
た
A
区
で
は
、
前
期
後
半
の
土
器
片
の
散
布
が
わ
ず
か
に
見
ら
れ
た
。
 
 
 

0
奈
良
時
代
 
A
区
に
一
軒
確
認
さ
れ
た
が
、
調
査
区
域
外
に
三
分
の
二
以
上
か
 
 

か
る
の
で
完
掘
で
き
な
か
っ
た
。
 
 
 

田
平
安
時
代
 
A
区
・
B
区
に
そ
れ
ぞ
れ
一
軒
ず
つ
確
認
さ
れ
た
が
、
A
区
の
も
 
 

の
は
、
奈
良
時
代
の
も
の
と
同
様
、
完
掘
で
き
な
か
っ
た
。
 
 
 

輯
 
鎌
倉
時
代
以
降
、
C
区
で
は
、
調
査
区
南
寄
り
に
、
一
辺
三
〇
m
、
三
五
m
一
 
 

の
方
形
の
環
濠
。
D
区
で
は
、
中
央
部
に
、
菊
皿
を
出
土
し
墓
嬢
と
考
え
ら
れ
る
 
1
8
 
 

遺
構
一
、
作
り
出
し
の
あ
る
竪
穴
住
居
の
小
形
様
土
塊
一
二
が
集
中
し
て
確
認
さ
れ
一
 
 

（
前
原
 
照
子
）
 
 

た
。
 
 

平
 
安
 
時
代
 
 

鎌
倉
時
代
以
降
 
 

土
師
器
・
須
恵
器
 
パ
ン
箱
四
 
 

陶
器
破
片
・
砥
石
・
五
輪
塔
火
輪
 
パ
ン
箱
一
〇
 
 

小神 明 遺 跡群 位 置 図  
（国土地理院、5万分の1、「前橋」を使用）   



か
ん
ぜ
ん
じ
ゆ
ん
き
 
お
し
よ
う
倉
上
ら
づ
か
 
 

9
 
歓
押
順
吉
和
尚
経
塚
遺
跡
 
 
 

－
、
所
在
地
 
 
前
橋
市
紅
雲
町
二
丁
目
一
三
－
六
 
 
 

こ
の
地
は
寵
海
院
の
所
有
地
で
あ
り
、
現
在
は
宅
地
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

昭
和
二
十
年
ま
で
は
、
龍
海
院
の
参
道
脇
に
あ
た
り
、
松
並
木
が
あ
っ
た
。
西
 
 
 

側
二
十
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
は
、
昭
和
一
六
年
ま
で
龍
海
院
の
総
門
と
筋
琴
か
 
 
 

あ
り
、
南
側
約
三
十
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
は
、
明
治
の
初
期
ま
で
龍
海
院
住
職
 
 
 

の
隠
居
所
が
あ
っ
た
。
 
 

〓
、
調
査
年
月
日
 
 
昭
和
五
十
七
年
四
月
二
三
日
 
 

三
、
調
査
の
概
要
 
 
 

本
遺
跡
は
、
居
住
者
が
庭
を
掘
っ
た
と
こ
ろ
、
深
さ
約
一
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
 
 
 

か
ら
小
石
に
文
字
が
記
さ
れ
た
も
の
が
多
数
出
土
し
、
市
教
委
に
連
絡
が
あ
っ
た
 
 
 

た
め
、
緊
急
に
調
査
を
実
施
し
た
。
 
 

調
査
は
、
す
で
に
露
出
し
て
い
た
経
石
類
の
回
収
と
、
納
経
主
体
部
の
検
出
、
 
 
 

及
び
構
築
に
あ
た
っ
て
の
層
序
関
係
の
確
認
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
。
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一
 
 

選
評
 
 

ま
ず
は
じ
め
に
、
経
塚
を
断
ち
割
る
よ
う
に
東
西
に
掘
ら
れ
て
い
る
面
を
利
用
 
 

し
て
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
、
地
層
断
面
の
観
察
と
納
経
主
体
部
と
の
関
係
を
確
認
 
 

深
さ
を
有
す
る
隅
丸
方
形
の
土
塊
内
で
、
灰
褐
色
粘
土
の
地
山
を
掘
り
込
ん
で
構
 
 

し
た
。
そ
の
結
果
、
経
塚
は
す
で
に
相
当
以
前
に
破
壊
平
夷
さ
れ
、
経
石
が
多
量
 
 

に
出
土
す
る
層
（
納
経
主
体
部
）
と
の
比
高
は
一
メ
ー
ト
ル
前
後
で
、
そ
の
面
ま
 
 

で
か
な
り
撹
乱
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
 
 
 

ま
た
、
そ
れ
に
直
交
す
る
よ
う
に
設
け
た
断
面
か
ら
納
経
主
体
部
の
規
模
及
び
 
 

掘
り
込
み
面
の
検
出
を
行
っ
た
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
な
調
査
か
ら
、
経
石
が
納
経
さ
れ
て
い
た
主
体
部
は
、
現
在
の
地
 
 

表
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
前
後
の
地
点
よ
り
掘
込
ま
れ
た
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
の
 
 
 

築
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
規
模
は
確
認
さ
れ
て
い
る
面
で
一
メ
ー
ト
ル
六
〇
セ
ン
チ
 
 

メ
ー
ト
ル
の
値
を
計
る
こ
と
が
で
き
た
。
 
 
 

経
塚
内
の
経
石
は
、
調
査
時
に
は
、
す
で
に
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
抜
き
と
ら
れ
 
 

て
い
た
が
、
発
見
者
の
話
な
ど
を
総
合
す
る
と
土
塊
中
心
部
に
大
き
い
経
石
（
一
 
 

切
経
石
）
を
耽
き
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
形
で
多
数
の
小
石
（
一
字
一
石
経
）
が
納
 
 

経
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
 
 

謁
惑
 
 
 
 
 
 
 
 
 
∃
「
「
一
n
「
ヨ
」
」
］
［
H
［
コ
」
冨
J
「
罰
 
 

錨
 
 

二 二     」■  

遺跡と周辺地城（1／7，500）   

19  



イ
一
字
一
石
経
 
 
 

判
読
で
き
た
も
の
の
う
ち
、
現
在
知
ら
れ
て
い
な
い
不
明
文
字
（
書
き
損
 
 
 

じ
、
あ
る
い
は
読
み
違
い
を
含
む
）
を
除
き
、
数
量
の
多
か
っ
た
文
字
か
ら
 
 
 

経
典
の
傾
向
を
知
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
今
回
回
収
し
た
経
石
ほ
 
 

あ
く
ま
で
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
全
体
比
は
判
読
で
き
た
六
、
一
六
九
個
 
 

の
比
率
で
あ
る
。
 
 

出
土
遺
物
 
 
 

経
石
 
 
 

出
土
し
た
経
石
は
、
直
径
三
～
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
円
形
や
楕
円
 
 

形
の
川
原
石
で
あ
る
。
 
 
 

回
収
し
た
経
石
の
う
ち
、
判
読
可
能
な
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
 
 

一
字
一
石
経
 
六
、
一
六
九
伸
（
梵
字
一
個
、
不
明
字
一
四
個
を
含
む
）
 
 

多
字
多
石
経
 
 

五
四
一
個
 
 
 

合
 
計
 
 
六
、
七
一
〇
憫
 
 

若 尊 為 世 此 一 大 法 所 不  経 文   

56 57 59 59 62 62 63 67 67 68  個 数   

全  

0．90．91．01．01．01．01．01．11．11．1   休 比  
（％）   

⇔
 
土
器
類
 
 

納
経
主
体
部
周
辺
よ
り
若
干
の
土
師
及
び
陶
磁
器
片
が
出
土
し
た
。
 
 
 

い
ず
れ
も
小
破
片
で
あ
っ
た
が
、
時
期
及
び
器
形
が
推
定
で
き
る
も
の
に
次
の
 
 
 

よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。
 
 
 

ロ
 
多
字
石
経
 
 
 

判
読
で
き
た
経
石
を
文
字
の
書
き
方
に
よ
っ
て
類
型
化
し
、
統
計
を
取
る
 
 
 

と
次
の
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
、
左
記
の
中
に
は
、
文
字
が
消
え
て
い
て
判
 
 
 

読
で
き
な
い
面
を
も
っ
て
い
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
 
 

ハ
 
紀
年
及
び
人
名
を
有
す
る
経
石
 
 
 

出
土
し
た
経
石
中
、
紀
年
銘
や
経
経
に
関
係
す
る
人
名
を
記
し
た
も
の
が
 
 

確
認
さ
れ
た
の
で
次
に
あ
げ
て
お
く
。
 
 

発
 

正
恵
石
天
 
 

正
日
吉
 
 

D  C  B  A   
類  類  煩  頬  
（   （   （   （  

四 仁】          類  
へ  べ  面  面  

て  て  が  の  
の  の  
面  面  字  多  
が  が  で  字  

で  
字  字  の  他   ）  

面  
は  

計  型  
字 ）  

、）l  

個  
541  

数 比 率 （％）                                   100                                                                  84 16   

正
徳
三
条
己
年
 
 

歓
禅
順
喜
和
尚
 
 

†
止
月
士
口
巳
 
 

太
こ
舌
 
 

歓
禅
順
喜
和
尚
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○
石
田
川
式
土
器
台
付
蛮
胴
部
の
破
片
（
古
墳
時
代
前
期
）
 
 

○
 
 
〃
 
 

〃
 
脚
部
の
一
部
（
 
 
〃
 
 

）
 
 

○
 
 
〃
 
 

長
胴
護
の
破
片
 
 
（
古
墳
時
代
中
期
）
 
 

○
天
目
茶
碗
の
破
片
（
中
近
世
）
 
 

○
山
茶
碗
の
破
片
 
（
中
近
世
）
 
 

な
お
、
こ
れ
ら
の
破
片
を
含
む
す
べ
て
の
土
器
類
は
、
本
経
塚
の
構
築
と
直
 
 

接
結
び
つ
く
も
の
で
ほ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

五
、
ま
と
め
 
 
 

H
 
埋
納
さ
れ
た
経
典
に
つ
い
て
 
 

一
切
経
石
の
中
に
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
経
文
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
 
 
 

本
経
塚
の
経
典
は
法
華
経
で
は
な
い
か
と
推
定
し
、
実
際
の
経
典
と
照
合
し
て
 
 

み
た
。
す
る
と
左
記
の
よ
う
な
部
分
で
付
合
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
 
 

○
妙
法
蓮
華
経
欒
王
菩
薩
□
□
□
第
二
十
三
 
 

〇
云
何
遊
於
、
婆
婆
世
界
、
世
奪
 
 

○
妙
法
蓮
華
経
随
喜
功
徳
品
第
十
八
 
 
 

繭
時
弼
勤
菩
薩
摩
□
□
□
 
 

○
中
滅
忽
□
在
地
入
地
如
水
履
 
 
 

水
加
地
現
□
是
等
種
種
紳
□
 
 
 

令
其
父
王
心
□
…
…
 
 
 

□
等
口
口
走
…
…
 
 

○
百
千
万
億
、
阿
倍
祀
却
、
修
習
是
 
 
 

難
得
、
阿
舞
多
羅
三
貌
三
口
□
 
 

法
華
経
巻
八
妙
荘
厳
王
本
事
 
 

品
第
二
十
七
よ
り
 
 

法
華
経
巻
第
七
嘱
累
品
 
 

第
二
十
二
よ
り
 
 

法
華
経
巻
第
六
随
喜
功
徳
品
 
 

第
十
八
よ
り
 
 

法
華
経
巻
七
薬
王
菩
薩
本
 
 

事
品
第
二
十
三
よ
り
 
 

○
相
自
如
珂
月
歯
自
賛
密
常
有
光
明
膏
色
赤
好
 
 
 

如
頻
婆
葉
蘭
時
妙
荘
厳
王
讃
歎
仏
如
是
等
無
量
百
千
 
 
 

萬
億
功
徳
巳
於
如
来
前
一
心
合
掌
復
自
仏
言
世
方
未
奪
 
 
 

首
也
如
来
之
法
具
足
ロ
ロ
不
可
思
議
微
妙
功
徳
教
戒
所
 
 
 

行
安
□
快
善
我
従
今
日
不
復
自
□
D
行
不
生
□
見
惰
 
 
 

口
腹
意
諸
悪
之
心
説
是
語
□
□
□
而
口
俳
告
大
衆
於
意
 
 
 

云
何
妙
荘
厳
王
豊
異
人
乎
□
華
徳
菩
薩
是
多
浄
徳
 
 
 

夫
人
今
仏
前
光
照
荘
厳
相
菩
薩
是
哀
慰
妙
荘
王
及
話
 
 
 

者
属
故
於
彼
中
生
英
二
子
老
会
薬
王
菩
薩
葉
上
菩
薩
 
 
 

○
爾
時
釈
迦
牟
尼
仏
ロ
ロ
ロ
ロ
善
哉
□
□
D
□
□
□
□
□
 
 
 

今
多
所
衆
生
安
□
利
口
□
□
成
就
不
可
思
議
功
徳
深
大
口
 
 
 

ロ
ロ
久
遠
来
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
而
能
作
是
 
 
 

□
□
之
願
守
護
ロ
ロ
ロ
D
口
□
□
□
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
 
 
 

菩
薩
名
著
普
賢
若
有
受
持
読
詞
正
憶
念
□
□
 
 
 

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
知
是
人
則
見
釈
迦
牟
尼
仏
 
 
 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
知
是
人
供
養
…
…
 
 
 

所
覆
如
是
人
不
復
ロ
ロ
如
楽
□
□
□
□
□
□
 
 
 

手
筆
ロ
ロ
不
善
□
□
D
□
 
 

○
併
法
□
□
□
…
・
‥
 
 
 

人
典
後
口
□
…
…
 
 
 

口
□
二
子
典
四
高
二
千
人
倶
 
 

一
時
共
詣
彿
所
□
□
…
‥
 
 
 

…
…
‥
…
…
…
・
 却
住
一
面
□
時
 
 
 

彼
彿
為
王
説
法
□
教
利
害
 
 
 

王
大
歓
悦
、
［
］
時
妙
荘
厳
王
 
 
 

□
□
夫
人
解
頸
眞
□
□
格
 
 
 

直
百
千
以
散
併
上
□
虚
…
…
 
 

法
華
経
巻
八
 
 

妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
七
 
 

よ
り
 
 

右
に
同
じ
 
 

法
華
経
 
 

巻
八
 
 

巻
八
 
 

普
覚
書
薩
 
 

勧
発
品
 
 

第
二
十
八
 
 

よ
h
ノ
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⇔
 
龍
海
院
に
つ
い
て
 
 

こ
の
経
塚
は
龍
海
院
境
内
で
発
見
さ
れ
て
い
る
た
め
、
龍
海
院
と
の
係
わ
り
 
 
 

も
深
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
龍
海
院
の
成
立
と
発
展
に
つ
い
て
記
し
て
お
 
 
 

く
0
 
 寺

号
を
「
大
珠
山
是
字
寺
龍
海
院
」
と
言
い
、
徳
川
家
康
の
祖
父
松
平
清
廉
 
 
 

が
享
禄
三
年
（
一
五
三
〇
年
）
に
建
立
し
、
模
外
惟
俊
和
尚
を
開
山
と
す
る
寺
 
 
 

院
で
あ
る
。
 
 

由
来
に
よ
る
と
、
清
康
が
「
是
」
の
字
を
握
る
と
い
う
夢
を
見
た
の
で
、
不
 
 
 

思
議
に
思
い
、
学
僧
ら
に
尋
ね
た
が
わ
か
ら
ず
、
岡
崎
郊
外
の
大
沢
村
龍
漠
院
 
 
 

の
模
外
和
尚
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
「
是
の
字
を
分
け
る
と
日
・
下
・
人
と
な
 
 
 

る
。
こ
れ
を
握
る
と
い
う
こ
と
は
、
将
来
必
ず
天
下
を
取
る
と
い
う
こ
と
で
、
 
 
 

あ
な
た
か
、
そ
の
子
孫
が
実
現
す
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
占
っ
た
。
清
康
は
喜
び
、
 
 
 

模
外
和
尚
の
た
め
に
一
寺
を
建
立
し
、
龍
海
院
と
命
名
し
た
。
し
か
し
、
自
分
 
 
 

に
は
別
の
菩
提
寺
が
あ
っ
た
た
め
、
家
臣
酒
升
与
四
郎
（
後
の
正
親
）
 
に
命
じ
 
 
 

酒
井
家
の
菩
提
寺
と
し
た
。
 
 

清
康
の
孫
家
康
が
天
下
を
握
る
に
至
り
、
天
正
一
八
年
（
一
五
九
〇
年
）
酒
 
 
 

井
正
親
の
子
重
恩
は
川
越
城
主
と
な
り
、
龍
海
院
を
川
越
に
移
し
た
。
さ
ら
に
 
 
 

慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
年
）
重
患
が
転
封
し
て
前
橋
城
主
と
な
っ
た
の
に
伴
 
 
 

い
、
龍
海
院
を
前
橋
に
移
し
た
。
 
 

前
橋
の
龍
海
院
は
、
当
初
岩
神
に
建
立
さ
れ
た
が
、
正
保
四
年
（
一
六
四
七
 
 
 

年
）
火
災
に
遭
い
、
万
治
元
年
（
一
六
五
八
年
）
現
在
の
地
に
再
建
さ
れ
た
。
 
 

こ
う
し
て
、
酒
井
氏
は
九
代
一
四
八
年
間
前
橋
城
主
と
し
て
前
橋
蕃
を
支
配
 
 
 

し
、
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
年
）
姫
路
に
転
封
し
た
。
し
か
し
、
龍
海
院
は
そ
 
 
 

の
ま
ま
残
し
、
菩
提
寺
と
し
て
そ
の
後
も
酒
井
氏
の
墓
が
築
か
れ
、
合
わ
せ
て
 
 
 

十
六
代
の
蕃
主
が
葬
ら
れ
て
い
る
。
 
 

龍
海
院
は
、
酒
井
氏
の
庇
護
を
受
け
て
い
た
た
め
、
代
々
の
住
職
も
高
僧
を
 
 
 

拝
し
、
多
く
の
憎
が
修
業
し
て
い
た
。
ま
た
、
酒
井
氏
に
引
導
を
渡
し
た
住
職
 
 
 

は
爆
居
す
る
慣
わ
し
で
、
か
つ
て
は
市
内
の
源
英
寺
や
値
興
寺
は
龍
海
院
の
頗
 
 
 

居
寺
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
天
和
四
年
（
一
六
八
四
年
）
の
外
曲
輪
絵
図
に
は
、
 
 
 

参
道
南
に
隠
居
所
が
記
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

目
 
構
築
年
代
と
人
名
に
つ
い
て
 
 

こ
の
経
塚
は
、
四
の
H
で
記
し
た
よ
う
に
人
名
及
び
時
代
を
断
定
で
き
る
経
 
 
 

石
が
出
土
し
て
い
る
。
 
 

「
正
徳
三
年
 
正
月
吉
日
」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
七
一
三
年
、
つ
ま
り
、
江
 
 
 

戸
時
代
七
代
将
軍
家
継
の
頃
、
前
橋
は
酒
井
氏
七
代
親
愛
の
藩
政
の
頃
に
構
築
 
 

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

ま
た
、
「
歓
禅
順
吉
和
尚
」
ほ
龍
海
院
の
過
去
帳
に
よ
る
と
 
 

正
徳
二
年
壬
丙
年
九
月
 
 

歓
禅
順
喜
和
尚
 
当
合
下
亡
僧
 
 

菅
山
十
五
代
之
首
座
奥
州
産
也
 
 

と
記
さ
れ
て
お
り
、
龍
海
院
十
五
代
北
岸
敬
海
和
尚
の
下
で
修
業
し
て
い
た
僧
 
 

し
ゆ
そ
 
 

で
あ
り
、
死
亡
す
る
時
に
は
首
座
の
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 

当
時
の
龍
海
院
は
、
二
－
三
十
人
の
修
業
僧
が
お
り
、
首
座
と
は
、
そ
の
中
 
 

の
首
席
に
あ
た
り
、
時
に
ほ
衆
僧
の
導
師
と
な
る
者
の
こ
と
を
言
う
。
 
 

六
、
結
 
び
 
 

本
経
塚
は
、
歓
禅
順
喜
和
尚
が
死
亡
し
た
直
後
に
、
そ
の
追
善
供
養
の
た
め
 
 
 

に
、
龍
海
院
の
修
業
僧
ら
が
、
近
く
の
利
根
川
原
の
石
を
拾
っ
て
き
て
、
法
華
経
 
 
 

の
経
文
を
写
経
し
、
構
築
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

な
お
、
龍
海
院
に
は
歓
禅
順
吉
和
尚
の
墓
は
な
く
、
過
去
帳
に
記
さ
れ
て
い
る
 
 
 

以
外
の
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
通
常
、
和
尚
の
た
め
に
経
塚
を
築
く
こ
と
ほ
少
な
 
 
 

く
、
し
か
も
、
住
職
の
隠
居
所
の
す
ぐ
近
く
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
歓
禅
順
喜
 
 
 

和
尚
の
死
に
は
特
別
な
意
味
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
経
塚
が
構
築
さ
れ
た
と
考
え
 
 
 

ら
れ
る
が
、
資
料
が
な
く
、
そ
れ
を
解
明
す
る
ー
l
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
 
 

最
後
に
、
本
報
告
の
作
成
に
あ
た
り
、
協
力
・
指
導
助
言
下
さ
っ
た
龍
海
院
の
 
 
 

成
瀬
慧
安
住
職
、
釈
迦
尊
寺
の
山
崎
至
一
住
職
を
は
じ
め
と
す
る
方
々
に
紙
面
を
 
 
 

（
町
田
）
 
 

借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
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面担調所  

、 

・－㌔ 
槙 

1 1。  

0 は  
北、 遺  一前昭前  閑だ  

二 五市  

一＿．．  遺  
寺（ と 而鱒年社   跡  

．、  

境 

童彗 
寺 ら  之和’  る  

嘩憲  
、  

明ウ   ．、二つ小  南を  八十  伴 シ  
に通  年二   

う コ  

・ 

査 に  
日 ）  

第1図閑泉舶跡位置図曲  
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二
五
日
よ
り
 
 

調
査
の
運
び
 
 

と
な
っ
た
。
 
 

費
用
に
つ
い
 
 

て
は
、
立
見
 
 

建
設
負
担
に
 
 

よ
り
実
■
施
 
 

し
、
期
間
中
、
 
 

立
見
建
設
に
 
 

は
協
力
を
い
 
 

た
だ
き
、
三
 
 

月
九
日
に
全
 
 

て
の
作
業
を
 
 

完
了
し
た
。
 
 2

 
調
査
経
過
 
 

調
査
に
至
る
ま
で
の
経
過
 
昭
和
五
十
七
年
一
二
月
一
六
日
付
前
建
指
（
発
）
に
よ
 
 

り
市
建
築
部
建
築
指
導
課
か
ら
市
教
育
委
員
会
へ
 
「
埋
蔵
文
化
財
の
有
無
に
つ
い
 
 

て
」
の
協
議
書
が
提
出
さ
れ
た
。
市
教
育
委
員
会
は
一
二
月
一
八
日
現
地
踏
査
を
実
 
 

施
し
、
昭
和
五
十
七
年
一
二
月
二
二
日
内
（
収
）
の
文
面
で
「
多
量
の
土
師
器
片
の
 
 

散
布
が
認
め
ら
れ
、
地
形
的
に
も
周
辺
遺
跡
と
共
通
性
を
有
し
隣
接
す
る
事
か
ら
、
 
 

遺
跡
地
の
可
能
性
が
極
め
て
濃
い
」
旨
を
回
答
し
た
。
そ
の
結
果
、
工
事
主
体
者
で
 
 

あ
る
立
見
建
設
株
式
会
社
と
市
教
育
委
員
会
で
協
議
に
至
り
、
遺
跡
の
有
無
を
明
確
 
 

に
す
る
た
め
市
教
育
委
員
会
が
試
掘
を
実
施
す
る
事
と
な
っ
た
。
 
 
 

試
掘
調
査
は
二
月
一
六
日
井
野
・
前
原
、
二
名
の
職
員
が
急
遽
派
遣
さ
れ
た
。
現
地
 
 

調
査
の
結
果
、
住
居
跡
四
軒
・
構
跡
二
条
が
確
認
さ
れ
た
。
試
掘
結
果
に
基
づ
い
て
、
立
 
 

見
建
設
よ
り
発
掘
調
査
の
依
頼
書
と
発
掘
調
査
担
当
職
貞
の
派
遣
依
頼
書
が
提
出
、
 
 

受
理
し
二
月
 
 

□
表
土
掘
削
胃
冒
ヲ
ラ
ン
検
山
門
u
掘
り
下
げ
∩
〕
制
壷
m
捌
写
真
 
 

第3図 調 査 経 過  

3
 
層
 
序
 
 

図
示
し
た
層
序
は
、
試
 
 

掘
調
査
の
時
点
に
C
－
9
 
 

グ
リ
ッ
ド
内
で
作
成
し
た
 
 

も
の
で
あ
る
。
B
軽
石
は
 
 

見
ら
れ
な
い
が
Ⅰ
層
中
に
 
 

降
下
し
た
も
の
と
思
わ
れ
 
 

る
。
Ⅶ
層
ほ
七
〇
S
堆
積
 
 

し
て
お
り
、
下
部
に
は
黄
 
 

橙
色
の
堅
緻
な
砂
質
の
硬
 
 

化
層
が
発
達
し
て
い
る
。
 
 

4
 
遺
構
と
遣
物
 
 

調
査
に
よ
る
検
出
遺
構
 
 

の
数
は
、
古
墳
時
代
住
居
 
 

＋  

遺
物
整
理
は
翌
三
月
一
〇
日
よ
り
三
月
三
一
日
ま
で
実
施
し
報
告
の
作
成
を
行
っ
 
 

た
。
 
 

1層 〔灰褐色土〕耕作土。A軽石が10％。  
T層 〔黒色土〕FPあるいはC軽石が30～40％  
入る。固く締っている。  

皿眉 〔黒色士〕バミスは5％程度と少ない。姻  
色土ブロックが入る。  

Ⅳ周 〔褐色土〕小磯をわずかに混入する。  
V層 〔暗褐色土〕ローム粒子を65～70％と多量  
に含む。ローム・ブロックも見られる。  

Ⅵ層〔黒褐色土〕わずかに粘性を右し、シルト  
質である。バミスを含まない。  

Ⅶ層 〔暗黄褐色土〕ローム漸移層。  
Ⅶ層 〔黄補色土〕上部ローム層。  ＿＿   

第5図閑泉樋遺跡遺構分布図（一志）  第4図 土層断面図（‰）  
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跡
三
軒
、
奈
良
・
平
安
時
代
溝
跡
一
条
、
中
世
満
跡
一
条
で
あ
る
。
以
下
順
を
迫
っ
 
 

て
概
要
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
 
 

一
一
号
住
居
跡
（
第
6
～
8
図
、
図
版
五
）
 
 

遺
構
 
本
住
居
跡
ほ
B
・
C
－
1
0
卜
1
2
グ
リ
ッ
ド
の
全
体
層
序
第
Ⅳ
層
で
確
認
さ
れ
 
 

た
。
調
査
区
の
北
東
端
に
位
置
し
、
東
側
を
わ
ず
か
に
櫨
乱
を
受
け
て
い
た
他
は
極
 
 

め
て
通
存
状
態
ほ
良
好
で
あ
っ
た
。
ま
た
北
東
部
は
立
見
建
設
現
場
事
務
所
が
あ
っ
 
 

た
た
め
調
査
が
で
き
な
か
っ
た
。
平
面
は
、
南
北
四
・
二
六
m
、
東
西
四
・
三
四
m
 
 

を
測
り
、
主
軸
を
N
－
6
1
。
－
E
に
と
る
整
美
な
方
形
プ
ラ
ン
で
あ
る
。
確
認
面
か
ら
 
 

の
壁
高
は
、
東
壁
で
最
大
四
六
C
m
、
南
西
隅
で
最
小
二
九
C
m
を
計
測
し
、
平
均
三
六
 
 

∽
の
深
さ
で
あ
る
。
覆
土
は
六
層
に
細
分
で
き
、
2
層
に
多
量
の
軽
石
流
を
混
じ
え
 
 

る
黒
色
土
が
見
ら
れ
た
。
 
 

＝ 1屑 〔褐色土〕軽石（卓語間以下、FP？  
2層 〔暗梱色土〕軽モ；〔す1珊以下、FP  

紳
 

γ
㍉
、
ゎ
り
門
 
を
 

を多量に含み、また、ロームブロック（¢1～3c仇く○らい）を  
ブロック状に黒色の部分（軽石多し）あり。  少し含む。粘性ややあり。締っている  
を少量含む。P－ムブロック（¢5～20mく－らい）を少量とロ・－  3層 〔桐色土〕軽石（¢3m以下、FP？  

ム粒を多量に含む。I日出竃加重りなし  
4層 ［暗褐色土〕軽石（さl叩以下t FP  
し混入。粘性あり r2桝⊥サあ亡り。  

5層 〔暗褐色土〕軽石亡出¶ul・．PF  
6層 〔暗灰褐色土】軽了fくd3加1■1‾F．F  

絆りていない。  
を阜く企む（2層より少ない）。ロームブロックと焼土が少  
りl上ヤや吐い●  
少丑と．n→人ブロック少量を含む。粘性11少なく、蹄りたし。  
1‾正中皿合札砂を多く含む。粘性あり。抑りはあまり加、。  

1号住居跡カマド  
1層 〔黒褐色土居〕粒子は細かく締っている。粘性若干あり、CPらしきバミス軋3以下のものを3～5％  
含む。焼土粒子、ブロック、抑計■以下のものむオフサかに含む。  

2層〔褐色土層〕粒子は細かくあまり緋うていない。新作あり。バミスと、焼土粒子がわずかに入る。  
3層 〔赤禍邑土居〕純焼土居、わずかに灰層。  
4層 〔灰無土居〕純灰層。焼土プpック¢5耶以下、ラミナ状に入る。  
5層 〔赤褐色土居〕純焼土層。  

第6図1号 住 居 跡（施）  

床
面
の
構
築
層
位
は
全
体
 
 

層
序
第
Ⅵ
層
上
面
で
あ
り
 
 

ロ
・
－
ム
面
ま
で
は
達
し
て
 
 

い
な
か
っ
た
。
黒
色
土
で
 
 

全
体
に
亘
っ
て
貼
床
が
施
 
 

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
厚
さ
 
 

は
四
～
五
C
∽
を
測
る
。
床
 
 

面
の
堅
緻
な
所
は
、
カ
マ
 
 

ド
の
前
面
と
貯
蔵
穴
の
周
 
 

辺
が
特
に
著
し
か
っ
た
。
 
 

柱
穴
は
三
個
検
出
さ
れ
た
 
 

が
、
四
本
柱
と
考
え
ら
れ
 
 

る
。
P
l
～
n
の
径
は
三
五
 
 

c
m
前
後
を
測
り
、
深
さ
は
 
 

四
一
、
五
八
、
四
八
・
五
 
 

∽
で
あ
る
。
各
柱
穴
間
の
 
 

距
離
は
P
l
～
B
間
が
一
・
 
 

六
m
、
R
～
h
間
一
・
七
 
 

m
と
ほ
ぼ
平
均
に
穿
た
れ
 
 

て
い
る
。
ま
た
坑
内
か
ら
 
 

第
7
図
7
の
壷
が
倒
立
し
 
 

た
状
態
で
出
土
し
た
。
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第7図1号住居跡出土土器（宛）  
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第8図 住居跡出土遺物（宛）ト8・1号住、ト11・2号住、12－19・3号住出土  
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第1表1号住居跡出土土器観察表  

挿図番号  器種  法 量  器形の特徴  整 形（外 面）  整 形（内 面）  備  考   

18．6  
87・95・96・99・101・  

7－1  髄   7．4  上縦のハケメ、胴  102・104・112・114・117  

20．6   下横のハケメ。   ～119、完形、色調・  
浅黄橙色7．5YR8／6。   

17．8  

7－2  髄   6．5  上縦のハケメ、胴  

20．2   下横のハケメ。   。   浅黄橙色7．5YR8／4。   

17．5  

7一，3  褒  る。   胴へラナデ。   口辺1／2現存、色調・  

（9．2）   浅黄橙色7．5YR8／4。   

16．9  

7－4  褒  反する。   ハケメ。   へラナデ。   口辺部現存、色調・  

（5．7）   浅黄色2．5Y7／3。   

15．7  

7－5  要   7．5  粗雑な／、ケメ。   

23．2   橙色5YR7／6。   

19．6  

7－6  宣E  部が張る。   ラミガキ、胴へラ  

（6．3）   ミガキ。   ナデ。   明赤褐色5YR5／8。   

20．3  

7－7  臼  る。   へラケズリ。   へラナデ。   口辺部現存、P3内出土、  
色調・にぷい黄橙色  

（10．8）   10YR7／4。   

15．3  

7－8  蛮  する。   胴へラケズリ。   口辺部2／3現存、  

（10．8）   色調・黄色2．5Y8／6。   

底の作りは端精  登録番号55、  7－9  宜E  （5．2） 8．2   である。   ガキ、底へラナ  底部残存、色調・  
デ。   橙色5YR7／8。   

！．   口辺部1／3残存  7－10    9．0  口辺は外債し  口辺ヨコナデの後  口辺ヨコナデの後  登録番号5、    柑  6．0  口縁がやや垂直 気味になる。  晴文。  暗文。   口 色調・明赤褐 色  
2．5YR5／8∩  

小  13．8  口辺が外反す  口辺ヨコナデ後へ ラミガキ、胴へラ ケズリの後斜めの へラミガキ∩  口辺ヨコナデの後 へラミガキ、胴へ ラナデの後斜めの へラミガキ。  登録番号62・68・125、  8－1  襲  （11．2）  る。    1／2残存、色調・橙色 乙5YR6／8。   
8－2  境  18．7 （10．8）  内斜口辺を呈す る。  口辺ヨコナデ、胴  口辺ヨコナデ、胴  登録番号52上      へナケズリ。  へラナデ。  1／3残存、色調 ・明赤褐色  

2．5YR5／8。   

口辺ヨコナデ、胴  口辺ヨコナデ、胴  登録番号126、  

8－3    13  内斜口辺。         杯  5  へラケズリ。   暗文。   1／3残存、色調・  
極暗赤褐色5YR2／3。   

8ノーー4  1不  13．7 5  U  内斜口辺。   へラケズリの後ナ  へラ ミ ガキ（暗  1／4残存、色調・橙色  
デ。   口辺ヨコナデ、胴  口辺ヨコナデ、胴  登録番号9・15、                    文）。  2．5YR6／8。   

14．6  口辺ヨコナデ、胴  口辺ミガキ、胴ナ  登録番号60・62、  
8－5  杯  ニラケズリのナ後 ア 1／2残存、色調・橙色  

6．5   。   2．5YR6／8。   

－28－   



挿図番号  器種  法 量  器形の特徴l整形（外面）  整 形（内 面）   
備  考   

、 8－6  杯  14．0  内斜口辺。   口辺 ヨコナデ、胴  口辺ミガキ、胴暗  登録番号63、      〈、ラケスリの‘ナ  文。  14‾ 、  ・＝耶且  

2．5YR6／8。  

． 
へラナデ。   1／2牲拝．色調・明赤褐色  8－7  杯  1乙9 4．2  ・禦蝶．・・・  口辺ヨコナデ、胴   登却腑琴1、  2．5YR5／8。  

11．6  素縁口辺。  口辺部ヨコナデ、  口辺から胴暗文。  登録番号70、   
杯             8－8  胴へラケズリ。  完形、色調・橙色  

6．2  2．5YR6／8。   

（1）法量は口径・底径・高さの順で記載、（）は現存値、－は計測不能を示す。  

P
は
貯
蔵
穴
で
あ
り
、
円
形
を
呈
し
六
一
 
 

×
五
〇
用
、
深
さ
七
五
・
五
c
m
で
内
部
よ
 
 

り
土
器
片
が
三
〇
片
以
上
出
土
し
た
。
 
 
 

カ
マ
ド
は
東
壁
の
中
心
か
ら
や
や
南
側
 
 

へ
ず
れ
、
N
－
鮮
－
E
を
向
く
。
全
長
一
 
 

一
二
0
0
、
幅
八
四
用
、
焚
口
部
長
三
〇
C
m
 
 

燃
焼
部
長
三
八
川
、
煙
道
部
長
三
〇
∽
、
 
 

そ
れ
ぞ
れ
の
幅
ほ
三
〇
∽
、
四
八
C
m
、
三
 
 

〇
S
の
規
模
で
、
煙
道
部
ほ
壁
外
に
二
六
 
 

川
張
り
出
し
、
約
四
〇
度
で
立
ち
上
が
る
。
 
 

1
層
か
ら
5
層
が
覆
土
で
、
煙
道
部
に
厚
 
 

さ
一
〇
用
で
焼
土
が
充
填
し
て
い
た
。
カ
 
 

マ
ド
内
壁
は
じ
字
形
を
皇
し
、
ほ
ぼ
平
坦
 
 

な
火
床
面
が
見
ら
れ
た
。
支
柱
は
、
焚
口
よ
 
 

り
四
〇
C
調
の
位
置
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。
 
 

砂
質
凝
灰
岩
製
で
金
属
製
工
具
に
よ
っ
て
 
 

長
さ
一
八
∽
、
幅
八
川
、
厚
さ
六
c
m
の
三
 
 

角
柱
状
に
平
坦
な
整
形
が
見
ら
れ
る
。
 
 

ま
た
袖
部
も
同
質
の
石
材
が
用
い
ら
れ
、
 
 

右
袖
ほ
1
1
・
1
2
が
併
置
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
 
 

ぞ
れ
、
長
さ
三
〇
C
m
・
幅
一
五
∽
・
厚
さ
 
 

十
二
∽
で
あ
る
。
左
袖
に
用
い
ら
れ
た
8
 
 

も
同
様
の
法
量
を
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
工
具
 
 

に
よ
っ
て
平
坦
に
作
出
さ
れ
た
四
角
柱
を
 
 

呈
し
て
い
た
。
更
に
構
架
材
も
加
工
さ
れ
 
 

た
同
質
の
石
材
を
用
い
ら
れ
、
二
つ
に
割
 
 

れ
た
状
態
で
出
土
し
た
。
復
原
す
る
と
、
 
 

長
さ
五
五
∽
・
幅
二
五
∽
・
厚
さ
二
〇
C
m
 
 

の
四
角
柱
で
あ
る
。
掘
り
方
は
燃
焼
部
分
が
一
番
深
く
火
床
面
よ
り
一
〇
用
程
掘
り
 
 

込
ん
で
あ
っ
た
。
 
 

漬
物
の
出
土
状
態
 
遺
物
は
平
面
位
置
を
記
録
し
た
も
の
が
一
三
一
点
で
あ
り
、
そ
 
 

の
平
面
分
布
ほ
、
カ
マ
ド
と
貯
蔵
穴
の
位
置
す
る
南
東
隅
に
著
し
く
集
中
し
て
い
 
 

た
。
細
か
く
見
る
と
カ
マ
ド
南
側
に
集
中
す
る
も
の
と
南
壁
中
央
か
ら
東
に
集
中
す
 
 

る
二
ケ
所
の
ま
と
ま
り
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
A
と
B
と
略
称
す
る
。
垂
直
分
布
 
 

は
床
面
上
か
ら
十
C
m
内
外
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
個
体
別
に
追
う
と
甑
l
は
A
に
中
 
 

ハ
ケ
メ
が
見
ら
れ
る
。
凄
は
胴
中
位
に
最
大
径
を
有
し
四
対
一
で
ハ
ケ
メ
を
有
す
る
。
 
 

心
が
あ
る
が
、
B
か
ら
も
2
片
出
土
し
て
い
る
。
甑
2
ほ
B
に
分
布
す
る
が
A
に
l
 
 

片
見
ら
れ
る
。
3
の
頭
ほ
B
、
4
、
5
は
A
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
7
の
壷
は
坑
内
よ
 
 

り
倒
立
し
て
出
土
し
て
い
る
。
蛮
8
は
A
か
ら
2
片
B
か
ら
2
片
出
土
し
て
い
る
。
 
 

小
藩
1
は
A
、
碗
2
は
B
、
杯
は
3
、
4
、
5
、
8
が
A
よ
り
、
6
が
B
、
7
が
住
 
 

居
中
央
に
見
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
A
と
B
の
平
面
的
集
合
が
存
在
す
る
が
、
そ
れ
 
 

ぞ
れ
の
土
器
の
あ
り
方
か
ら
両
者
の
分
布
に
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
 
 

遺
物
 
出
土
遺
物
は
一
三
一
点
の
土
師
器
片
が
記
録
を
さ
れ
、
若
干
の
覆
土
が
含
ま
 
 

れ
る
。
復
原
さ
れ
た
個
体
は
図
上
復
原
を
含
め
て
甑
2
、
蛮
5
、
壷
2
、
柑
1
、
小
 
 

蛮
1
、
坑
1
、
杯
6
を
数
え
る
。
甑
ほ
胴
上
に
最
大
径
を
有
し
底
部
が
す
ば
ま
り
、
 
 
 

杯
は
内
斜
口
縁
の
も
の
が
5
個
体
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
遣
物
は
以
上
の
特
徴
 
 

か
ら
鬼
高
Ⅰ
式
に
含
ま
れ
、
六
世
紀
初
頭
に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
 
 

二
、
二
号
住
居
跡
（
第
8
・
9
図
、
図
版
五
）
 
 

遺
構
 
本
住
居
跡
は
B
・
C
－
6
～
8
グ
リ
ッ
ド
の
全
体
層
序
Ⅲ
層
で
検
出
さ
れ
 
 

た
。
検
出
さ
れ
た
三
郎
の
中
央
に
位
置
し
、
南
西
隅
の
上
面
を
わ
ず
か
に
二
号
備
に
 
 

切
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
良
好
な
遣
存
状
態
の
焼
失
住
居
で
あ
る
。
 
 

平
面
規
模
は
南
北
四
・
竺
ハ
m
、
東
西
四
・
九
二
m
で
あ
り
主
軸
を
N
－
研
－
E
 
 

に
と
る
や
や
南
西
コ
ー
ナ
ー
が
張
る
歪
ん
だ
方
形
プ
ラ
ン
で
あ
る
。
確
認
面
か
ら
の
 
 

壁
高
は
、
平
均
し
て
四
八
∽
と
深
い
。
覆
土
は
四
層
に
細
分
で
き
3
層
か
ら
多
量
の
 
 

焼
土
が
検
出
さ
れ
た
。
焼
土
は
壁
際
に
厚
く
堆
積
し
、
上
面
に
は
灰
屑
が
認
め
ら
れ
 
 

た
。
平
面
分
布
は
図
示
し
た
が
北
西
半
分
に
比
較
的
集
中
し
て
い
た
。
靡
土
と
と
も
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1
0
点
の
炭
化
材
が
床
面
上
に
見
ら
れ
、
C
l
が
最
も
遺
存
し
て
お
り
長
さ
三
〇
C
m
、
径
 
 

九
∽
の
丸
太
で
あ
り
、
こ
の
周
近
に
集
中
が
見
ら
れ
た
。
床
面
は
全
体
層
序
第
Ⅵ
層
 
 

上
面
に
構
築
さ
れ
ロ
ー
ム
面
ま
で
達
し
て
い
な
い
。
床
面
は
厚
さ
五
∽
で
貼
床
が
施
 
 

工
さ
れ
て
い
る
。
施
工
土
は
黒
褐
色
土
と
ロ
ー
ム
十
を
用
い
て
お
り
、
ロ
ー
ム
土
の
 
 

用
い
方
は
少
な
い
。
床
面
堅
緻
箇
所
は
南
東
部
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
は
概
ね
軟
質
で
 
 

厨子，／  

【D l  
⊥＝■■65mく工  凡例  

＝，一 焼 土  

も∴ 炭化材  
S一【   礫  

2m  

あ
っ
た
。
主
柱
穴
は
四
個
存
在
し
、
径
三
五
用
、
深
さ
四
八
珊
前
後
を
測
る
。
各
柱
 
 

穴
間
の
距
離
は
P
l
～
R
間
二
m
、
h
～
h
問
二
m
、
h
～
n
間
二
・
二
m
、
n
～
P
l
 
 

間
二
二
一
肌
と
や
や
歪
ん
で
穿
た
れ
る
。
R
は
貯
蔵
穴
で
あ
り
、
径
五
三
×
五
〇
用
 
 

深
さ
六
一
∽
の
規
模
で
あ
る
。
覆
土
の
中
に
焼
土
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
 
 
 

カ
マ
ド
は
東
壁
中
心
よ
り
や
や
南
へ
付
設
さ
れ
、
N
－
6
0
。
－
E
の
主
軸
を
示
す
。
 
 

1層〔椚…・lみ廣の軽石＝叩？）を語句．刺a昭ロームブロックあり．締りな有し粘性せ若干持つ0  
2層【掴ビ∵‖射挿甘日加．少量中ロ一人プ・】ソク、炭化物、焼土粒鹿含有し、やや粘性を有するD  
3層 化別姓ヒ川丑少†匝咋石、脚ヒ竹あり．締ってなく、ポロポ■I上崩れるD  
4層 L棚雷一．ヒ］ヰJ．ぃり即i．－－ムプロ・サ・房．捜土封を含み締りほない．  

貼床下1居〔黒褐色土〕非常にしまった細密土で、兼梱色p－ムブロック¢5em大を多卦こ混入するo CPと思われ  
るものな食む。  

2層〔暗榔出二1CP、ロームブロック、焼土粒子を混入する。比較的締りを有する。  
3層 〔p・一ム漸移層〕  
4居 〔ハードローム層〕  

A層〔赤褐色土〕¢1c爪大帝躍イヒ物、CP．死闘色慌プ叩ク孜び血色土ブ叩す（5｛大）を混入する。       B層〔黄褐色土〕焼土粒、椛明色灰粒子、勲仇－け中γタ（如一椚な絶入十も・洲舟lこ固く締っている0  
2号住居跡カマド1居〔褐色土居〕粒子はやや粗く、バミスを5～7％含む。若干焼土粒子が入る。やや粘性あり。比較的しま  

っている。  

2居〔黄灰白色土居〕粒子は細かく粘性あり。焼土粒子がやや入る。比較的しまっている。  
3居〔褐色土居〕世千Ilやや細かい。／ミミス 、焼土を7～川胱含む。  
3a層〔黒褐色土層〕和すほ細かく、しまっている。粘性若1一両す。バミス抑5～0・3珊を5～7％含む（CP  

？）壌土世干をⅠ・Iすかl二汗む。  

3b層〔JJ．tM色1淵〕肝召上附かく、しまっている。粘性若干有す。バミスを1～2％含む。¢1－0・5c爪大  
の焼土プロックを5～7％含む。  

4層 〔焼土層〕君T3層を有ナるが、ほとんど純焼⊥層。  
5居〔褐色土層〕粒子は細かく、粘性かなりあり。焼土ブロック10～20％を含む。しまりあり。  
6層〔灰黒色土居〕ラミナ状を呈する。焼土プpックを7～10％含む。  

第9図 2 号住居跡（兄）  

全
長
一
〇
八
川
、
幅
 
 

一
〇
九
用
、
焚
口
部
 
 

長
二
四
用
、
燃
焼
部
 
 

長
五
六
S
、
煙
道
部
 
 

長
二
」
ハ
珊
で
幅
は
、
 
 

三
八
川
、
四
〇
用
、
 
 

三
二
川
を
測
り
壁
外
 
 

に
三
九
∽
張
り
出
し
 
 

煙
道
は
約
六
〇
度
で
 
 

立
ち
上
が
る
。
カ
マ
 
 

ド
内
に
は
焼
土
が
多
 
 

量
に
見
ら
れ
、
ほ
ぼ
 
 

床
面
と
同
じ
高
さ
で
 
 

火
床
が
構
築
さ
れ
て
 
 

い
た
。
支
柱
は
出
土
 
 

し
な
か
っ
た
が
、
燃
 
 

焼
部
に
痕
跡
が
検
出
 
 

さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
 
 

れ
ば
、
焚
ロ
よ
り
四
 
 

〇
仰
の
所
で
あ
る
。
 
 

一
号
住
居
と
同
様
に
 
 

両
袖
、
構
架
材
に
砂
 
 

質
凝
灰
岩
の
切
石
が
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第2表 2号住居跡出土土器観察表  

■ 国番号  器種  法 量  器形の特徴  整 形（外 面）  整 形（内 面）  備  考   

8－9  杯  14．5  口辺■ほ聴両に立  口辺ヨコナデ、胴  口辺ヨコナデ、  登録番号6、    4．2  ち外桂せ有す る。  へラケズリ。  胴ナデ。  完形、色調 ・橙色  
2．5YR6／8。   

8－10  杯  13．4  口辺はわずかに  口辺ヨコナデ、胴  口辺ヨコナデ、  登録布卑1、    5．4  内債する。  ハケメ・へラケズ リの後ナデ。  胴暗文  完形、色調 ・橙色  
7．5YR7／G。   

8－11  杯  14  口辺は内債し外  口辺ヨコナデ、胴  口辺ヨコナデ。  登録番号フそ土、    4．5  稜を有する。  へラケズリ。   1／4残存、色調・ 橙色  
2．5YR6／8。   

用
い
ら
れ
て
い
た
。
右
袖
は
長
さ
三
八
 
 

川
、
幅
十
六
∽
、
厚
さ
一
一
用
、
左
袖
 
 

に
は
長
さ
四
三
川
、
幅
一
八
川
、
厚
さ
 
 

一
一
用
の
加
工
さ
れ
た
四
角
柱
の
用
材
 
 

が
先
端
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
た
。
構
架
 
 

材
は
二
つ
に
割
れ
て
お
り
、
復
原
す
れ
 
 

ば
長
さ
五
六
川
、
幅
二
〇
∽
、
厚
さ
一
 
 

一
仰
の
四
角
柱
で
あ
る
。
掘
り
方
は
、
燃
 
 

焼
部
分
が
一
番
深
く
火
床
面
よ
り
一
〇
 
 

用
は
ど
掘
り
下
げ
て
構
築
し
て
い
る
。
 
 

進
物
の
出
土
状
態
 
遺
物
は
主
な
も
の
 
 

と
し
て
杯
二
点
と
礫
七
点
、
炭
化
材
一
 
 

〇
点
で
あ
る
。
杯
9
ほ
カ
マ
ド
左
袖
に
 
 

も
た
れ
か
か
っ
て
出
土
し
、
杯
1
0
は
南
 
 

西
部
の
床
面
上
か
ら
直
立
し
て
出
土
し
 
 

て
い
る
。
そ
の
他
、
少
破
片
が
二
〇
数
 
 

片
出
土
し
た
が
接
合
も
見
な
い
。
 
 

遺
物
 
杯
9
ほ
須
恵
の
模
倣
杯
で
あ
り
 
 

明
瞭
に
外
稜
を
有
す
る
。
口
辺
は
直
立
 
 

し
、
器
高
も
浅
い
。
杯
1
0
は
底
に
木
端
 
 

状
の
工
具
痕
が
見
ら
れ
、
内
面
に
暗
文
 
 

が
施
さ
れ
る
。
形
態
は
9
と
異
な
り
外
 
 

稜
が
明
白
で
な
い
。
以
上
か
ら
鬼
高
Ⅰ
 
 

式
の
範
時
に
含
ま
れ
、
六
世
紀
中
葉
に
 
 

位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
 
 

三
 
三
号
住
居
跡
（
第
8
 
 

1
0
図
、
図
版
五
）
 
 
 

三
号
住
居
跡
は
B
・
C
－
3
～
4
グ
 
 

リ
ソ
ド
の
全
体
層
序
第
Ⅳ
層
で
確
認
さ
れ
た
。
調
査
区
の
西
に
位
置
し
、
南
側
半
分
 
 

は
二
号
満
跡
に
切
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
カ
マ
ド
部
は
新
し
い
壊
乱
を
受
け
て
い
た
。
 
 

平
面
形
は
、
重
複
を
受
け
て
い
た
が
柱
穴
の
配
置
か
ら
方
形
と
断
定
で
き
る
。
規
模
 
 

は
東
西
四
・
一
九
m
、
主
軸
は
N
－
ぱ
－
E
を
指
す
。
確
認
面
か
ら
の
壁
高
は
、
平
 
 

均
一
四
用
で
他
と
比
べ
て
浅
い
。
覆
土
は
二
層
に
細
分
で
き
た
。
床
面
の
構
築
層
位
 
 

ほ
全
体
層
序
の
第
Ⅷ
層
上
面
の
ロ
ー
ム
層
で
あ
る
。
床
面
ほ
地
床
で
あ
り
、
は
ぼ
平
 
 

坦
で
あ
り
、
カ
マ
ド
周
辺
が
固
く
踏
み
し
め
ら
れ
て
い
た
。
柱
穴
は
四
個
検
出
さ
れ
 
 
 

1居〔黒鳩邑土〕職階1～S■大の軽石を多量に含む。ローム粒を少量含む8  
z層〔無間色土〕悍イ沌多抽に含みtローム粒を若干、粘土ブロックを含む9  

第10図 3 号住居跡（届）  
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第3表 3号住居跡出土土器観察表  

図番号  器種  法 量  器形の特徴  整 形（外 面）  整 形（内 面）  備  考   

口辺ヨコナデ、胴  登録番号12、 口辺1／5残存、色調・浅  

8－12  髄  20．6  口辺が外反す  口辺ヨコナデ、胴         （8．5）  る。  へラケズリ。   へラナデ。   黄橙  
色10YR8／4∩  

直線的になる。  胴へラケズリ。  胴へラナデ。   胴下1／4残存、色調・浅  

2．5Y7／4n   登録番号5、  黄色  
8－14    15．5  口辺が内偵し外  口辺ヨコナデ、胴  口辺ヨコナデ、胴  豊頃番号1、   塊  5．2 10．9  稜を有する。  へラケズリ。  ナデ。  ほぼ完形、色 調・橙色  

7．5YR6／8。   

登録番号2、  

へラケズリ。   へラナデ。  8－15  杯  12．3  口辺が内偵し外  口辺ヨコナデ、底  口辺ヨコナデ、底   ほぼ葉形色調・にぷい    4．5  稜を有する。       フ亡／ヽ 橙色 7．5YR7／4。   
を有する。   

底へラナデ。   8－16  杯  11．5 u  口辺がやや垂直 気味に立ち外稜   口辺ヨコナデ、底  口辺部ヨコナデ、  登録番号6、 口辺1ノ6残存色調・明      へラケズリ。    黄褐色 10YR7／6。  
12．6  口辺が外反し、  口辺ヨコナデ底へ  口辺ヨコナデ、底  登録番号写3、  8－17  杯  4．0  外稜を有する。  ラケズリ。  へラナデ。  完形、色調 ・橙色  

3．75YR7／8。   

8．0  豊揮珊号2苫、  
ち卜がり、外面 に輪積症を残 す 

口辺1月現存、色調・に  8－18  小 鉢   （3．1）  外債 ぷい部将色  
10YR〈i′／屯   

登録番号フク土、  
完形、色調・橙色  8－19  土 型 l・「】 村  経 1．8 厚さ 0．5  土製品、ナデに よって仕上げら れる。  5YR6／6。   

（1）法量は口径・底径・高さの順で記載、（）は現存値、－は計測不能を示す。  

径
二
五
m
、
深
さ
三
五
川
平
均
を
測
る
。
柱
穴
間
の
距
離
ほ
一
・
七
m
前
後
に
 
 

設
定
さ
れ
て
い
る
。
R
ほ
貯
蔵
穴
で
あ
り
、
横
長
の
長
方
形
を
呈
し
東
西
四
六
 
 

∽
、
南
北
三
九
用
、
深
さ
三
八
川
を
測
る
。
 
 
 

カ
マ
ド
は
主
要
部
分
が
撹
乱
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
て
い
る
た
め
、
不
明
な
部
分
 
 

が
多
い
が
、
わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
右
袖
は
六
〇
仰
の
長
さ
を
有
し
、
先
端
に
砂
 
 

質
凝
灰
岩
の
切
石
を
用
い
て
い
る
。
 
 

遺
物
の
出
土
状
態
 
 
 

杯
1
5
・
1
7
と
坑
1
4
ほ
カ
マ
ド
周
辺
の
床
面
上
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
遺
物
の
 
 

出
土
点
数
は
二
三
点
と
分
布
も
ほ
ぼ
カ
マ
ド
周
辺
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
 
 

遺
物
 
杯
1
5
は
外
稜
を
明
確
に
有
し
、
口
辺
が
内
傾
し
て
立
ち
上
が
る
。
杯
1
7
 
 

は
、
有
稜
杯
で
口
辺
は
外
反
を
す
る
。
1
6
は
破
片
実
測
で
あ
り
、
明
白
に
外
稜
 
 

を
有
し
や
や
内
懐
す
る
口
辺
を
有
す
る
杯
で
あ
る
。
碗
1
4
も
口
辺
が
内
傾
し
、
 
 

肥
厚
し
た
底
部
は
へ
ラ
ケ
ズ
リ
に
よ
っ
て
平
底
に
整
形
さ
れ
る
。
甑
1
2
・
1
3
と
 
 

も
破
片
実
測
で
あ
る
が
胴
が
直
線
気
味
に
伸
び
る
形
態
を
と
る
。
1
8
の
鉢
は
外
 
 

側
に
輪
積
痕
を
残
し
て
い
る
。
1
9
の
土
製
品
は
丁
寧
に
仕
上
げ
ら
れ
焼
成
も
良
 
 

好
で
あ
る
。
以
上
の
属
性
か
ら
鬼
高
∬
式
の
様
相
を
帯
び
、
六
世
紀
後
半
に
位
 
 

置
づ
け
ら
れ
る
。
 
 

四
一
号
満
跡
（
第
1
1
～
1
3
図
、
図
版
六
）
 
 

調
査
区
の
南
側
を
N
－
鮮
－
W
の
方
向
性
を
も
っ
て
東
西
に
走
行
し
調
査
区
 
 

域
外
に
延
長
す
る
。
1
～
3
ト
レ
ン
チ
の
概
要
を
追
っ
て
み
た
い
。
1
ト
レ
 
 

ン
チ
は
2
グ
リ
ッ
ド
内
に
長
さ
九
珊
幅
一
・
二
m
で
設
定
し
、
確
認
面
で
の
構
 
 

上
幅
五
m
、
下
幅
三
・
二
m
、
深
さ
一
二
一
肌
を
測
る
。
東
壁
土
層
断
面
図
で
 
 

見
る
と
上
幅
は
六
・
五
m
を
計
測
し
上
部
は
A
軽
石
層
に
よ
っ
て
撹
乱
を
受
け
 
 

て
い
る
。
溝
の
断
面
形
ほ
逆
台
形
を
呈
し
南
側
は
璧
直
線
的
に
立
ち
上
が
る
 
 

が
、
北
側
の
立
ち
上
が
り
は
凹
凸
を
有
す
る
。
2
ト
レ
ン
チ
ほ
、
ほ
ぼ
7
ラ
イ
 
 

ン
に
沿
っ
て
設
定
し
た
。
確
認
面
で
の
溝
上
幅
人
・
二
m
、
下
幅
四
m
、
深
さ
 
 

一
・
二
m
で
あ
り
、
東
壁
セ
ク
シ
。
ン
に
お
い
て
上
幅
七
m
、
深
さ
二
m
を
測
 
 32   



叫
・
二
 
 

▼l主  

1ト レンチ   

1層 〔10YR4／6、褐色］耕作土居。  
2層 〔10YR4／2、灰黄褐色〕粒子ほやや  
粗く、わずかに粘性を有し固く締って  
いる。¢0．2～3m大のA軽石が10～15  
％入る。かつての水田土である。  

3層 〔7．5YR4／4、褐色〕粒子は粗く粘性  
が弱く、締っているが、軽石のために  
ボソボソとしている。れ5～1．5m大  
のB軽石を40～50％含む。鉄分の凝集  
が顕著。  

4層 〔10YR3／2、黒褐色〕粒子は粗く粘  
性なく、締っておらずボソボソとして  
いる。腐蝕化したB軽石である。B軽  
石は¢1～1．5爪m大と均一である。  

4a層 ［5YR2／3、暗赤褐色・10YR3／1、黒  
褐色・2．5Y7／6、明黄褐色・10Y4／1、  
灰色）B軽石の純層。軽石は0．5～1．5  
狩川と粒径も均→であり上位lこもピンク  
火山灰〃下位に○青灰色火山灰●をラ  
ミナ状に含む。  

5層 〔7．5YR3／2、黒褐色〕粒子は細密  
で、粘性を有する。やや締っており、  
炭化物粒イ2～5m大を5％未満有す  
る。粒径1～5m大のバミスが7～10  
％入る。  

6層 〔10YR3／3、暗褐色〕粒子は細密で  
粘性を有ナる。やや締っており、炭化  
物粒¢2～5m大を5％未満含む。P  
－ム粒子は7～10％含まれる。バミス  
ほ¢3～5爪m大が・多く10～15％入る。  

7層 〔7．5YR4／3、褐色〕粒子ほ細密で粘  
性を有する。やや締っており、炭化物  
粒は2％未満含まれる。ローム粒・ブ  
ロック（¢5爪印・30～50Ⅷ大）は北に  
行くにつれ増加し7～10％入り、少な  
いところで5％程度である。  

8層 〔10YR5／8、黄褐色〕粒子ほ細密で  
やや粘性を右する。ローム土の流入居  
である。ローム粒が50～60％を占め  
る。／ミミスは5％未満と少ない。炭化  
物粒は認められない。  

ぬ層 大局的には8層と同一居であるが、亜  
周としたのは、P－ムブロック（¢1  
e爪大）が20～30％占めるためである。  

し
 ■
 3トレンチ  

9層 〔10YR3／2、黒褐色〕粒子は徴密でや  
やシルト気味である。ローム粒の流入  
は上位のみみられ 5～7％程度であ  
る。軽石粒もはとんどなく、わずか数  
％存在する。粘性を有し引き締る。  

9a層 〔7．5YR3／2、窯場色〕粒子は細密で  
あり、粘性を有する。亜層としたのは、  
ローム粒、ロームブロックを含むこと  
や、CPかFPの軽石粒¢2～5府を  
10～15％含むためである。  

9b周 〔7．5YR3／2、黒褐色〕大局的にほ9  
aと同→であるが、ロームブロックを  
含んでいない。  

10層 〔5YR5／6、黄褐色〕炭化物居と焼土層に分かれる。上部  
に炭化物がラミナ状に入る。炭化物層の中より獣骨片が出土  
している。  

11層 粒子ほ徴密で、粘土質化しており、極めて粘性を有する。軽  
石はCP又ほFPの二次堆積と思われるが、¢5m以下のロ  
ーム粒子を5～7％含む。やや固く締っている。  

12層 〔10YR3／3、暗褐色〕粒子は細密であり、粘性を有する。  
固く締っている。バミスほ¢3四大が5～7％入る。CP又  
はFPの二次堆積。  

13層 〔7．5YR3／2、黒褐色〕粒子は徴密で粘土化している。固く  
締っており、極めて強い粘性を有する。軽石粒ははとんど入  
らない。¢0．1～0．5耐大のロ→ム粒子が数％入る。  

14層 〔10YR6／8、明黄桐色〕ローム流入土、砂質化したローム  
層が北から多量に流れ込んでおり、17層と対比できる。粒子  
Il砂質で、数％の黒色土をブロック状に含む。粘性はなく、  
やや締っている。  

ヰ隅  

第11図1～3トレンチにおける1号謂跡（宛0）  

0  50cm  

第12図 B軽石層の細部（易）  

15層〔2．5Y5／4、にぷい黄褐色〕粒子ほ細密で粘性を有し、軽石ははとんど入らない、また、ローム粒子が数％入っている。締っている。  
16層〔10YR4／4、褐色〕粒子ほ細密であって粘性を有する。他山土により形成され、軽石は入っておらず、下部に行くとローム漸移層となる。  
17層 〔2．5Y6／8、明黄褐色〕ローム他山により形成されており、軽石ほ見られない。粒子は敵密で粘性あり。締っている。  
18層〔2．5Y6几にぷい黄歴邑）ロームがコーチイクを受けた感じから、極度忙届い居となった砂質の敵化居である。掘の底面から安山岩質の直0～20叩  
大の円礫が10数個検出されている。  
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第4表1号溝跡出土遺物観察表  

挿図番号  器種l法量   器形の特徴  整 形（外 面）  整 形（内 面）  備  考   

登録番号フク土、  

13－1  杯ll…；…   皆護盟階す る。  底部左回転糸切痕。 回転ヨコナデ。  回転ヨコナデ。  釘1残存、色調・浅黄橙色  
7．5YR8／4、酸化焼成、  
＝■■－・   

13  
登録番号7ク土、  
底部火Ⅲ、色調・韻粥橙  13－2  高 台 塊   7．0 （4．4）  休部は内管気味 に立ち、口縁が 井底する。  底部回転糸切の 色7．5YR8／4、恒化曲軋  
胎土密。   

1／4残拝、色調・黒褐色2．5  13－3  塊  11．1 （3．9）  体部は外債し、 口縁がやや外反 する。  回転ヨコナデ。  回転ヨコナデ。  登録番号フク土、  Y3／1、頼化焼成、 胎土密。   

登録市坪フク土、  
底部l／2残存、色調黄灰  13－4  r可 ノゝ 口 塊  （2．3） 6．5  底部中央に径1 c肌厚さ2mの突 起を有する。  底部右回転糸切の 後高台を付す。 回転ヨコナデ。  回転ヨコナデ。  色2．5Y4／1、酸化焼成、  
胎士密。   

13－5  羽 釜  22．4 （3．5）  口辺は内懐し、 口唇も内偵する。 鍔は水平にのび る。  回転ヨコナデ。  回転ヨコナデ。  登録番号16、 色調・灰白色 5Y7／1、  
還元焼成、胎土密。   

回転ヨコナデ。 口に忙よる  回転ヨコナデ。  登録番号14、  
唇桶劃  

口辺は外反す  色調・灰色N6／  13－6  棄  24．5  須恵器。             （8．0）  る。  みと口辺に榔措波 状文が一帯施文。  還元焼成、胎土密。   

素文、ナデ。や子≠  ・フク」二、  

る。   布目。   

d  瓦  厚さ 2．8  軒平瓦。  の刻字が見られ   布目d・≠子㊦の刻 字。   間色2．5Y5／1、 」揖圭塑L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 7、  
13－8  瓦  厚さ 1．4  平瓦。   こ也5Y6ノ1、  

、胎士幣。  

平瓦。  

純叩き目。   布目。   
フク土、  

13－9  瓦 厚さ  1．6  白色N7／、  
、胎土密。  

板状の叩き目。  同心円状の叩き 目。  登録番号4、 色調・灰色5Y／5 還元焼成、胎土密。   13－10  葉  厚さ 0．8  須恵器。  
の後ナデが5条見  色調・灰色5Y／5、  13－11     須恵器。   平行沈線の叩き目  同心円の叩き目。  畜扉看官行二  還元焼成、胎土密。   

（1）法量は口径・底径・高さの順で記載、（）は現存値、－は計測不能を示す。  

る
。
断
面
形
は
道
台
形
状
を
呈
し
、
南
側
は
4
2
。
で
直
線
的
に
 
 

立
ち
上
が
り
、
北
側
は
凹
凸
が
多
い
。
3
ト
レ
ン
チ
は
1
0
グ
 
 

リ
ッ
ド
内
に
位
置
し
、
確
認
面
で
の
構
上
幅
五
・
九
m
、
下
 
 

幅
三
・
二
m
、
深
さ
一
・
三
m
で
あ
り
、
道
台
形
状
を
呈
し
 
 

南
側
は
げ
に
直
線
的
に
立
ち
上
が
る
が
、
北
側
は
凹
凸
が
多
 
 

い
。
東
壁
セ
ク
シ
ョ
ソ
に
お
い
て
南
の
立
ち
上
が
り
は
調
査
 
 

区
域
外
に
延
び
る
た
め
上
幅
は
六
m
を
超
え
、
深
さ
も
二
m
 
 

以
上
に
な
る
。
以
上
1
～
3
ト
レ
ン
チ
を
総
合
す
る
と
溝
の
 
 

上
幅
は
六
・
五
～
七
m
、
下
幅
三
・
二
四
m
、
深
さ
は
上
面
 
 

を
撹
乱
さ
れ
て
い
る
た
め
二
m
を
超
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
 

断
面
形
は
南
側
が
4
0
。
～
鮮
で
直
線
的
な
の
に
比
べ
、
北
側
が
 
 

著
し
く
不
整
を
呈
す
る
道
台
形
で
あ
る
。
各
ト
レ
ン
チ
の
セ
 
 

ク
シ
ョ
ン
を
見
る
と
北
扁
に
底
面
よ
り
六
〇
～
八
〇
∽
の
高
 
 

さ
で
ロ
・
－
ム
土
の
堆
積
が
厚
さ
四
〇
～
六
〇
C
m
で
存
在
し
て
 
 

い
る
。
堆
積
土
は
一
枚
の
三
角
堆
土
を
は
さ
ん
で
直
接
構
底
 
 

面
を
被
覆
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
北
側
も
当
初
は
直
線
的
 
 

に
整
形
さ
れ
て
い
た
が
、
土
砂
の
流
入
開
始
と
前
後
し
て
北
 
 

壁
が
崩
落
し
た
事
を
物
語
っ
て
い
る
。
 
 

覆
土
 
溝
を
覆
っ
て
い
る
土
は
大
局
的
に
一
三
層
に
細
分
が
 
 

で
き
た
。
第
1
1
図
3
～
5
層
は
B
軽
石
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
 
 

は
A
軽
石
を
含
ん
で
い
る
耕
作
土
で
あ
る
。
B
軽
石
は
第
1
2
 
 

図
で
示
し
た
如
く
一
次
堆
積
土
で
あ
る
。
B
軽
石
純
層
は
、
 
 

厚
い
所
で
五
〇
川
見
ら
れ
る
事
ほ
降
下
時
点
で
は
、
一
号
溝
 
 

跡
は
凹
地
で
あ
り
、
自
然
埋
没
が
完
了
し
て
い
な
か
っ
た
証
 
 

し
で
あ
る
。
ま
た
2
ト
レ
ン
チ
、
6
層
内
の
B
軽
石
底
面
よ
 
 

り
下
位
二
〇
∽
の
所
で
焼
土
、
灰
層
が
原
位
置
の
状
態
で
、
 
 

幅
二
m
に
亘
っ
て
、
更
に
下
部
の
1
0
層
は
多
量
の
獣
骨
片
 
 

（
サ
ル
・
シ
カ
）
と
伴
に
焼
土
・
灰
層
が
厚
さ
六
0
0
、
幅
二
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・
四
m
で
検
出
さ
れ
た
。
 
 

遺
物
の
出
土
状
態
 
1
ト
レ
ン
チ
か
ら
は
土
師
器
片
四
〇
数
片
、
須
恵
器
片
二
片
、
 
 

灰
粕
一
片
、
白
磁
一
片
、
布
目
瓦
三
片
出
土
し
て
い
る
。
上
の
層
か
ら
追
う
と
、
5
 
 

層
か
ら
杯
1
、
須
恵
嚢
1
1
、
6
層
よ
り
瓶
4
、
1
1
屑
よ
り
須
恵
聾
6
、
1
2
層
よ
り
羽
 
 

第14図 4トレンチの2号溝跡（リ20）  

釜
5
が
出
土
し
て
い
る
。
2
ト
レ
ン
チ
は
土
師
器
一
〇
数
片
、
1
1
層
よ
り
瓦
8
、
1
2
 
 

層
よ
り
ヌ
ラ
ッ
グ
が
出
土
し
て
い
る
。
3
ト
レ
ン
チ
か
ら
は
若
干
の
土
師
器
片
が
見
 
 

出
さ
れ
、
6
層
よ
り
高
台
付
坑
が
出
土
し
て
い
る
。
 
 

遺
物
 
杯
1
・
2
は
は
ぼ
浄
里
陣
場
遺
跡
4
期
の
土
器
と
共
通
す
る
書
か
ら
十
世
紀
 
 

前
半
に
 
 

第15図 2号溝跡ぐ‰）  

1居 〔灰褐色土〕耕作土居。  
2層 〔褐色土〕鉄分の凝集と思われるものが多い。しまりあり。粘性あり。  
3層 〔褐色土〕白色の軽石（≠3mく｝らい）が少量混じり、砂が多く混入している。鉄分の凝集が見られる。しまりがあ  
り、粘性がややある。  

4層 〔暗褐色土〕白色の軽石（直0耶以下）が少量混じり、炭化物と砂が少量混入している。固くしまっている。粘性あ  
まりなし。  

5層 〔黒褐色土〕砂を多く含む。しまりがあまりなく、粘性もない。  
6眉 〔黒褐色土〕粘性のある、粘土状の黒色土。  
7居 〔黒褐色土〕砂な多少含み、白色軽石（¢2I研以下）少量、炭化物少量を含む、聞くしまっている。粘性ややあり。  
8居 〔黒褐色土〕砂を少L含む。固くしまり、粘性はかなりある。  
9層 〔黒褐色土〕黄色と白色の軽石（¢2耶以下）を含み、また、砂を多く含んでいる。しまりがあり、粘性はややある。  
川椚 〔黒褐色土〕9よりも砂の量が多い。粘性なく、しまりあり。  
】1脚 〔窯場色土〕10よりも砂の量が多い。粘性なく、しまりあり。  
】宜tづ 〔暗灰褐色土〕砂の純層。しまりややあり。粘性なし。  
Ⅰ射サ 〔黒褐色土〕11と似ているがより砂が多い。しまりあり。粘性なし。  
川．づ 〔暗褐色土〕底部のロームと砂の泥土層。固くしまっている。粘性あまりなし。  
15L．1‡〔黒褐色土〕p－ムブロック（直0間以下）を多く含む。固くしまり、群占性が強い。  
l岬I〔黒褐色土〕ローム粒（1耶以下）を含む。しまりはあまりない。粘性はあまりない。  
17層 〔褐色土〕ロームの中に黒色土が少量混じった層。しまりあり。粘性あり。  

た
白
磁
 
 

碗
の
破
 
 

片
ほ
北
 
 

宋
代
の
 
 

中
国
陶
 
 

磁
で
あ
 
 

り
、
時
 
 

期
は
九
 
 

～
十
世
 
 

紀
代
に
 
 

位
置
づ
 
 

け
ら
れ
 
 

下
総
国
 
 

分
寺
例
 
 

に
類
似
 
 

す
る
。
 
 

7
は
吉
 
 
 

出 下軽  
土 か 石  
し ら 直  

位
置
づ
 
 

け
ら
れ
 
 

る
。
B
 
 



第5表 2号帯跡表採遺物観察表  

挿図番号  器種  法 量  器形の特徴  整 形（外 面）  整 形（内 面）  備  考   

2号蒔  須恵器。  格子 目状の叩き  同心円状の叩き  登録番号5、   色調・灰色5Y5／1、  
13－12   還元焼成、胎土密。   

2号帝  縄文式土器。  縦位沈線と磨消耗  胴へラケズリ、  登録番号1、底1／3残存、  
小形の浅い台付  文。縄文原体L R 色調・橙色7．5YR7／6、  

13－13  鉢  5．5     。   加曽利E式。   

表採   九瓦破片。   素文、指によるナ  布目。   登録番号表採、  
瓦  厚さ  デ。  

色調・橙色25YR6／8   
13－14  1．6  酸化焼成。   

（1）法量は口径・底径・高さの順で記載、（）は現存値、－ほ計測不能を示す。  

井
周
辺
生
産
が
考
定
で
き
九
世
紀
、
 
 

9
は
顕
著
な
面
と
り
調
整
か
ら
秋
間
 
 

刈
稲
瓦
窯
址
が
考
え
ら
れ
国
分
寺
瓦
 
 

の
生
産
を
行
っ
て
い
る
事
か
ら
八
世
 
 

紀
の
後
半
に
置
か
れ
る
。
6
の
聾
は
 
 

形
態
、
胎
土
か
ら
六
世
紀
代
、
東
海
産
 
 

の
考
え
が
ほ
ぼ
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
 
 

以
上
、
断
片
的
な
資
料
に
す
ぎ
な
い
 
 

た
め
憶
測
の
域
を
脱
し
な
い
が
六
～
 
 

十
一
世
紀
の
遺
物
が
見
ら
れ
た
。
 
 

五
 
二
号
遺
跡
 
（
第
1
3
～
1
4
 
 

図
、
図
版
六
）
 
 

一
号
溝
と
は
ば
並
行
に
N
－
8
5
。
－
 
 

W
に
走
行
し
調
査
区
域
外
に
延
び
 
 

る
。
三
号
住
居
跡
を
切
っ
て
構
築
し
 
 

て
お
り
幅
三
・
三
m
、
深
さ
〇
・
五
 
 

m
前
後
で
あ
る
。
3
ト
レ
ン
チ
北
端
 
 

で
見
る
と
南
側
の
立
ち
上
が
り
は
3
0
。
 
 

を
も
っ
て
直
線
的
で
あ
る
。
底
面
は
 
 

平
坦
に
作
出
さ
れ
て
お
り
、
幅
一
肌
 
 

前
後
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
覆
土
に
 
 

は
テ
フ
ラ
は
見
ら
れ
な
い
。
遺
物
は
 
 

二
〇
数
片
出
土
し
て
い
る
が
、
後
に
 
 

混
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
 
 

た
、
4
ト
レ
ン
チ
1
2
磨
か
ら
馬
歯
片
 
 

の
出
土
が
あ
る
。
構
築
時
期
ほ
決
定
 
 

で
き
る
資
料
を
欠
い
て
い
る
た
め
中
 
 

～
近
世
と
し
て
お
き
た
い
。
 
 

5
 
ま
と
め
 
 

1
、
住
居
跡
は
三
軒
検
出
さ
れ
、
出
土
し
た
土
師
器
か
ら
一
・
二
号
住
居
跡
ほ
鬼
高
 
 

3
、
住
居
は
一
号
住
が
N
－
6
1
。
－
E
、
二
号
住
肝
I
E
、
三
号
住
1
3
。
－
W
の
主
軸
を
 
 

Ⅰ
式
に
、
三
号
住
居
跡
は
鬼
高
Ⅰ
式
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
 
 

2
、
住
居
跡
の
特
徴
を
列
記
す
る
と
、
方
形
プ
ラ
ン
、
四
木
柱
穴
、
切
石
を
用
材
と
 
 

し
た
カ
マ
ド
、
カ
マ
ド
の
右
に
付
設
す
る
貯
蔵
穴
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
中
で
砂
質
 
 

凝
灰
岩
の
竃
用
材
ほ
鳥
羽
Ⅱ
遺
跡
（
巾
一
九
八
二
）
で
報
告
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
 
 

質
で
あ
る
。
鳥
羽
Ⅰ
遺
跡
と
本
遺
跡
の
直
線
距
離
一
触
か
ら
考
え
て
搬
入
も
想
定
さ
 
 

れ
る
が
、
染
谷
川
周
辺
の
前
橋
台
地
上
に
は
採
掘
可
能
地
が
存
在
す
る
事
か
ら
、
供
 
 

給
先
は
鳥
羽
Ⅱ
遺
跡
周
辺
と
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
鬼
高
Ⅰ
式
の
段
階
で
す
で
に
 
 

用
材
と
し
て
使
用
さ
れ
以
来
平
安
時
代
に
至
る
ま
で
の
長
期
に
亘
っ
て
砂
質
凝
灰
岩
 
 

が
用
い
ら
れ
る
事
が
他
遺
跡
事
例
を
含
め
て
判
明
し
た
。
 
 
 

指
し
、
土
師
器
の
流
れ
を
援
用
す
れ
ば
東
か
ら
北
へ
の
変
化
、
す
な
わ
ち
一
号
l
二
 
 

号
l
三
号
住
と
い
う
変
遷
が
認
め
ら
れ
、
東
カ
マ
ド
＋
東
南
円
形
貯
蔵
穴
l
北
カ
マ
 
 

ド
＋
北
東
横
長
方
形
貯
蔵
穴
の
図
式
が
得
ら
れ
る
。
カ
マ
ド
構
築
材
は
一
～
三
号
住
 
 

と
も
砂
質
凝
灰
岩
の
切
石
で
あ
る
。
 
 

4
、
本
遺
跡
地
は
国
府
推
定
域
と
一
部
重
複
を
す
る
区
域
で
あ
る
。
こ
う
し
た
歴
史
 
 

環
境
を
踏
ま
え
て
言
方
溝
跡
に
つ
い
て
解
釈
を
深
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
回
は
 
 

明
確
な
時
代
決
定
を
下
せ
る
資
料
を
欠
い
て
い
る
た
め
断
定
を
下
せ
な
い
が
一
号
溝
 
 

跡
は
ほ
ぼ
東
西
で
あ
る
N
－
絆
－
W
に
走
行
し
、
上
幅
七
m
、
下
幅
四
m
、
深
さ
二
 
 

m
前
後
、
今
回
の
調
査
区
域
内
で
長
さ
四
〇
m
検
出
さ
れ
、
更
に
延
長
す
る
。
B
軽
 
 

石
ほ
自
然
埋
没
が
完
了
し
な
い
時
期
に
降
下
し
、
底
部
よ
り
一
二
一
肌
の
高
さ
に
緩
 
 

や
か
な
レ
ン
ズ
状
堆
積
が
認
め
ら
れ
た
。
遣
物
は
断
片
的
な
た
め
危
倶
を
ぬ
ぐ
い
さ
 
 

れ
な
い
が
、
瓦
、
須
恵
器
類
は
八
～
九
世
紀
代
に
集
中
し
、
土
師
器
類
は
十
～
十
一
 
 

世
紀
代
に
ま
と
ま
り
、
よ
り
前
者
が
下
部
の
層
よ
り
出
土
の
傾
向
が
指
摘
で
き
る
。
 
 
 

最
後
に
獣
骨
に
つ
い
て
は
宮
崎
重
雄
氏
、
鳥
羽
＝
遺
跡
に
つ
い
て
は
巾
隆
之
氏
、
 
 

瓦
に
つ
い
て
大
江
正
行
氏
の
御
教
示
を
得
、
図
版
作
成
に
あ
た
っ
て
は
加
部
二
生
民
 
 

（
前
原
 
豊
）
 
 

の
協
力
が
あ
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
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芳
賀
団
地
遺
跡
整
理
報
告
（
第
二
年
度
）
 
 

芳
賀
団
地
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
、
八
年
余
り
の
年
月
を
か
け
て
、
昭
和
五
十
五
年
 
 

度
に
終
了
し
た
。
当
遺
跡
は
北
部
団
地
遺
跡
（
嶺
・
勝
沢
・
小
坂
子
町
、
四
八
・
四
 
 

十
九
年
度
 
六
加
）
・
西
部
団
地
遺
跡
（
鳥
取
・
五
代
・
小
神
明
町
 
五
〇
年
度
 
 

二
・
五
加
）
・
東
部
団
地
遺
跡
（
鳥
取
・
小
坂
子
・
五
代
町
 
五
十
一
～
五
十
五
年
 
 

度
 
三
三
如
）
か
ら
な
り
、
縄
文
時
代
（
竪
穴
式
住
居
跡
約
一
〇
〇
他
）
・
古
墳
・
 
 

奈
良
・
平
安
時
代
（
古
墳
三
六
・
竪
穴
式
住
居
跡
ヒ
0
0
、
掘
立
柱
建
物
跡
約
二
〇
 
 

〇
、
製
鉄
遺
構
一
四
以
上
他
）
の
遺
構
や
、
中
・
近
世
の
城
館
址
・
墓
横
（
約
二
〇
 
 

〇
）
等
総
数
一
七
四
〇
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
広
い
面
積
の
台
地
全
体
 
 

を
面
的
に
調
査
し
た
例
は
、
県
内
は
も
と
よ
り
全
国
に
も
な
く
、
そ
の
調
査
報
告
は
 
 

極
め
て
重
要
な
も
の
と
な
ろ
う
。
 
 
 

調
査
終
了
翌
年
の
五
十
六
年
度
か
ら
は
整
理
作
業
に
着
手
し
、
第
一
冊
（
五
分
 
 

冊
）
の
報
告
書
の
刊
行
を
昭
和
五
十
八
年
度
に
予
定
し
て
い
る
。
整
理
に
当
っ
て
は
 
 

遺
跡
の
性
格
及
び
整
理
の
難
易
を
考
慮
し
て
、
最
新
の
調
査
地
＝
東
部
団
地
遺
跡
か
 
 

ら
着
手
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
後
北
部
団
地
遺
跡
・
西
部
団
地
遺
跡
の
順
に
整
理
す
 
 

る
方
針
が
た
て
ら
れ
た
。
報
告
書
は
東
部
団
地
遺
跡
三
冊
・
北
部
団
地
遺
跡
と
西
部
 
 

団
地
遺
跡
が
各
々
一
冊
の
五
分
冊
㌧
し
、
昭
和
六
十
二
年
度
を
め
ど
に
順
次
刊
行
し
 
 

て
い
く
計
画
で
あ
る
。
こ
の
整
理
作
業
は
社
会
教
育
課
文
化
財
保
護
係
分
室
（
元
総
 
 

社
南
小
敷
地
内
で
行
な
わ
て
い
る
。
ま
た
昨
年
の
一
〇
月
三
〇
目
に
は
、
当
遺
跡
の
 
 

発
掘
調
査
に
携
わ
っ
た
旧
社
会
教
育
課
文
化
財
保
護
係
職
員
に
も
集
ま
っ
て
い
た
だ
 
 

き
、
整
理
及
び
刊
行
計
画
に
つ
い
て
の
意
見
の
交
換
を
行
っ
た
。
 
 
 

現
在
、
鋭
意
整
理
中
の
東
部
団
地
遺
跡
は
、
谷
地
に
ほ
さ
ま
れ
た
三
つ
の
台
地
か
 
 

ら
な
る
が
、
ペ
ー
ジ
数
の
配
分
と
遺
跡
内
容
の
ま
と
ま
り
を
考
え
て
、
表
の
よ
う
に
 
 

三
分
冊
の
内
容
を
考
え
た
。
こ
の
う
ち
第
一
冊
の
刊
行
を
昭
和
五
十
八
年
度
に
予
定
 
 

し
て
い
る
。
第
一
冊
の
昭
和
五
十
七
年
三
月
現
在
に
お
け
る
整
理
作
業
の
進
行
状
況
 
 

は
、
遺
物
実
測
約
六
〇
％
、
遺
構
及
び
遺
物
の
墨
入
れ
約
6
0
％
が
終
了
し
て
い
る
。
 
 
 

次
に
弟
一
冊
で
取
り
上
げ
る
部
分
に
限
定
し
て
、
い
ま
だ
整
理
途
上
で
は
あ
る
が
、
 
 
 れ

、
ま
っ
た
く
な
い
所
も
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
掘
立
柱
建
物
跡
を
持
 
 

た
な
い
集
団
は
最
後
ま
で
竪
穴
住
居
跡
が
続
く
の
に
対
し
て
、
持
つ
集
団
は
竪
穴
住
 
 

居
跡
の
大
部
分
が
途
中
（
一
〇
世
紀
前
後
）
で
な
く
な
る
か
少
な
く
な
る
こ
と
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

後
者
の
集
団
で
遺
跡
全
体
を
東
西
南
北
縦
横
に
張
り
め
ぐ
ら
し
て
い
る
満
の
一
部
 
 

を
取
り
入
れ
て
四
方
に
区
画
し
て
い
る
所
が
あ
る
。
こ
の
満
と
竪
穴
住
居
跡
の
重
複
 
 

関
係
か
ら
清
の
年
代
を
推
定
す
る
と
、
一
〇
世
紀
前
後
の
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
 
 

掘
立
柱
建
物
跡
を
持
つ
集
団
で
竪
穴
式
住
居
跡
が
消
え
る
か
激
減
す
る
時
期
と
溝
の
 
 

出
現
す
る
時
期
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

以
上
の
様
な
事
実
か
ら
、
芳
賀
東
部
団
地
遺
跡
の
庚
台
地
の
真
間
期
以
降
の
集
落
 
 

で
は
、
一
〇
世
紀
前
後
を
境
と
し
て
、
掘
立
柱
建
物
跡
が
集
落
の
中
心
的
建
物
と
な
 
 

り
、
そ
の
内
勢
力
の
強
い
集
団
は
四
至
を
満
で
区
画
し
、
弱
い
集
団
は
掘
立
柱
建
物
 
 

を
持
た
な
い
と
い
う
図
式
が
推
定
で
き
る
。
以
上
、
推
駁
で
あ
る
が
、
更
に
今
後
の
 
 

（
唐
澤
）
 
 
 

整
理
・
検
討
の
結
果
を
待
ち
た
い
。
 
 

第一m  縄文時代    古 墳・奈 良・平 安        中・近世  備 考   耶 穴 』L  ビ ツ 口 「  ■し の ㌣  ＿旦＿ l     製 鉄  ビ ツ ト  滞  そ の 盤＿       1司1司    5】  33     東台地  第二冊          313  13司 6    39        第三冊  5車0   ロ  l    「t‾         弼T‾‾‾‾‾‾‾「 坑切卜井戸279  

芳
賀
東
部
団
地
遺
跡
の
性
格
に
つ
い
て
見
通
し
を
含
め
て
若
干
 
 

ふ
れ
て
み
た
い
。
古
墳
時
代
の
竪
穴
式
住
居
跡
は
大
部
分
が
石
 
 

田
川
期
（
古
墳
時
代
前
期
）
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
後
集
落
は
途
 
 

絶
し
、
横
穴
式
古
墳
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
真
間
期
（
奈
 
 

良
時
代
）
に
な
る
と
再
び
竪
穴
式
住
居
跡
が
出
現
し
、
国
分
期
 
 

の
終
末
（
一
一
世
紀
代
）
ま
で
集
落
の
盛
行
が
認
め
ら
れ
る
。
 
 
 

真
間
期
以
降
の
集
落
は
、
土
器
型
式
か
ら
み
る
と
六
～
七
時
 
 

期
の
変
遷
が
認
め
ら
れ
、
一
時
期
二
～
三
軒
を
一
単
位
と
す
る
 
 

単
位
集
団
が
一
〇
前
後
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
単
位
集
団
は
ほ
ぼ
 
 

同
じ
場
所
に
建
て
替
え
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
 
 
 

掘
立
柱
建
物
跡
は
一
つ
の
例
外
 
（
南
が
未
調
査
の
た
め
不
 
 

明
）
を
除
い
て
、
全
て
真
間
期
以
降
の
竪
穴
住
居
跡
の
各
々
単
 
 

位
集
団
の
成
立
地
区
内
に
包
括
さ
れ
る
。
そ
れ
に
は
、
そ
れ
ぞ
 
 

れ
の
所
に
よ
り
掘
立
柱
建
物
跡
の
軒
数
に
大
小
の
差
が
認
め
ら
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資料 1 指定文化財所在地及び管理者等一覧

跡 |天然記念物|無形文化財|民俗文化財|異事官| 計

11 1 。 。 6 21 

指定| 16 4 。 。 。 。 20 

市指定| 31 11 。 7 3 。 52 

計 50 26 1 7 3 6 6 

一
国指定重要文化財 3件

指定物件名 |所 在 地 |管理者|住 所|電話

|端気町337 善勝寺 |端気町即

群馬県|大手町一丁目日

国指定史跡 11 件

ぬ指定年月日| 指定物件名 所 在 地 管理者 住 所 電話

4 大 15.10.20 I上野国分寺跡 元総社町群・ 1群前橋馬 市 群大手馬町町二大丁字足目1門2-1 
馬町東国分 町 1667-1 

5 j昭 2.6.14 天川二子山古墳 文京町三丁目 29 前橋市 大手町二丁目 12-1

6 1 1/ 2. 4. 8 1総社三子山古墳 総社町里子山3681 前橋市| " 1/ 

" 前二子古墳 |西大室町二子山 前橋市| 11 I! 

8 " 中二子古墳 東大室町五料 前橋市 l " I! 

1/ 後二子古墳附小古墳 |西大室町下諏訪 |前橋市| " I! 

10 1昭 3. 9.19 山王塔跡 |総社町総社2408 |前橋市| " I! 

111" 19.11. 13 1宝塔山古墳
|総社町総社1側

光巌寺

12 1 " 24. 7.13 1八幡山古墳 |朝倉町四丁目 |前橋市大手町二丁目別

131パ 9.12. 23 1蛇穴山古墳 |総社町総社総間社小前 1前橋市 I! I! 

14 lv %  
赤東二之大堀宮村室町町下触、、飯寓 前 橋 市 d l| | A 堀 土井町、 赤堀村 赤城村大字西久保 0270

田町 64-5 I 62 -1151 

国指定天然記念物 1件

判指定年月日| 指定物件名 所在地|管理者|住

151 昭13.12. 14 1岩神の飛石 |昭和町三丁目 29-11 I前橋市|大手町二丁目 12-1
国認定(旧)重要美術品 6件

川指定年月日| 指定物件名 |所在地|管理者|住 所 |電話

H51昭10.12 .18 I四符付飾土器 |大謀長Zi主主鎗|前橋市 |大手町二丁目 12-1 I 
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11 11 11 11 

県指定重要文化財 16 件

1'10.指定年月日 指定物件名 所 在 地 管理者 住 所 電話

昭26 .6.19 1十一面観世音像 |日輪寺町412E 輪寺 |日輪寺町412

23 グ30. 1. 141 発 鎖 千妙安代寺田町三丁目 |千代田町三丁目

ヰ グ34. 3.10 下長磯三番受人形 l下長磯町稲荷神社|
同庁34. 8. 5 1脇慈(銘喜翁藤原直胤〉 城東町一丁目 11-17 |城東町一丁目 | 

11-17 

261" 38. 9. 4 上野総社神社本殿一棟 1"5t総社町 お総77 社神社 元総社町2377

27 11 短(銘万源左衛門尉信国〕一口
千代田町三丁目

， 
15-10 

28 11 
万(態:豊富開告書提言) 南町三丁目 15-1 |南町三丁目 15-1

11 l刀(鰐臨太郎蜘)I千代田町二丁目 5-5 l 千代此丁~-51
30 11 短万(銘・於東部藤長率際) 石倉町泊 |石倉町山

31 11 なぎなた於東武英義作之| 1/ 11 1/ H 

32 昭44. 5. 6 納曾利面 一之宮町之8宮8赤;~{lIlt:f: 1二 城神社

33 グ49.12. 23 1総社神社懸仏(二面) |元総社明3総77 帥枇| |元総社町2377

11 |総社本」二聖子鴎抑制(-~) 1/ 11 11 11 

35 昭51. 5. 7 総社神社雲版(一面〕 。 11 11 11 

3~ グ見 10.13/ 旧アメリカンボー宣ド教師館 岩神町二丁共目愛3-学5 園 1共愛学園 岩神町二丁目 3-5

371 11 56 . 7.10 旧蚕糸試験場事務棟 |略取おとラ脳内前橋市|大手町二丁目別i
県指定史跡 4件

判指定年月日| 指定物件名 所 在 地|管理者|住 所 電話

認|昭25. 6.151 カ回遺愛碑 |総社町総社m光巌寺 |総社町組問

29 1 グ 26 .4~24-1 石山玄室の墓 |総社町i司井丁目 | 
34-12 

~ol グ 26. 6.191 上泉郷倉附上泉古文書 上泉町字宿1140 |上泉町自治会

411" 45. 12 .221 前僑市天神山古墳 広瀬町一丁目別 |前橋市|大手町二丁目別

市指定重要文化財 31 件

N~I 指定年月日| 指定物件名 |所 在

P4昭39.12.22 1文政四年天川原村分間絵図|文京町二ゴ丁目 2幻1トH一寸1
均l グ |文政四年前橋町絵図 |本町二ゴ了目 1何

住 所

文京町二丁目 1 
21-17 I 

本町二丁目 10-5
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制昭39 .12.22 I大徳寺総門 |小相木町91 大徳寺 小相木町91

11 廃覚動寺宝塔 公田町421 乗明院 公田町421

11 |ヵロウト閥石棺 卜河同I塁長信制11 小学校 三河町二丁目日 | 
11 |典籍前橋藩主松平家記録 大手町二75m |前橋市|大手町二丁目 12-1

市図書館

~8 11 |書跡・重臣秀吉和歌短冊 千代田町三75HO
安寺

|千代田町三丁3目-30 

11 工芸品中啓伝狩野山楽筆 11 11 11 1/ 

50 1昭45. 2.10 笠薬師塔富島 問屋町稲四荷丁神目S社-盤4 固

51 1 グ 48. 9.24 τ松平藩主画像 |朝日町四丁目主別転車買寺4 朝日町四丁目 | 
29-24 

同2 11 結城政勝画像 // // // // 

53 ノア 酒井重忠画像 大手町三丁目源17英2寺~1
17-22 

1/ 東福寺鰐口 ニ河町一丁目東19-街1寺~I
19-18 

55 11 小島田の供養碑 i小島田町大門跡530

56 // 大徳寺多宝塔 |小相木町91 大徳寺 小相木町91

57 // |阿弥陀三尊画像板碑 |公田町峨明院 |公田町必

1/ 東覚寺層塔
総社町総社1607

|総社町総社日07光巌寺

59 1昭49. 8 叶 日輪寺寛永の絵馬 |日輪寺町4悶輪寺| !日輪寺町412

1/ |産泰神社八稜鋭 |下大屋町569 1 
産泰神社

61 昭50.12 .24 慈照院千手観音座像 二之宮町1811 慈照院 二之宮町1811

62 1/ イ白牙弾琴錦
本町二丁目7-2

本町二丁目 7-2
八幡宮

同3 11 八幡宮文書一巻九通 1/ 1/ 11 11 

回4 11 光巌寺薬医門 |総社町総社日07
光巌寺 総社町総社1607

65 11 無量寿地蔵菩麗立像 一之宮町甲764 二之宮町甲764無量寿寺

11 無量寿寺十一面観音立像 。 11 // υ 

67 11 二之宮神社発鐘 一之宮二町之8宮8赤6 城神社 1氏子代表 I 
68 11 二之官神社絵馬四枚 11 11 11 " 

11 |宝禅寺異型板碑 上泉町1280 宝機寺 上泉町1280

70 。 |山王の宝塔 山王町464 山王町464

11 前崎紙困祭礼絵巻二巻 大手町二丁目 12-9
前橋市 大手町二丁目別|市立図書館

11 |前橋藩刑場並跡供び養に塔道しるべI天}II大島町1025 |前橋市|大手町一丁目 1剖|

市指 定 史 跡 11件

判指定年月日| 指定物件名 |所 在 地 |管理者|住 所|電話 |

ド31 昭39.12.221 前橋藩主酒井氏歴代墓地 |紅雲町二丁目議院 | |紅雲町二丁目印 |

11 |前橋城草橋門跡 |大手町二丁目 5-3 |前橋市|大手町二丁目 1剖|

ド51 昭45. 2.10 1新田塚古墳 |上泉町新国家2附 | |上泉町新田塚26~
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ド| 昭4~. 9.24 1経塚古墳 |東善町経塚乙737

'7'1 11 |オプ塚古墳 |勝沢町仰 -・

78 昭49. 8.261 下村善太郎の墓 |紅雲町二丁目龍M 海5院

同 1154 . 3.26 1亀塚山古墳 l山王町一丁目 28-3 前橋市|大手町二丁目別

'80 11 |本城氏の墓三基
l紅雲町丁百刊

長昌寺 |紅雲町一丁目叩

同11 昭56. 4.271 秋元氏墓地 |総社町植野15 主景寺| |総社i同野150

防|
11 |秋元民歴代墓地 |総社町総社16Z 巌寺| |総社町総社凶07 1 

同 11 |今井神社措 |今井町81

市指定無形民俗文化財 7件

尚|指定年月日| 指定物件名 |所 在 地 管理者 住 所|電話

t41 昭48. 9.24 総社神社太々神楽 |克総社町23 総77 社神社 元総社町2377

11 |野良対師子舞 |清野町32-3 八幡神社

11 産泰神社太h神楽 |下大匿町569 | 
産泰神社

11 片貝神社太々神楽 |西片貝町1460
片貝神社

回|昭49 .8.26 1泉沢の獅子舞 |泉沢町44 泉沢神社

11 春日神社太々神楽 |上佐鳥町112 0-1
春日神社

11 l景沢沢附附町恥町6釘無7形文化保存財会 泉沢町672

市指定有形民俗文化財 3件

No.指定年月日 指定物件名 所 在 地|管現者 住 所 |電話

91 昭45. 2.10 上泉の獅子舞 上泉町幻5諏訪神社 | 
92 11 |二之宮の式三番受付伝授書 二之宮二町之8宮8赤6 城神社 1

一

93 昭57. 4.26 駒形神社午頭天王の獅一子対頭 駒形町別駒形神社|
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属推定文化財 ●  市指定文化財 ■  
書号  種 別   名  称   

1  1零文化財  土  偶   

2    上野国山王廃寺塔心桂根巻石   

3    鉄造阿弥陀如来坐像   

4  史  跡  八幡山古墳   

5    前二子古墳   

6    中二子古墳   

7    後二子古墳附小古墳   

8    （総社）二子山古墳   

9    （天川）二子山古墳   

10    宝塔山古墳   

蛇大山古墳   

13    上野国分寺跡   

女  堀   

15  天然記念物  岩神の飛石   

16  旧）重要美術口  四神付飾土器   

石製鶴尾   

18    石製鴎尾残片  19    後柏原天皇岳輸朗詠詩歌  豆0    後陽成天皇寅輸古歌御色紙  21    霊元天皇蓑輸御懐紙   

番号  種 別   名  称   

42  重要文化財  カロウト山古墳石棺   

無量寿寺十一面観音立傾   

44    無量寿寺地蔵菩薩立像   

45    慈照院千手観音坐像   

46    笠藁帥塔婆   

47    小島田の供養碑   

d8    宝禅寺異型板碑   

49    阿弥陀三尊画像板碑   

50    廃覚動寺宝塔   

51    山王の宝塔   

52  ■  東覚寺屑塔   

53    光厳寺薬医門   

5l  〝  大徳寺総門   

55    大徳寺多宝塔   

56    前橋♯刑場跡供養塔並びに道しるべ   

57    伯牙神琴鏡   

58    産泰神社八杜鏡   

59    東福寺鰐口   

60    二百神社梵饉   

61  ■  二宮神社絵馬四枚   

62    日輪寺寛永の絵馬   

63    工芸品 中啓・伝狩野山楽箪   

64    書跡・豊臣秀吉和歌短冊   

65  ロ  八幡宮文書一巻九通   

66    典＃前橋鳶松平家記録   

67  ●  前橋砥園祭礼絵巻二巷   

68    結城政脾画像   

69    松平藩主画像   

70  ′  酒井重患画像   

71  ■  文政四年天川原村分間絵図   

72  ■  文政四年前橋町絵周   

73  史  跡  新田塚古墳   

74    経塚古墳   

75  ロ  オ7塚古墳   

76    亀塚山古墳   

77  l  今井神社古墳   

78  〝  前橋藩主酒井氏歴史墓地   

79    下村善太郎の基   

80  ■  本城氏の主三基   

8l    前橋城手簡門跡   

82  ロ  秋元氏基地   

83  ■  秋元氏歴代墓地   

8l－  重責無形文化財  片貝神社太々神楽   

85    総社神社太々神楽   

86  ■  春日神社太々神楽   

87  ▲  泉沢の♯子≠   

88    稲荷藤節（盆踊唄）   

8≦）    産泰神社神楽   

90  l  野良犬獅子♯   

91    ＝ 民俗文化財  上泉の獅子舞   

92  〝  二之官の式三番里附伝授書   

93  ■  駒形牛頭天王の♯子舞   

資料2 前橋市指定文化財地図（1／100，000）  

国指定  県指定  市指定：  計   

重要文化財  3  16  31  50   

跡    4    261   

天然記念物  1  0  0  

無形文化財  p  0  7  7   

民俗文化財  0  0  3  3．   

l口重華美術晶  6  0  0  6   

21  20  52  93  

県指定文化財 ▲  
番号  種 別   名  称   

22  ■要文化財  十一面観世音像   

23    納官制面   

24    下長磯三番里人形   

25  ■  上野総社神社本殿   

26    総社神社懸仏   

27    雲  板   

28    総社本上野国神名帳   

29    梵  鐘   

30    旧7ノリカンポート宣教帥館   

31    l日蚕糸試験場事務欄   

32    脇差（銘・舌翁寝直胤）   

33    短刀（銘・源左衛門尉信国）   

3d    刀欄・儀前回性長船五体・左衛円周清光侶   

35    刀欄・巴紋印於東武竃技太郎美豊作之）   

36    短刀（銘・於東都藤枝太郎美義造）   

37    なぎなた（於東武英義作之）   

38  史  跡  前橋天神山古墳   

39    上泉郷倉附上泉古文書   

40    力艮遺愛碑  円    石田玄圭の董  
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